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厚ナ3. 2句規絡寸法 304. 8引 x304.8ら

2，300円 - 4，8∞円( 村ヱJ l.J3. 3、ド米{ 部将

三星のdm性床タイルは何れも製法の
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舶来品の候でも優れた性能をもっ、

迫随を n1さなし 1 製品です。
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施工後，1改附が少い・工期j が円 1. い

ulli 絡が T ごろである ・子入十ft }/吟が問中
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田昌応用化工株式会滋
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事畠 領事

| 極細硝子 繊 維 13ミクロン

吸着材

に 使 用 さ れ た

まわ呆台、な断熱-}  

)(J マヲ〉ト布子Z業様式会社

リノリ2 . - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

q イルリノ

1::ヲート'1イル

ヌ市ンジシート

東洋リノリューム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊丹 代表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三 和 ピノレ

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和 ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

ｾソフトな感触

。優秀な耐久力

ｾ美しい色彩

東 京 支 宿
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園 園 田 園 冷 房 に ・ ・ ・

- どんな場所にも簡単に据付・移動ができる

軽量小型て・便利な構造

・故障がなく、性能のよい密閉型圧縮機

・一様に冷風を分布する可動式冷風吹出 口

・誰でも運転できる完備した全自動安全装置

・全国にわたる完全なサ ー ビス網

。 襲撃長 持 自 主 製f開

⑩ 
特 許

経費節減527万内の

利益を生も
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m刀ス温度 jQ7

0

C

女 高 性 能 ・ 輔 射 型

食 石炭・オイル・刀ス焚

食 1年間 (7200時間) の燃料節約額

7' x 30' ラ ン カ ジ ヤ ボ イ ラ と

比較して

527 万 円 益

1ぞ:0 / イ旦し E ， E ， 2000kg/hr. ¥ 

じ 手 ン I  6000カロリ一石炭6000円/ 屯 l

¥ 1 日241時間 1 月25日として/

平川 ~水省ボイラ、平)11- 機関車型ボイラ

ム|勺11- 竪型ボイラ 、外ボ イラ全般 ・輸送機械

く3営業科 目1>

株式前土平川鉄工所

本社 ・工 場 大 阪 市 大 淀l正大仁西2の1 電話福品@ 1 9 7 5 - 8

ｾｲ 京営業所東京却中央区八盤州 Ｖ の Ｗ 電話 Ｈ ＲＸ ＱＩ 5883 ・7787- 8

九州 111jl ! 所 稲 岡 県 小 倉 市 宮 野545 屯 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2
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日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 、 各 国 特 許

型 状 優 美

故 障 絶 無

8 本金具製作所製造元タマパヲ工業様式曾誕

夕、 ｦ ケンＧｾＭｾ 押型模様付，、ートボート立体感あふれる 5 つのデザイン

タイケンモ m ルテ、インターボード

大 建 ウ オ ー ル ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 1" 中 之 品 2 - 2  2  ( 1防相i 臼 ビ ル )

r  E  L  k . 阪 126 ) 5 1 0 2

点 京 王 山 東 京 間 中 央1'<: H 本 備 室 町 2 - 8  ( 古 河 ビ ル }

T  E  L  '" ';'. ( 2 11)  2  8  3  1  



日共7令 熱 機 材 株 式 会 社

大阪市大淀区天神構縞 六丁目五 (; 正大阪急ピル } 車京都千代田区神田神保町 l 丁目

本 社 東京出積所

ー 電 話 大 阪 ⑮ 代 膏 1416 (ilt 通) 1011 ( 刻鼻 ) 電 話 東 京 ( 2 91) 2  1  1  8  

車 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン グ ス プ リ ングレノヤ y タ ー

ｾえ色ｾ｜附まざ ｉｾＧ をく ｬｩ ＧＭｊ た…

. ス プ リ ングシノヤ y タ 一 回 重量; ス プ リ ン グ シ ヤ y タ一

回 自 動 シ ヤ y タ ー ・ 手 動 電 動 ス チ ー ル シノヤ y ター

詳 細 カ タ ロ グ呈 上

東洋シヤツタ一株式会社

轟料州l 工瑚場 …… L @ 泊加加……lロb ω… …2トN……~→引引3.3川3引l

盟車I 京宣日凶i 耳車I京m大問区z新n1井H什耐r討; ::;ノ 5 <1 7 T E L (仔77ηlリ) - 117ηl  

包古届支町 名古百尽Ii市打サ中' 院下日 i置E 町2T 日7品j地也 T E L ⑫ 5ω' Is臼<1 .6ω32剖4  

出 ｦ弧民向所 ｴ 崎 ｦむ［ ｾ 、 ｽ ｉ ｾ＠ 仰、 神 戸 . !品 ilt . il t、 協 閉

その 他出 掛所 ｾ ｈＧ ｊｉ Ｂ， ｉＮ ＱＺ国主 事 ｘ Ｖｩｬｩ にあり
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経室、緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

S:i ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

日jJi ｝Ｇｾｉｌｔ ン ｉｌＭＧ ィ ￬ Ｇｬ
伸 縮 白 地 材 工キヌハロンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキえ シー Jレセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 桔

本 社東 京 都中 央区八重洲 ＱＭｾ

T E  L  (271) 7∞0 ・5463岬 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表01617 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079
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a陰 盛為1- q 'f ｉｾ＠
(  1 ・5 事毛j享)

藤 森 建 材 株 式
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社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 l ノ 2 ( 大倉 ピ ノレ)

電 話 東 京 (271) 6  4  3  2  - 5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掲 通 1 ー 1 ( 大同生命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 9 4 ，1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九州出張所福岡市薬院大通 2 ー 73 電 話 福岡 @1945 ・⑤3473

高

30メーカー代理屈

大 阪 ・四 ツ 橋

2三t 41; ，、建梓匁
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最 新 の 設 備

f憂ヲ号な魯星 s-

甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

三和 ｾＧ￞ＧＺｊ 司・株式さ Ｑｦｴ
ヨド 底 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ二 三 電 話 代表 ( 40) 5  3  4  1  

札 幌 支 底 札 観 市 牢 似 町 寧 似 5 2  2 電話 i:111;;

貰 北 支 底 仙 台 市 土 樋 1 1  2 電 話 (3) ｾ＠ ｾ＠ r  g  

執 園 曾 蝿 所 秩 田 市 幡 山 虎 ノ口 外 強 新 町 9 電 話 2  7  8  3  

車 京 宣 底 車 京 都 新 宿 区 新 宿 1 丁 目 6 0 旬結 ( 341) ｾｾｾｾ＠
9678 

神 車 川 省 銀 所 柵 揖 市 中 区 菅 川 町 1 丁 目 6 噂 話 ( 3 ) 8 0 2 3  

郡 周 宮 損 所 高 ・4 市 通 岡r • Ｙ 噂 ｊ ｾ ＵＷ ＵＵ

栢 本 省 蝿 冊 子 間 宮 市 氏 塙 間 町 1 9  8 唱 ! t 5 3 7 4

甲 府 曾 蝿 所 叩 府 市 柾 柵 岡r 2  1 咽晶 2 4  4  2  

名 古 車 宝 庫 名古車市中村区広井町 2丁目W J tIピル 電 話 ( 54 ) 2 8 . 6

大 阪 支 庖 尼 崎 市 久 々 回 字 コ エ 2 3 電話代袋{叫 ) 5 3  4  1  

斬 調 曾 媛 所 開 出 市 作 EI 町 西 二 丁 目 電 話 ( 3 ) 1 4  4  3  

長 野 曾 鍍 所 長 野 市 111 1，1 町 7 3  9 電 話 ( 2 ) 5 2  9  2  

金 沢 曾 健 所 食 前 市 i 削 院 町 3 6 電 話 ( 2 ) 1  3  8  7  

彦 揖 嘗 鍵 所 歳 出 市 開 市 町 8  Ｘ 司 ｉｾ 2  0  5  3  

神 戸 営 健 所 神 ド 市 及 田 l正1I' lf'( ilfi 3 1 目 1 9 6 電 耐 ( 5 )  9 .  5  1  

高 松 倉 健 所 高 松 山 岨 l 町 8 0  9 電 帥 ( 3 ) 4  2  9  0  

九 州主庖ｾ ， ｩ 1M] r灯油 辺 油 5 T 目 9 2 略 目 (  5 )  5  1  S  1  

別 府 営 後 所 別 府 市 松 凶 過 2 T  1'1 暗 肱 3 2  4  

後 世 悌 営 健 所 性 償 保 市 品 醐 町 1 • 0 咽 酎 5 5  1  3  

m 本 曾 健 所 臨 本 市 東 外 坪 井 町 7 3 司 貼 ( 2 )  8  9  3  

静 岡 温 室 蝿 所 岬 問 市 音 羽 町 1 8 .  8 電 話 ( 3 ) 2  8  4  6  鹿 児 島 営 健 所 岨 目 。 日 市 平 軒 町 1 1  9 ・砧 ( 2 ) 6 7 6 2  
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の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 にイモる

L - 2 2 0  

ピル・アパートはもとより一般住宅

オ パ ー ル

ミフ切否1oえL 御愛用頂いていた製品 L ー

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区高郎総 5 - 32 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松・札幌・仙台・富山 T E  L  2105- 8  

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220￥ 2 ，750 

金具 Ｈ ｾ｝Ｑｩｬｉ圃 ｕ 印 Ｉ

立 水 校 T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 (2個) 'If 1，340 

排水金具 T 6P lf 1，21 0  

パ y クハンガ

取付木ヰジT L  2200 ￥ 200 

at ￥ 6，700 

参 考 定 価

陶 器 ( 並 級) L 220 ￥ 2，2∞ 

金 具 ( グ グ え 印)

立 水 絵 K 2  0 ，5  Y  

@￥ 510  ( 2 個) ￥ 1.020

止 水 位 K 4 A Y

@￥ 570 ( 2個) lf 1， 140  

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030 

明 る い

モダンリビングに

口シリウム ロシタイ，t，

品 質 随一 と定評 ある

丈夫 な 塩 ピ 床 張 材 で す

あ ら ゆ る 床 に " 7 -:; チ す る

品質 ｬｩｾ 高 の 美 しいフロ ア ータイル

幅増 鰻 格

民 さ 21. 4Sm

( 15坪 昏)

透明・不透明

艇消し・・り

模 様 桓 各 種

防火蛾築IC は

網 入

( 通産大臣賞)

採 光 問屋 椴

間 仕 切 ・窓

ロシプb・ト (師法板・平版)

=主目シ7ル・ト (トタ川普

ロシガヲス (捌・半透明平仮〉

槽描 続 格

嘩 さ 2 町

30，3on向

( 1 尺向)
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簡 単 に 貼 れ て 水 拭 き 出 来 る

沿 も 進 ん だ 墜 ・襖目占村です 。



F、

会 告 1

監 事 当 選 通 知

監 事 当 選 通 知

8 月号会告のとおり監事 1 名補欠選挙のため，臨時総会( 筈市表決〕

を開催し，選挙を執行いたしましたと ζ ろ，下記のとおり当選が決定い

たしましたので， 乙乙 』ζ 会告申し上げます。

記

当選 524 家 1，L 川 文夫君( 住宅金融公庫大阪支所次長)

1113和35年ー 8 月25日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

1111川 1111111111111 11'1 11 11 1111111111 11111111111 11111 1111111111111111111111111111 1111111111川 川 川 111111 11 11111 111111111111 11111 111111川 川 川 111111川 1111 111111 1111 111 11111 11川 川 11 1111111111 111111 11 111111 1111 111111111111 111111 11111111 1111111111111111111111 11111

置園11•• 彊霊量軍

ダ イ ケ ン ・ イ ン シ ュ レ ー シ ョン ・ 吸 音 板

ダ イ ケ ン ・ イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン ・ プ ラ ン ク 優 良 認 定 書 発 行

昭和34年 5 月 15 LI 提出された資料κ より ，本会建材委員会において慎

重審議の結果，下記特徴により向う 1 ヶ年間有効の優良認定書を昭和35

年 8 月 15円付発行した。

品 名

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

記

ダイケン・インシュレーション・吸音板

ダイケン・インシュレーション・プランク

申請 者 大建ウオールボード工業株式会社

特 徴

1. 木材樹品のみで熱処理加工をしてあり，比重の割合に曲げ強

度が大きく ， 吸湿による膨脹収縮が少ない。

1. 熱伝導率が小さく ，吸音効果がよい。

1.  加工精度が良 く，特 lζ 実mlぎ継手のものは目迷い防止のため

によい。

1. 吸音板は，繊維板としては高度の吸音率をもっ。

1.  プランクは，断熱化粧材として使い払く出来ている。

寸 評 木インシュレーションボードおよびその二次製品は，今後次

第に発展を予恕される乾式椛造工法には極めて有用な材料となることだ

ろう。同社岡山了芯iのモテ〉レハウスには，そのあらゆる部分( タタミ! ぷ

や風呂桶素材に盃るまで) に乙れを利則してテストしている乙とは，今

後の用途拡張のために注目される。

また最近乙の材料が司u司fi;1、による虫qg燃材料の規格! こ合格する ζ とに

ーなったのは喜ばしい。

今後，本材料が建築材料として高度に活用される乙とを期待してい

るら ( 元木委員記)



会 員 倍 加 運 動 に ご 協 力 を お 願 い

会員各位K は平素木会に対し多大のど協力を賜わり，ま乙とは有難く

感謝申し上げます。お蔭様でノド会も逐年着実に会員の増加をみて隆盛の

趨勢にあります乙とはど同疫の次第でありますが，今後 なおー庖事業活

動の内符充実とその活発化を計って，木会の目的達成のため一段の努力

を重ねるよう期しております。つきましては，会員の増大が本会活動の

重要な基盤となるものであり，かたがた目下新しい会員名簿の作成中で

あって今が入会の好機でもありますので，乙の際下記により会員倍加の

運動を推進する乙とに致しました。会員各位』ζ は何卒本誌、侠み込みの入

会申込書をど利用，知己の方々をど勧誘下さいまして木倍加運動 K よろ

しくど協力賜わりますようお願い申し上げます。

記

会員倍加速動期間 I昭和35年 9 月一10月中

木期間中の入会者K 対しては入会金を免除致します。

大 阪 第 3 市 外 電 話 局 見 学 会

1. と き 9月20日( 火) 午後 31時一 5時

1  . 集 合 所 同建物正面玄関

1. 申 込 18日まで に電話で申込みの 乙と。定員 100 名で締切り

ます。

1.  建物概要

設計 ・監理 日本電信電話公社建築局

』も 工 株 式 会 社 間 おl

位 置 大阪市北JX. 堂 島西町 2

工 期 33¥ドヲ刀- 3 5年 6 月

建 築 面 積 2，321m2  

延建築面積 20 ，038m2  

高 さ 30m500 

ｾｾ切深さ 10m 

相よ iさ SRC，地下 2 1桝，地上 8 階

会 告 2

会 員 倍 加 速 動

昭 和 35 年 9 月

大 阪 第 3市 外 電 話 局

見 学 会

-，¥， 
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関 西 電 力 火 力 発 電 所

見 学 会

大 阪 富 士 銀 行 ピ ル

見 学 会

第 15 回 工 場 見 学 会

関 西 電 力 火 力 発 電 所

1. と き 9月22日( 木) 午後 2 時( 集合) ー 4 時( 解散)

1  . 集 合 所 地下鉄玉rl ¥駅南出口前

1. 申 込 20 日までに電話でお申込み下さい。定員は50名です。

1.  集合所より発電所往復は，関西電力株式会社殿ご提供の貸切パスを

利用いたします。

関西電力火力発電所 ・・・・・一昭和32年 1月より杭打工事に若手，第

1  JU"1は昭和34年 4 月より発電を開始，全部の完成は本年 3 月であった

乙の発電所はベースロードをもたせ高能率 ・高信頼度の要求に答える

ため，Ｍｾ去の出力を ＱＵＶ Ｎ ＰＰＰ ｋｗ とし ， 169 気圧，566
0

C の蒸汽を使

用する新鋭設備を採用し，同容量の設備4基を建設し，総出力624，000

K W の性能出力となる優秀な大発電所である。

詳細は建築と社会誌1959年 8 月号 p.96 _  p. l 03を参照下さい。

大 阪 富 士 銀 行 ビ ル デ イ ン グ 見 学 会

大 阪 府 建 築 士 会 共 催

1. と き 9月28日( 水) 午後 3 時30分( 集合) 午後 5 時( 解散)

1. 集 合 所 同建物正面玄関前 ( 御堂筋西側)

1.  申 込 23 日ま でに電話で申込みの ζ と。定員は 150 名です。

1. 建物機要

設昔| ・監理

施 工

位 置

工 期

: 放地面積

建 築 面 積

延建築面積

高

Z==
さ

根 切 深 さ

構 造

松田平田設計事務所

株式会社 竹中工務庖

大阪市東区今橋 5 - 23- 29

34.2. 24 - 35 .9 .30 

3，173. 6m2  

2 ，998 .7m2  

30，316 .5m2  

31m60 

14m90 

SRC，地下
3 階，地上 9 階
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第 2 回 若 い 会 員 の 集 い l  若 い 会 員 の 集 い

い ろ ん な デ ザ イ ナ ー と 話 し 合 う 会

< 家具 ・工業 ・図案 ・服飾 などの

デずイ ナー をお招きして >

今回は ， ｾ築以外の諸分野の新進デサ‘イナーを凶んで建築関係者との

話し合いの場をもっ乙とになりました。何卒多数ど参加下さい。

記

1. と き 9月28日 (水) 午後 6 1時- 8 1時

1  . と こ ろ 本会 4 階集会室

1  .  申 込 23日までに電話で申込み下さい。

1.  当nは夕食をすまされてど参集下さい。

本 会 後 援

「 照 明 と 室 内 デ ザ イ ン の 調 和 」 講 演 会

1. と き 9月13日午後 3 1時一 5 1侍

1  .  と こ ろ 近畿電気工事株式会社 31務会議室

( 大阪市北区南扇町12市ノ《ス扇町プーJ レ前下車)

1  演題及講師

「照明と室内デサ‘ インの調和」

J ACOB H. BLl TZER 氏

( 国際照明委員)

( 16mm トーキースライド，テープ使用 通訳付)

1. 聴講無料

1. 主 催 日本室内設計家協会大阪支部

日本流行色協会

近畿デザイナー協会

関西照明普及委員;ι

照明学会関西支部

1. 後 援 日本建築学会近徽支郎

日本建築協会

照明と室内デザインの調和

講 演 会

ｾ ，、
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垂 水 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社



E  晶 画 園

ノ也 、

居 敷 市庁
ｾ＠
Iコ

設 計
丹 下

健 三 研 究 室

施 工 株 式 会 社
大

林 組

#  



2 階 床 ゴ イ ノ レ 配 符

ｾ＠
E ヨ

敷 市庁
ｾ＠

冷 暖 房 設 備 工 事 扇 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

.... J也併特長相正常

冷 J点 機 お よ び jilli 水省In市 ポ y プ



| 則市 会 館 ロ ビ ー

関 電 ビ ル デ イ ン グ ( 本叱 31 只 参 照 )

電 気 設 備 設 計 施 工 近 畿 電

企 =

ヌL 工 事 株 式
4

2

 

社



関 電 ビ ル デ イ ン グ

空 調 設 備

( 本文 訂 正i .' ｾＨｻＩ＠

施 工

機 工 業 株

'1' * 監 視 総 ( 損IJ i品・測 i¥D

(1也 3 I併)

式

.c_与

τ0 ;  社

関 屯 ホ ー ノレ 惨

( 2 断)

機 械 室 [17. llij ( J血3 隣) 炉

機 械 室 ポ ジ プ lrr (地 3 附)
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関 電 ピ j レ デ ィ ン グ

( 本文31ri"t 聞)

関 電 ピ ル 納 入 ， オ ー ト ・ セ レ ク ト パ タ ン ・ オ ー ト ・ エ レ ベ ー タ

一 菱 電 機 株 式
. 6.  

=  
ネ土

ピノレの交通 ;IJ '!2 の変化 I ζ n、じて ，)-1 りピーク分担IJ (1 ntense Up  peak ) ， 11 り

ピーク ( U p peak ) ，降りピ ク ( D ow n peak ) ， iU雑( H eav y up do wn) ， 

fl りiJt 雑 ( H eav y up)  ，降り混維 ( Heav y do wn)  ， f.'iii' (Off peak ) ，開

放 ( Of [ hour ) の8 柿' l i iのバ ター ンを ;u子副仰によ って ， II 則的 IC選択し . 4  ｩ Ｍ ｾ＠

のエレベー タ附の五ll f f J 能率をMも効県「りならしめる! I i助H'f1'f j
1

1! .1i  .f¥のエレベータで

ある 。

略 仕 様

駅動方式 百mmr E I相fF なし ロートトロール制御

f世門 } j ，1: 4 カー ・オート ・セレクト パ タン ・オート

存 J，[ I. 130kg λ! t;! 17t ， 

述 l立 150米/ 1'1分



‘、

関 '屯 ビ ノレデ ィ ジ グ

( 本文3lti 参照)

11' 1 過 ポ ン プ

上 : ク ラ ブ 化 粧 室

右 : W7)( . j 十7) ( Wi /1 < および

ii'i 化 ポ γ プ lty.

給 排 水 衛 生 設 備

2頁 賀 工 業 株 式

給 排 水 衡 生 設 備

. 6.  

=  
ネ土

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所

11 
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第

電 通 大 阪 支 社

... 8 1緋， V .  T.  R . 主の| 次山/ / ，

吸 込 // ，およびクライメ ーター

電 通 大 阪 支 社

空 調 設 備 工 事

工 業 株 式 会 社

... 9  1特 大 会 議 どと |次 :1: /-/  

... J山 2 11キ

冷 i: ，，¥ 11く-t i! ，: ＱＺ Ｇｾ ｾボ ンフ

冷 jil li ノk 供 給 水 ン フ

， 
J  



1末 材 料 の 販 売 工 事 ( 責 任 施工 )

営 業 都

大 f明記 di 大 は l五 人' 渦 続 協 6 - I  :2 

大 阪 市 天 王 4住 民 1-，本 町 3 J 同 2 :3 

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

( 中心吊自由開型)

抹式会社桂商会

1・ビ し 人: 1塙t 重量 6 6 2 5 係

1' 1": し(751 0  (-i 9  5  (直通 ) .  R  9  0  (-i (271  6  4  0  9  

( ピポット・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用 の節は御 申込下さもつ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 地 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電話 布 絡(72) 839・7713 番

東京都千代国区神図和泉町 1 / 11 電 話 東 京(866) 却51- 2 番
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車レカーペット発売元- ( 株) 辻田文平商庖( 大阪市住吉区南住吉町 4 の 5 9 )

耐火・断熱・軽量骨材

防相三拝Jトライド|

.  

/ < ー ラ イ ト は 真 正 法 岩 を 急 速 に 加 熱 、 膨

脹 せ し め た も の で主 成 分 は 碇 酸 で あ り

小 さ な 真 空 状 の ガ ラ ス 質 の 巣 の 集 り で

形 成 き れ て 居 り ま す 。

/ < ーライト は 非 常 に 軽 〈 耐 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱 用 墜

仕 上 に 又 、 コ ンク リ ー ト と し て は 砂 の

代 り に 使 っ て 断 熱 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト

と し て 使 用 さ れ ま す 。

特 性

継 いセ メントモル タルの 泌 以下 Ｈ 樹上 ヒ 耳 ｴ ｏＮＰＴ Ｍ ＰＮ ＲＰ 、 ｾ ｪ［の ｬ ｦｕ ｩｬＺの ｾ Ｍ ｾＩ
耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン ト モ ル タ ル の 4 1告の効 力 がある ( 熔 融 温 度 1000・C 以 上 )

断 罪島効果が大ヤある セ メ ン ト モ ル タ ル0 ) 2 1円以よ ( 伝 熱 係 数 λ =0. 03- 0. 05k回 1/ rnh. C1  ， .  ー

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど 亀裂 が 出 な い ( / 、 ー フ イ ト を 使 用 し た 国 連 ピ ル 〉

逓 音 吸 音 効 果 が 大 セ メ ン ト モ ル タ ル の 2 倍 以上

ba 工 が 容 易 で あ る 他の軽量E骨 材 に 比 し 施工 が 容 易 で ある =  

化 学 成 分 S i O，= 75. 5. ａｨｏ ， ］ ＱＵＮ Ｓ 、 ｆｾ ，ｯ， ］ ＰＮＹ C a O =  0. 12、 路 0 = 4  N a，O= 3 . 5 三 パ ー ラ . イ ト セ メ ン ト モ ル タ J レ

有 機 不純 物f軍事E分 私 〈、 長 Jm保 存 す る も 変 質 し な い 言 明 会 そ の 他 ・ パ ー ラ イ ト ブ ラ

' 主主予 言 ス タ ー の 配 合 脱 日月寄 贈 呈

株 式

w 京 仁241 ) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 f 44 )  3  7  3  1 ・3 7 5 1  

東 京 (241) 4101 - 9 ・2371 - 5  

笹 島 ( 54 ) 3  1  7  1  - 5  

中 間 ( 4 1 9 3 3 6 _ 9

用 途 の 一 例一

(1 ) 軽 症 コ ン ク リ ー ト悶 細' 舟材

(2) 在 官材 料 ( 七メン ト・ プラスター骨 材)

( 3) 保 温 断 熱 材

(4 )  ilIl 4ド 用

(5 )  iJ .'量i./!!J Jlj J  キオ

本土
ゐ

冨
業属

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 1

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 都 中 央 区 日 本 線 室 町 2 の l

名 古 屋 市 中 村区広小路西J i l i 2 の 2 6

偶 岡 市 天 神 町 3 ' 9  

鉱金井

本 庄

大 阪 支 庖

東 京 営 鎌 所

名 古 屋 営 換 所

福 岡 営 鍍 p!i

--
-

⑥ 
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建 築 と 社 会

第 4 1 集 ・ 第 9 号

売 価 l 剖I 1  8  0 円・送料共

RH 和 3 5 年 9 月 2 0 日 印 刷

附 布I 3  5 年 9 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社 団 法 人 日 本建築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁 目 37

電話 大 阪 @9648・9649・9640番

振 替 口 凶 大 阪 3 9975 番

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 人 沖 削 減 ー
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大 阪 市 北 区 堂 "1 町 6 6

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 番

宵J 制 者 網 野 栄

建 築 と 社 会
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園面置E 園圃櫨園l a I

Ma r k e l i u s の 天 井 岡 橋 作 太 郎

ぷul ! i 工事を「附帯工中」と呼んだ 11与代があ った。他物本体の工 'Jf を主体工事とみて E没

(IIU工引をそう l呼んだのであ った。その当 11与「附 帯工事」と l呼ぶ乙との不都合なるを説え

るJfr も- ) J " にすでに存在した 。その論点は ζ ういう乙とであ ったと思う 。第一は設備工

中 1'-1休の屯民性を認識すべきである 乙と 。第二は他物との 体化の必要性，すなわち建

物向 体を優先的に確定しその後に設備を附)JII するのでなく ，!ti 今めから設備を 、建物を形

成する条件として建物本体と互いに拶科: し合い ，今: 体として合理的で均整のとれ た美し

いものたらしめるべきである ，と いう乙とであ ったと思う 。

乙の頃は「附帯工中」という言集を 11fI かなくな ったようであるが，上記の一点が解消

してしま っ たのであろうか 。 ＺＯ［走近は設 ￺ｬｩ￭ｬｬ 体の �ｩ 否がムｾ物の Ｑ､ｬｩ 値を大きく 左右 司している 。

空調設備が完似i しなければピノレとはもういえないどときである 。 したが って工費も増大

して建物工貨の4076を設 ul !iユ ー事費が占めるようにさえな ってきている 。すなわち設備i 自

体のｔｉｩＪ性は充分に認識せられているワ ケ である 。 第二のたｾ物との一 体化の方はどうで

あろうか。 われわれデグイ γ をしている将は ，桃jiE技術家とともに技術技術家 との緊密

な!:IJ. ｉ 司なくしては ， 失ｾ物を ｩｅｩｩ 度 ｬζ デヂイ γ することはできなくな っ てきている 。 また設

Ｈｬ ｩｩ￭Ｍ 乙とに空調ーーの ｳｹｳｴ･ｭ の如何が辿物の外 ｬζ 大きく Ｉｪｾ 轡してくる場合もある 。

しからば一体化は完了しているであろうか。

今日デダインをしている私を悩ますものの第 ・は空調用のダクトである 。防火乙/ ヤア

ターとともに全く厄介な代物である 。あの大きな雨を雄物 11
1
ひきずりまわすなどは どう

考えても I:':i!支の火-1児のやり ) j とは思えない 。ややこしいダクトを和! とかおさめて天井去

に隠してしまうととができたときには ，やれやれと全くホ ッ トするのであるが，同11寺に

また 一抹のうしろめたさを感ぜざるをりない。 乙ういう ｬｉ ｾｪ I乙在、の} j f ヰ裂に去来するのは

markel i us の天;J :Iであ るらしい 。

i皮のデヂインになる国i ' l i の小会議場の* ) 1である 。長谷出されたダク トを塗りわけ ! 照明

を逆用してデヂインされた上手な天)1である 。 ζ れならl l ¥物と設 (1mとの完全な一体化と

いえそうだが，われわれのやり方では一体化などとはどうにもいえそうにないことが，

私にうしろめたさを感じさ せる らしいのである 。

しかし落ちついて考えてみれば，うしろめたさを感ずる必袋はないらしいのである 。

一体化には限度があり限度のある乙とが立味をもつらしいのである 。構造が雄物 と一体

となり梢造美を発揮するようには参らぬようで ，設備美の発郷 lζ は限度があるら しいの

である 。 自動車のエンジンは自動車には全く不可欠な重要物であるが，そうして自動車

とは非常 lζ 一体化し ているが， ボンネットの下lζ 隠されエ ンジ γ ノレ ームの 111
におさま っ

ている 。すなわちデデイン一一日に見える価値としては一体化していなし 3
し，一体化す

る必民も ｟ ＮＩ，じないとい うととである 。 ｾｾ引 ｬζ おさまるという ζ とは必裂であるが ， かな

らずしも M Gツイ γ カムのスポ ーツカ ーのごとく赤色に仕上げられたエンジンが銀色 IC_

fii j [ くカムカパ ーと照り映えるなどという乙とは 一般 には要求せられていないことであろ

う。 11 !fi)J II( の1111i 値は居位性，形態見およびエンジンの発生する辺動性であ って，エ ンジ

ンそのものはあ っても，なくてもよいものであろう 。 われわれは夫人を愛でる ζ とがで

きる 。 ｉ ｾ ｉ に見えT にふれうるものとして ， しかし脳 l沫11:'11ゃl版物は愛さない のその結果で

ある免ラツたるお ＧｩＭ￬ ＧＱＱ や俊 さしい心↑ ｩｩｾｾＯ Ｑ ・々とした附 ｷ は愛するけれども l版物の J2は (，11

ｦ ［ ｾ とおいー れ さまにおまかせする 。

i己i: (l iii は| 版物に似ているようである ｾｦｩＺｴｳ なる不必物 さて乙 ζ で位、は t没(Iiii -1品目、j 部・工

学論者となる乙とができるようだ 。 (弔 E 口ffl 設.lI". J :fhK K常務取締役 ・大阪If 務所長)





位 置 間 IIJIX¥i i 般 市 fl : 吉町 2 5 6

規 被 鋲陥コ J クりー，. Ｓ 隣ｾＱＡ

(J出下 1 階、 1 Yi' 附、

2 }i 断、 3 } 4僻3

遺 物 面 積 ｩｬＡｾｩｉｩｩ柵
2. 088m'  

盛 岡 床 糊
7 .244 . 69m'  

大 き さ IIn n  
60， J  70m 

拠 行
35. 810m 

;1; 色 軒 高
16. 9 10m 

ｉ ，ｾ＠ ;n; 
2 5. 745 m 

工 . ij 物 寸: 19581J'， 12円23 日

2主T J 960 if  6 円12 臼

イ メ ジ と リ ア リ テ ィ 丹 下 研 究 室 西 原 清 之

I晃代建築はまがり角にた益されているという 。都市の温舌L メージ守一 ・ス ト ラ ク チ ヤ ー が そ の マ ス に 対 応 し て 市 街 地

は 世 界 的 な 問 題 と な ってきているが、現代の都市に精進的な を秩序づける社会的スケールをも っているのに対して、 7 イ

秩 序 を 与 え る よ う な シ ス テ ム を 発 見 す る こ と な し に 、 都 市 の ナー ・ス ト ラ ク チ ヤ ー は 民 家 と 市 庁 舎 と の 関 係 を う ら づ け る

中 の 建 築 の イ メ ー ジ を さ ぐ り だ す こ と は で き な t 、。鐙築がそ 人 1m的 な ス ケ ー ル を も っている 。 そしてそれぞれがメージヤ

の機 能 を 充 分 に 表 現 す る こ と が で き る よ う な 都 市 秩 序 の ス キ ー ・ストラクチャーは現場打コンクリー卜による個別的なも

ームなしに、市庁舎の建設そのものの発想の楓拠を合狸的に の、 7 イナー ・ストラクチヤーは工場製品として普遍的なも

つか み だ す こ と が で き な か っ た。現在の倉敷市街地区の人口 のに応じられるように、プレキャスト ・コ ンクリートで計画

は 4 万 5 干人にすぎないが、 15年 後 に は 10万 人 にまで剤加す するこ と ができる 。 こ〉であえて 7 イナー ・ストラクチヤー

ると推定されている 。 この程度の規僚の都市においては市庁 と い う の は 、 架 檎 が 大 き く な って〈るとどうしても墜爾をう

舎 の 建 設 は 直接 都 市 の バ ター ンを決定的にしてしまうような づめるだけて‘ もサヴ ・フレームが必要とな って くる か らであ

影響カをも っている 。 しかも、市庁 舎のも っている圧倒的な る。外壁に使われたプレキャスト ・コンク1 ) ートは、いわば

ヴオリュームと、民家との対比をt伝統なくまとめあげるため コ ンク リ ー 卜 に よ る カ ー テ ン ウ オ ー ル と な っているが、この

には個々 の民家 から集ま ってくる人の流れを 7 スとして認織 憾 な 方 法 が 可 能 に な ったのは数年来 の 研 究 に よ る と こ ろ が 大

す る こ と に よ り 広 場 で う け と め る こ と が 必 要 に な っ て く る 。 きL、。 コ ンク リートを部分的に工楊製品さ せてゆ く努力と、

広場 か ら市民の ためのカウ ンタース ペースへのつながりを有 建 築 的 な 表 現 と し て メ ー ジャ ーなも のと 7 イナーなものとい

機的に 給 合するためには、広場に対して IJIl l 、ているような大 うシステムをうることができたのは、マスとしての社会的な

きな空 間 が イ メ ー ジ された 。個 々 の 民 家 か ら集ま って〈る市 ものとヒ ューマンな例 別性 と の対 比で 都市をと らλ たか らで

民 は マ ス と し て 、 事 務 能 率 の 合 理 化 を 可 能 に す る よ う な 大 空 あろう 。

間によ って処王里されている 。
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倉 敷 市 庁 重 量 ・ 施 工 者 の こ と ば

倉 敷 市 で は、 わ が 村 は ニ れ ま で 数 々 の

工 事 を 施工 ・完 成 して まい η ま し た 。 わ

れ わ れ に と り ま して 縁 故 の 深 い 市 で あ η

ま す 。 そ の 倉 教 を代 表す る 市 庁 舎 工 事 で

あ η ま す か ら 、¥一段の緊』泌をも っ て て[.' 1'

に 従 事 し ま し た 。

言宣言十は 東 大 の 叫 ト 光 l ' の ニ 苦 じh の 1乍 で

あ η 、 ー十 歳 巡 りの 建 物 の 多 い こ の 街 と の

JJ"J 利 に 苦 心 き れ た 近 代 的 な 市 庁 舎 で あ 円

ます 。

図 面 を み ま し て 、 打 似 し 部 分 の 多 い こ

と 3 そ の 断 面 の 大 き い こ と、又、 鋼 筋 コ

ンク リ- H盆で 17 メ ー ト ル と い う 大径 mJ

を 持 つ才T 似 し撲 があ る こと、 外 袋 で あ り

且 つ 内 装 と も な る コ ンフ リー トプロ ック

の 盛 砲 が あ る ニ と 一 一こ れ は 大 変 な f士市

であると、ｾ慌を新たに し た次第であり

ま し た 。 コ ン ク リ ー ト プ ロ y ク の 盟 国 は .

ニの 建 物 の 生 命 ど も い え る も の で あ りま

す か ら 、 数回 に わ た り 試 作 を 行 な い 、そ

の 創 作 に は 恨 ifI な計 画 を 樹 て ま し た 。 創

作 は 現 場 機l内 で 行 う こ と と し 、 製 作 に :必

要 な 工 場 投 備 を 技 え ま し た が、 この 種 の

もの と し て は 例 の 少 い 大 きさ と 数 f置で あ

りま した の で、 大 きな 苦 心 を 裂 し ま し た

わ れ わ れ 路工 者 に 対 す る 市 当 局 の ご い

頼と、 工 事 監 理に 当 ら れ た 関 係 争ヰf立 の 勲

意 あ る ご指通事を 得 て 、 こ こ に 締 り私 < T .

事 を 了 え る こ とが出米まし て ｾ Ｎ 射 ｴ 、たし

て お η ま す 。

{ 火 柿 組合 倣 l アIP IH J，I'!i I' .H : 石 通 太 郎
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本館歯車書面積

康 面 積

1. 066.  684 m'  

1 陥 864. 0∞m'  2 陥 864. 01附 m' 3 階 1. 028. 1ω m'

4 惜 し028. 160m'  5 階 1. 028. 1曲:)m' 6 階 206.  713m'  

纏 a  21. 735m'  カーポート 湿 鑓面 積 255.  nα) m'  24  

設 計 に あ た っ て 増 田 研 究 室

1. 尾 道 市 庁 禽 の 場 合 与 え ら れ た 敷

地は不都合に民家が入り込んでいたり

また自由に計画し得るほどの広さもな

かった。

一般 に 現 有の 市庁 舎飽き誕は市政機桃

の償措1) か ら行政事務の部分と 3報局の日r;

分とからな って い る が 、 そ の 多 〈 は一

つの敷 地 に 、 こ の二部分がプロ ，' 7に

分 けて並べられている 。 この庁 舎 の 均

台敷地を一瞥しでかよう な既成の考え

方からももう一度離れて議場部分と、

行政事務部分とを一つの建 物 に 縛 めて

しまうことが必要であると思われた。

また大都市の庁舎の場合は、と もかく

この庁舎の よ う な 中 都 市 の 庁 舎 は 、 特

に後者の完結的な考え方が怨物のスケ

ールの点から、あるいは建物をコ ンパ

ク トに し 統 一 感 を 与 え る な ど の 点 か ら

も 、 十 分 検 討 さ れ て よ い の で は な い か

と思われた。 二 つの異 った機能を一 つ

の建 物 に 緩 め る こ と は J 二 部 分 を 公 式

的に分離し得ずある程度弱点もあ為う

が、 これも階層で区分したり 上 下 交 通

を十分注意して配置す るな どにより十

分補い得ょう 。尾 道 で は こ の 点 で 明 快

な 解 決 が で き て い る か ど う か 、 や も 疑

問 も 残 る け れ ど も 、 全 体 的 な 建 物 のパ

ランスから完結した形と平面とを持つ

案を採った 。

2 . 現 実 の 問題として与え られ た 敷

地 の 範 囲 で 可能 な 建 築 の 設計 か ら、ス

タートしなければならな t 、。 その時一

応 そ の 環 焼 計 画 や 将 来 の 膨 脹 に 応 ず る

解決も考える 。 こ れ が 単 に ア イ デ f ア

の 段階にとどま っ て は 建 物 は 十 分 な 機

能を果きな( . 。 この市庁舎がほんとう

に市民にとけ込んで行き市民の中心と

なって 行 〈 た め に は 、 こ の よ う な 計 画

が単なる机上の提案から実際に実現き

れて行くように 、設 計 者 と し て も 秘 徳

的 に 発 言 し て 行 〈 こ と が 大切 と 思 わ れ

る。この努カによって、建物がn : の機

能を示 し設計 の意 図 が 十 分 に 実 現 さ れ

るであろう 。



織 地 内 部

尾 道 市 庁 舎 ・ 施 工 者 の こ と ば

こ の 他 物 の 仕 上 げ は 、 天 井 部 分 を 除 い て 、 1 階 か ら

6 陪 ま で の ほ と ん ど が コ ン ク リ ー ト の 打 放 し 仕 上 げ で

あ η ま す 。 在 来 の 打 激 し コ ン ク リー ト仕上 げ の 鐙 物 を

み ま す と 、 そ の 仕 上 げ の 程 度 が上 層 階 に な る に し た が

っ て !R'< < な っ て い る よ う で あ り ま す 。 こ う な ら ぬ よ う 、

各 階 に わ た り 均ー し た よ い 仕 上 が り を 得 る よ う 、 施工

上 の 工 夫 を 擬 ら し ま し た 。 ま た 、 殺 計 者 か ら 打 触 し コ

ンク リー ト 商 に 、 コ ン ク リ ー ト 自 身 の も つ 力 強 き を 表

混 す る よ う 要望 さ れ ま し た の で 、 そ の 実 現 に 努 め ま し

た 。

事 い に 百世百十 者 の 方 々 は わ れ わ れ の 施 工 計 画 に 深 い 信

頼 と 甥 解 を 持 た れ 終 始変 ら ぬ ご 指 海 を い た ず き ま し た e

これ が 、 こ の 成 果 を 得 る 原 動 力 と な っ た も の と 姉信 し

て お り ま す 。 ま た 、 そ れ は 現 場 に 働 〈 技 能工 に ま で 反

映 し て 、 よ り よ い工 事 を 進 め ま す 上 で 、 予 惣 外 の 大 き

怠 カ と な り ま し た こ と に 深 い 感 針，を 覚 え た 次 第 で あ り

ま す 。

( 大体 組尾 道 工 事 事 務 所 主 任 真 庵 篤 )

一 断 事 務 室

25 
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1 階 平 面 図

1. 玄 関 ポ ー チ

2. 玄 関 ロ ビ ー

3. *  
務 当証

4. 支 配 人 宝

5. プ ロ 控 室

6.  キ十ディ ・マス

タ一五

7. 従業μ ロ iノカー

室

8. 外
宇島

宝

9. ボイラ乾一燥室 ・

洗 y記 宝

10. ';!i 主t 主

11. 女子ロッカ一室

12. 使 所

13. 脱 耳、 ヨ出

14. 浴 主主

15. 化 事E 室

16. ロ γ カ 一 室

17. 踏 込

18. ポ チ

2 階 平 面 図

1. 談 話 宝

2. 食 堂

3.  Ili lJj 

4. 食 品 目E

5. ロ ッ カ -

6.  ( J . I ! 所

7. テ ラ ス

UUIUU 

| 垂 水 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス 設 計 施 工 大 成 建 設 以 大 阪 支 唐 r

r  
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円IJ 払 金

RI' J 自のム*! ' A! 約 iζ 問会. i i l i 合協定による，契約々 款を1 *

川する乙とが多い。そ乙で考えられるととのひとつに ，

前政金がある 。 これはその金額K i主する出来高まで，支

払わなくともよいというのでなく ，がij iJ.O: 金は1IJ 川の山来

!日J 金提出を企' i Eする| 時にその必による分だけは ，やはり引

J卦ってきている 。

前ボ傾 = /1¥来高 X 9096(訪ね代金制 一前政金)

l  知 的 什 ゐ 如 l  

の王tによる 。

災をi ! 主せば，Ｑ￬ 在主，施工者聞の相互信 ｾＡ ｴ ｬ ， ょ Ｇｩ ＭｦｊＵ ｬｴ￟ の上

1(. パラ γ スがとれているようでもあり ，1mいようでもあ

る liiJ i立金を支払った ζ とは上記の式からいくと施主は

級以J の終りまで，不安! 惑が続く ζ とをむ味し ，通常尚品

の子 H金とも少々進 っている 。

針通，なにかにつけて ，施工者側lζ 不利な立場が多い

が ， 乙のｬｽＧｬだけはＨ四会述 合 協定の約 ， ｝ｖＮＺ第 Ｒ Ｑ ｾ 長Ｉ幾らか

ホ ッとさせてくれる 。

:l 凶 5.，:) 生介一一 11，j ，; 0! 第小会 ' 0 ! 弔協会 ' 0! 犠 引晶会 ・全l叫0! ，次世 協会。

( Mv)  

構 造 と 意 匠 と の 相 魁

椛造的』ζ よいものは尖しいという 子可決がある 。けれど

もープj コノレピ ェジェの五l県民IJ はそれを指針していると思

える 。 ( ただしわがIBI の場合である)

との［場合構造は ， それ向身で立っていてｾ築 家 はそれ

と無関係に プランを作りエレベ ーν ョンは|二l 由になる 。

柱と皇位は樹木のように立 っていて地や1 i '¥HI :切はその弛1

りを削るバレリ ーナーのようである 。それでいて効米は

あが っ ている 。 ととろが ， わが ｉｊｾ ではそのようにはなか

なかゆかぬ。柱と梁は互につなが っていたがり ，それは

かなり充分な栄 J' f r をとるからである 。 乙の凶の風上がそ

うさせるのであるからだ。構造から Ht13であ ったとすれ

ば，する程経済的負荷は大きくなる 。従 って構造と密接

に結ぼれれば、経済的には合理的になるがそれだけプラ

γ やエ レベ ーν ョンは不 1'1白になる ( pつの場合で もそ

うであるとはいえないが) 。在、はいつも乙のよ うなコ ノレ

ピ E ジェの抗原則が，わが111では成立しないという乙と

について ，"、YE，命:ぷのニ与えを IUI きたいと以 っている 。

(Ks)  

施 の 眼工

泌さ誌の施工で見える範凶が， もう少しlムければと思う

こと度々である 。

i l - . J 品目さく前lζ ，その J'. の'1' の級 f- が各{J( のテス

ト』ζ もかかわらずw : ってみると，そんなはずではなかっ

たという乙とがまま 起 る。アイソト ープやテレビの利用

がも っと平易にできて，土の'1' をT IL とるように眺めた

いものだ。

「コンクリ ー トJ ・コンクリ ー トの内湖iは.Q，えなくと

もさ ほど不便ではないが，すl 設 中の表 l偏はぜひ眺めたい

ものである 。見えてさえいれば乙んな 欠点は残さないで

すんだものをと思 うζ とが多いが，プラスチ ックのよう

なj MJ 材料がも っと安価に供給されないものだろうか。

「鉄」 最近H I (. 総按椛ii !i がl¥Y/ }J II しつつあるが，複利

なj，I'J . i i J の脱政深部の点検は f のつけようがない， したが

3 て 'Hliij のテストや作業代 J:J H乙多 くの 1111与と/，¥心が仏わ

れている ζ れも眺めたいもののひと つであ る。

( S  1)  
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( 本号と 玖; 号は上 Je執都台 IC担 当 しても らいます)

建

ヨ会E

ヲ己 住 宅

近頃の住宅地には辿光住宅が日につく 。 12- 3 Tドから

3- 4 0坪程度，木造から将 位鉄付 ，鉄筋コンクリ ー ト，ま

た木造でもや っと 3 寸あるなしのものから ，総絵のすべ

て柾とい ったものまで ，規模の大小 ，f' ，'J.l[ーの上ー卜綴々で

ある 。 なかにはｾ築 Ｇぷ の適切な 柿 民で 好 ましいものもあ

るが，大三rは見せかけだけのt t [ ，ia ; なもの。そうでなけれ

ばぐ っと高価で‘ 浄化糟を持つ水洗佼所，浴室ν べ'ワ ー，

台所，洗面所 K 給湯し ，換気扉，ステ Y レスの i戒し調) ' J l

台，おまけにドア ーホー γ まで設備はイ・分だが，高価な

材料を所きらわず並べたてた過剰な装飾 ，来して安らぎ

が求められるのかと思うのが多い。今日誌: 建設者が発表し

た 「住宅建設 10カ年計画」によると来年度より 旬年 100

万戸Ｇ建設の Ｑ Ｉ ｾＶＰ 刀下 Ｑ が ｝ＮＮＨ ｉｉ Ｎ ｜ｊ の Ｑ ＧＱブｈＮｴ設となるか ら ，今 ｩ ｬ ・

の7096 もJ '. .id3の傾 li ，j のものが泊える 肋kとになる n ＱＱ Ｂｪｾの

イi:宅待設の今はi ' l よりも ldとはいいなが ら，ｾ ｉｾ してＡ 卜 ιｩ ｩ｜

な姿にあるのか，なん らかの11 つ F はなし、かと :おずるの

は杷援であろうか。 ( Kv)



関 電 ビ ル の 設 備 工 事 に つ い て

1. は し カ3 き

関西電力では Ｎ 従来の 本 庖が狭 ｾ

になったのと， 支庖支社の一部を 1

ヵ所! ( 集め，サービスと 事務能率の

向上を計るため，本年 5 月大阪市北

区中之島の関電 ピル』ζ 移転した。乙

のピ J レの概要は，次の通りである。

敷地面積 4. 737m
2  

建築面積 3.091m
2  

建築延面積 36. 826m
2  

階数 地 下 3
階，地上12階，塔屋

4 階

高さ 基日主底面 G. Lー12 .4m

軒高 G. L+ 45m 

塔屋頂部 G.L+ 57m 

清 フK 寿 栄 次

すると

1. 建築関係

O.  地上 45mの高層ピ J レとし，周

聞に相当広い空間をとり，環境

と交通の面との協調を考慮した

b. コアシステムを採り， 四周 lζ

明るい部屋を配列した。

C .  建物の沈下を防ぐ ため，長さ

16m，直径60cmの鋼板製内部コ

ンクリ ー ト充填圧入杭 513 本を

基礎底鍵下 lζ 施設した。

d  外観と機能の面から，相当深

く厚い庇をつけた。

e.  外装 IL特殊加工のダークグレ

ーのアルミリプ板を使用した。

f.  サッ シlζ アル ミを全般的 lζ 使

用した。

7 イクロタワ尖端 G .L + 90m 2.  設備関係

乙のビ J レには，一般事務室のほか 。. 空調設備として，蓄熱式ヒ ー

に，次のような特殊室がある。 トポンプ方式をとった。

地下 1 階， 2 階 関電ホ ール( 客 b.  給排水衛生設備としては，年

席433) 中温湯および飲料用冷水を供給

地下 2 階， 3 階 社 員 食 堂 ( 460 できるようにし，乙れに深夜間

府) および談話室 電力を利用できるようにした。

1 階 サービスル ーム (PR室) また消火設備としてス プ リンク

2 階， 3 階関電会館( 小会議室 ラーおよび C O2 消火設備を完備

グリ J け した。

? 階
1. B. M 計算機室 C .  エレベーターは，全自動群管

12階 中央給電指令所，中央通 理発事間隔自動調整方式と し，

信機械所 光電戸締装置を併用した。

乙のピ J レは近代的事務所ビノレとし d.  電気設備は 440Vj 254V 方式を

て，な るべくざん新なものとするた 採用した。また照明 lζ も，十分

め，建築および設備の函で極々工夫 注意 した。

されているが，その主なも のを列記 などである。

3.  設備工事に対する考え方

次のよう な考え方が基調となっ て

いる。

O.  なるべ く，ざん新なものを採

り入れる。しかし，合理性と ，

経済性は十分検討する。

b.  環境を良好にし，事務能率の

向上を計る。

C.  各設備間および建物とのパラ

ンス をとる ようにする。

以下，各設備毎K 設計方針および

設備概要を記載する。

2. 空 調 設 備

1. 方 針

。. 年中空気調節を行なう。 中間

期も十分な機械換気をし，窓を

あけず，外部からの騒音と挨の

侵入を防ぐ。

b.  蓄熱式ヒ ー トポン プ方式を採

用する。熱Wi lとして地下水を使

用するが，将来の澗j g，ζ 備え，

冷却塔およびボイラを設置可能

なよう，建築 および機器の設計

を考える。

また井7 . k の使用節約の方法を考

える。

c  空気の清浄化のため，十分な

t長座装置をつけ る。

d.  ゾーンコントロー ルおよびー

部の個室調整をする。湿度調整

31 



ｉ ｬＡｩ ｱ ｧｾ ｭＺ＠ 1 開 |J M時ム湿想皮 |ゐ

卜 事 蕗 ご|r二吾妄円否FF』伺子引|汗日寸ず|庁寸胡i子

B M計算機械室円5. 61つ8.3 1  50  1  20 庁 78 円 「

信機械室ロ5 : 61-1
司

1 7円 「 つ 司 づ 「

茸1 2 表( イ) 熱 負 荷 お よ び そ の 分 析 単位 1. ∞OKcal(
時

一般殉室等 |通信，給促機械室
1

1 B. M 計算機妥 | 計

夏 lPl 2，527 

1  

221 

1  

47 

1  

2，795  

- 7
つF 1

2，846 

1  

-97 - 1  
37

づ 瓦一

第 2 表( ロ ) Ｓ ｾ ＱＱ 階 事局窓系統 の 分析 5話

I!哲三也旦|隙
IIE
早恒堅|竺!削 1

Ａ則 明ｼ 加湿 ｉ ｾ 討雲 ｼ

三 ｟｟Ａ｟ ｉ ｾ 土 ｉ｟ ｾ ｉ 6.15 1  29 .7  

1

五 日 了I- --I Ｑ Ｒ Ｎ Ｑ ＭＱ ｾ＠

jPI 

1  

338 

1  

6  

1 一 戸
- I -- Iて一円7

円
7 戸 函福一

は，手動とする。通信，給電，

I.B.Mは， 自動視湿度調節とする

e  機械の巡転告IJ 街lは， 極力遠隔

自動制御方式とする。

f. 空気ダクトお よび，吹出口の

騒音をなるべ く低減する。

g. 冷凍機の最大容量は 440V
を

使用電圧とするため，30 0 K WIC  

止める。

以上の方針のうち， と くに問題に

なるのは，地下水を熱源と するヒ ー

トポンプ方式である。まず地下水使

用については，計画当 初 ( 昭 和 31

年) は，今日ほど大きな問題でなか

った乙とと ，その永続性1 c について

は，関係業者より相当長期にわた り

保持でき るとの意見が具申 されたし

また経済性の問題は，電力単価を通

ｾ＿ｾ Ｎの 料金並 ｴ｣ し で も ，蓄熱槽の併用

などにより ，従来方式に比し，必ず

しも高く な らぬ結果が出たためであ

る。

2.  設計条件および計画

。
空気状態の基準 第 1表のとお

り

b  その他の主要な条件

イ， ビJ レ人口 約3 ，000人

32 

ロ，電灯負荷 24W /m2 とし 50 

9ぢ点灯

ハ，窓硝子 アンチサンガ、ラス

6m/m - 8m/m 

ニ，新鮮空気取入丑 30
96以上，

中間期 100
96

ホ，井水温 度 年中
18

0

C

以上の条件より計算した熱負荷お

よびその分類は 第 2表 の よ う に な

る。

乙の熱負荷1 c 対し，冷凍機の設備

容量の決定には冷凍機の最大容量，

蓄熱梢の容積，第
1

次空調( 予冷ま

たは予熱) の程度が関連し， さらに

設備の綜合的経済性を考えねばな ら

ぬ。当ビノレで't ; l : ，外気処理負荷を，

蓄熱糟でもつ乙とにし，蓄熱運転の

1時間を 5 11寺間程度，蓄熱械の容積を

1  ， ＲＰＰｾ Ｑ＠ ，400 t 程度とする乙 とな ど

より考え，これに，特殊熱f .J. 荷系統

の分割も考慮lζ 入れ，後掲のような

冷凍機設備とした。

度上昇を防ぐよう補給する ように な

る。なおさらに雑用水も，コンデンサ

排水を利用している。設計による最

大井水使用量は，夏期約
1，400m

3

/
日

冬期3，100m
3

! 日，最大使用丑は夏期

約
100m

3

!時，冬期 220m
3

!時となって

いる。実際は，井水温度がやや高い

こともあり ，現在は乙の数値より ，

多量』
ζ

なっている。

c. 運転の基準

イ，塔屋 3 階および
4 階に設備 し

た l 次処理装置で処理さ れた空

気を，各階の第 2 次空調器で，

再処理する。

ロ， 第 I 次処理は，蓄熱税liの冷温

水を，第
2 次処理は冷凍機迩 転

による冷温水を使用する。

ハ， 基準階は，東西南北の
4 ゾー

ン』ζ
分け，各々 1 コずつの空調

器で自動温度調穫を行なう。

ニ，蓄熱運転は， なるべ く
off 

問。k
時l乙行なう。

3.  設備の概要 第 1図および第 2

図参照

' 1
系 統

。 1 - 1 1 階 一 般 事 務 室

b. 12階および 9 階 中央給電指

令所，通信機械所系統およ

び
I.B.M 系統

c. 2 階
3 階北側， 関電会館

d  地 1 階 郵便局， 完応系統

e.  地
2 階 関電ホ ーノレ系統

f  地 2 階 管理事務室系統

g. t也
3 階 食堂系統

2  冷凍機 第 3表のとおりである

冷凍機の主たる用途

R"  
R

2 前記 1 の系統の 0，c， d， f  

R3  
e， 9  

b  

s

 

n

k

 

，

 

4

 

n

k

 

なお井水の使用を節減するため， ただし，
R"  

R
2 で

e，9 も供給で

互
j切コンデン サおよび冬期エパポレ きる。なお e ，f は蓄熱将

I[
で，第

1

ータ出口水温が，所定の温 度 (
43

0  次および第 2 次処理ができる。

C または 70 C) IC達するまでは， 乙 3. ポンプ，送風器および空調器

れを封| 出せず，iP過水槽にもどし， 0  ポ ン プ 計 30台
251. 8KW

新しい井l l < と混合使用する乙ととし
b  送 風 機 計 19台 203. 9KW

結局井 Ｗｈｾ ， コンデンサ冷却水の狙 c. 竪型空沼器
45台，



首i 3 表 冷 凍 機 設 備

l  冷 凍 機 | 電 動 機

符 号ｼ定 ｒ Ｎ ｔ ｾ ¥主 位2 4122患い:K wml 氾 v 圧|廻ふ数

1  ¥ 3∞ |  ι 371 ¥ F一川 ギヤー¥30リつ: W- ¥-1. 760

川 3∞ |  ι 371 ¥ 日 |ギヤ ー¥300|  ω  ¥ 1. 760 

τｾ ｜＠ 80  ¥τ5301  F - 113 ¥直 結 ¥ 90 寸了〔五F

ｾ ｜ Ｍ ＴＴ Ｍ ｜Ｍ Ｑ 司 ｆ Ｍ Ｑ Ｒ ¥京工了円了寸J 巳互

" 1  44 I  1. 240  ¥ F ー 12 ¥ v ベ ル ト I  55  ¥ ω  ¥ 1，760  

耳1 1 図 ｾ測系統図

一 ｾ ｜ ｾ一 一

司I 2 図 説 部 階 ダ ヲ ト 配 限 図

33 



第 4 表 一 般 事 浴 室 系 統 除 盛 装 置

形 状 寸 法 mm

布

巾

気 流 方 向 長 き

マ ル チ パ ネ ル m箆 機

形 状 寸 法

高 き

τ921B 

3. 750 

叉川 T915A

茸l 3 図 一 般 司I 務 議 系 統 泊 湿 度 制 御

電動機 119. 7KW， 

スペース ヒー タ 2 5 3 K W 

d.  横型空調器 8 台，スペ ース

ヒータ 6 7 K W 

4. 集重装置

外気および辺気の除塵については

とくにｾを用い，事務室系統は電気

集臨機の前にさらにマルチノマオ、 J レフ

イノレタ ーを置いた。地階および給包

指令室，通信機械室など常時人員の

少い部分K は， 7 ) レチパネルフイ J レ

ターとカッノマーウー J レフイノレターを

併用した。一般事務室系統の集邸機

の仕綴は第 4表のとおりである。

5. 換気段備

とく lζ 法怠したのは，ガレ ージと

34 

厨房である。 ガレージは地下 1 階で

収容台数は約 45 台， 給排気換気と

し， 1時間換気回数は， 10 回以上と

した。

社員食堂厨房の排気は， 1 階地上

1<:. 出るため，オゾン発生装置付脱s ! :

設備を排気孔出口に取付けた。

6.  自動温度調整および湿度調整

一例として，一般事務室系統のも

のを第 3図lζ 示す。温度は各ゾーン

に設けたパイ ロット，サーモスタッ

トにより，三方弁を自動操作せしめ

湿度は各階 1 ヵ所のパイロット湿度

計の指示により ，地下制御室より ，

手働で， ｉ ｾｴ 務加湿，あるいはスペー

ス ヒー タで加熱除湿する。

役員室関係の個室調整は，スペー

ス ヒー タをフ' スタ ーヒー タに使用し

また南側部屋の冬期異常高温K . 対し

ては外気を除堕して吹込む自動操作

もできる。

通信，給電， I. B. M室は， 自動温

湿度調整である。現在までの実績は

室内空気は清澄で，快適との評判を

得ている。

7.  風流騒音の防止

アネモスタットおよびダクトの風

流騒音防止のため

O.  主管風速は， 600 m! 分以内とす

る。

b  各階空調器出口 lζ 消音器を， ま

た! ) J f 所』こ! 妨震 ゴムを， さらにダク

トとの接続部は，キャンパスで絶

縁する。

C.  アネモスタットおよびスリット

吹出口の風速を，各 300m! 分およ

び 167m! 分以下とし，各吹出 口lζ

消音器( プレ ナム ・チャンパー)

をつける。

以上 lこより ，吹出口 の騒音は，

5 0 フォ ン以下と なり， 事務室内騒

音は空調器室前廊下で，平均56 フ

ォン程度と なった。

m 4 図 順 序 起 動 装 は



首i 5 図 ｾ制および 給緋水市 Ｑ 生般 側 グラフイツ Ｙ パネ ル

8.  遠隔 自動制御装置

主冷みI ! 機の起i l l J ) は，手i l l J ) であるが

その他は極力自動化した。給排水衛

生設備を併せ，その主なるものは次

のとおりである。

。 空調関係

イ，冷凍機の出力 ｦｬｾｊ 街 ｪ

ロ， マノレ チノマネルエヤー フイノレタ

の臼勤巡転に加え，フィルタ ・

オイルの 1 日 1 回の 自動P 過装

置迩転

ハ，順序起動装置

当ビ J レは，毎朝起動する電動

機の数は， 13 0 台ほ どあり，乙

の操作の簡略化のため. 第 4図

のように廻転ディスク! こ，マイ

クロスイ ッチを取りつけた一斉

順序起動装置を，グラフイック

パネ J レの哀に取りつけた。これ

により ， 130 台の電動機の起動

は，約 150 秒以内で終る。 第 5

図は，グ ラフイッ クパネルであ

る。

b. 給排水衛生設備関係 った。外径 36c m，厚さ 11 mm の引抜

イ，井7. K ポンプの組合せ自動巡転 鋼管を用い， i深さは 182" " 13 6 m， 

深井戸ポンプ 3 台の常時 2 台 121m.7k中ポンプは拐程65m，揚水量

並列迩転を任訟の組合せで行な 1.9mf分 ，440V， 3 7 K W，直入起動の

わせ ，さらに，井水使用: f i l : l ζ 応 ものである。井水は， 気|底， 沈砂

じて 2 台のうち 1 台を停止， 後，容量2 ，700。ザ/ 日の 2 基の急速F

起!日J させる。 ii l ! J 器を経て， f - ' 過水槽lζ 入る。また

ロ，各種水槽，水位のl f ，IJil成/ . K自動 自動硫酸奇襲土泌下装置を附加した。

省報およびポンプの自動停止起

動

ハ，給湯用電気ポイラの出口温度 2.  給湯および給冷水

ｋ よる出力 ｡ｾｊ 街｝ イ，給 i!J i  

ニ，欽用冷水用冷凍機の自動運転 給湯の熱源としてガス ，ヒ ートポ

などで，命IJ 御電源は， A. C 100V と ンプ，太陽熱および電気あるいは，

した。 乙れらの一部併用など数種の方式を

比較検討の結梨，電気による乙とと

し，さらに実質的に 低 旅 と な る よ

う，深夜篭力を極力利用するように

した。すなわち，2 0 K W， 440V の封

入型電熱器 3 本を持つポイラ 2 廷を

おき ，各々 8 t の貯湯糟を備え，深

夜間電力約 5 時 間 で 60

0

C ぐらい

の視湯を作り ，翌日は，昼間加熱せ

備設生衛水

L

ド

「

材

相

日給

内

ペ

U

1  さく 泉および井水処理

113m
3

f時 ( 15 ，000 石/ 口) のさく

泉を， 32年 6 月工事若手と同時lζ 掘
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ず使用するもので 4 階以下と 5 階

以上 lζ 系統を分けた。 上部は完全に

深夜電力のみでよいが，下部は厨房

が大量使用するため，昼間補熱を要

する。なお電極は， 3 段階で動作し

自動温度調整する。

なお，塔屋頂部lζ ，アルミパネ j レ

による太陽熱受熱装置を設け，市水

を強制循環し給湯給水 l ζ 利用する ζ

とを検討した。夏期は手洗用混湯

( 45

C

C  ) をほとんど自給でき，一

年を通じて，採算が採れる見込みが

立ったが，高所の受熱板の保守なと・

問題があるので，将来設置できるよ

う基礎のみが造られた。

また，各階 2 ヵ所の湯沸拐には，サ

ーモスタット付 20 eの電気湯沸器が

ある。

ロ，冷水供給

従来のような，夏期の氷水供給を

やめ，冷水 ( 6 _ 7

0

C ) の供給をす

るとととし J苓屋内』乙 9 .3R. T，7. 5 

K W の冷凍機，6. 5m
3

の 18. 8Cr 製

タンクをおき ，硝子綿絶縁の銅パイ

プで各階湯沸場その他へ供給してい

る。

3.  消火設備

乙のビノレの天安| 下地lこは，軽量鉄

骨を用いるなど，なるべく防火上の

考慮を用いられているが，なお次の

ような施設がある。

。 火災感知器は 8 階までの主とし

て， 共用部』ζ 感知器を分散し 9

1格以上 および関電ホ ーノレには，ス

プ リンクラーを配置した。

b. 12階通信給電機械室は，精密電

気機器があり冠水を嫌うので，

C O
2 消火装置を設けた。 50kg 入ボ

ンベ23本を備え，最大容積部屋で

30.96以上の濃度が，保証されてい

る。

c  地 f 3 1結受電用主要変圧器( 泊l

入) に対しでも C O2 自動消火装

置がある。ボンベは30kg入 6 本。
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備設夕
べレエ

a

n守

1  . 方 針

o. 専用ビノレで， 出iV. 1I 寺のピ ー クに

は 5 分聞に約30.96が集中する か

ら，この輸送に万全を期する。ビ

J レ人 口は， 当初約 1，900人。

b  迩転手なし，全自動運転を原員Ij

とし，必喜t，ζ 応じ て， 運転手付と

する。

c. 3 - 4 台の務管理運転をし，最も

能率のよい迩転が保持できるよう

にする。

d.  illi 転手なしを主体とするので，

来客』乙不安を与えぬよう十分な安

全装置をつけ，また操作のしやす

いものとする。

2.  設備概要

o. 客 用 直 流 ギ ヤ レ ス

南側 17人乗，1， 130<g， 

150mj 分 4 台

北(JlI I 17人采， 1， 130kg， 

150mj 分 3 台

(  1 台増設できるようゾャフトを

設けている)

b  人 貨 用 交 流 2 段速度

中央 27人釆， 1，800kg， 

45mj 分 1 台

3.  運転方式

イ ， 客 用

「全! とl到Ul 洋管理発車間隔自動調

整」方式ともいうべきもので，その

概要は次のとおりである。

l  迩転系統 ( Troff ic Pottern) を

次のようにわけ，選択要素とし

ては乗客数，逆転方向，運転l時

間 I呼の継続，他機との関係を

検出し，乙れらを分析統合し，

最適のパターンを自動的に選択

指令するもので，乙の機構の中

lζ は ， 重 力 式 秤 量 ， 電 子 頭 脳

( 電子管あるいは，電話用リレ

ｾ Ｖ 図 エレベータ i車方操作監混盤

一〉を組入れている。

イ， 甚だしい昇りピ ーク

( Inte1se  up 問 北)

ロ，FI りピ ーク ( Up peak)  

ハ 一時的混雑て昇ーり答: が多い

( Heコvy up)  

ニ， 降りピーク ( Down peコk)

ホ，ー11寺的混雑で降り客が多い

( Heovy down)  

へ，平常時 ( Bol onced troffic)  

ト，附散時 ( In↑ermj t ↑ent troffic)  

11 上記イ 0 ，ニのパタ ーンで

は，自動的に 1- 2 台づつの上層階

行と下回階行l己分け，輸送能力をあ

げる。とくにイの湯合の分割は，当

ヒソレで初めて採用したもので. 極め

て良好な結果を得ている。

ii i 特殊 IlH1Jn装置

イ 光電戸締装置

エレベーターの入口福(丈 85  cm 

で比較的せまいので， JJil K は Sof ty

e::l ge がついているが，なお安全を期

し，以前j兄の閉鎖速度を早くし運転

能率をあげるため，光電管を利用し

カコF 入口! こ設け， 乗 客 が 光 線 を遮

断 している聞は，絶対に扉は締らぬ

し，fJf JJ J i l 途中でも反転開扉するもの



一 二欠
ー 次

〈
中 性 綴

第 7 図 440V/254V 配 信 方 式

で，使用実忠良は良好である。

ロ，専周辺転，j ; 也階または屋上混

雑H寺のパタ ーン切替

特殊の目的や，場合 lζ 乙れ lζ 適合

できるよう基準階の切替など特殊の

装置を附加した。

へ 遠 方 操 作 監 視 悠

パタ ーンの状況や，その手!WJ切換

は 1階エレベ ータ脇 1( ，ある巡転管

理継で行なうが，当ピ J レでは，乙れ

を極力的索化し， 代りに地下 3階綜

合制御室1 ( ，遠方操作監視盤を設け

た 。 ( 第 6図〉乙れは故障状態の検

知， カコ示内との連絡，平常電源が停

fg したとき ，約 2 分後1 ( 切換わる非

常電源によっ て 1 台ずつ誘導運転

する装置 Cor Posi ti on Indi cotor など

が備えられている。乙れもわが国最

初の試みである。

4.  運転実績

迩転開始後ビノレの特性1 ( 応じて 2

- 3 の改良を行ない，また，本格的

な交通調査も行なった。現在では事

故も少く平均待時間も ，南側 4 台，

北側 3 台巡転でいずれも 3 0秒前後で

ある。な お，当ビノレでは， 1 階以外

の Cor Posi tion Indi cot or を省略した

が，今 後 乙 の 方 法 を 採 用 す る 場 合

は，平均待時間3 0秒台のサ ー ビスが

なければ， 心理的な感覚 もあり ，問

題が生ずるおそれがある。また今後

自動のエレベータ一計画上注怠すべ

き乙とは

。 出勤時の最大ピークに対応する

台数のみならず乙の台数で. 平;常

時各階間交通が円前。( C . 行なわれる

か検討する乙と。

b  ピJ レの高層化は予想l以上に影響

があるととを考え lζ 入れること 。

c. エ レベ ータはなるべく中央集中

設置を計る乙と。

d. 各エレベータの階床数は，なる

べく統一する ζ と。

e  実際使用開始後，ある程度の変

更ができるよう設備に考慮を払っ

ておく ζ と。

5. 電 気 設 備

1  .  方針および特徴

o.  活用密度が相当高いので (  110 

V A/ m包〕 なるべ く高い電圧を用 い

る。

b.  使用電圧階級をなるべ く少な く

する。

c  配線はパスダク トなどを採用し

工事の簡素化を計る。

d， な るべ く，不燃性のものを使用

する。

e. 照明は効率的であるとともに，

新しいも のを加える 。

以上の方針に基き設計をしたが，

特徴の最大のものは. 440V / 254V 配

国方式の採用である。これは第 7図

のように，受fE変圧器の 2 次flll lを，

440Vの中性点直接々地 3 相 4 線式と

するものであるが，乙の方式採用の

理由は

o. 設fi Ni が簡単になる。

b. 電動機関係の白用が節約できる

c.  電気室がせまく てよし、。( 従来

方式の約6096)

d  電力損失およ び電圧降下が少い

などで，高居大ピ J レに なるほどその

利益が多いので，今後次第に採用さ

れる気運にある。

2.  設備概要

。. 変電設備

第 8図は変電設備の単線結・線図で

ある。

主要変圧器 3相油入計冷式 1 ，500

K V A 3台

コンクリートキュビ クノレ内に収め

風冷装置およびC O2 自動消火笈置を

併置。

b. 幹線

通信専用線を除き，他は全部パス

ダクト使用。

電灯幹線 2 回線， 3 相 4 線式

1  ，OOOA - 5 0 0 A  

動力幹線 Ｔ 回線 Ｓ 相 Ｓ おｾ式

1  ，OOOA - 5 0 0 A  

合計延長は400mである。

c.  分岐回路

イ，電灯およびコンセント

電灯は，一般事務室は. 1:]1相 2 線

式 254V，共用部分や， 白熱灯使用部

分は単相 2 k; 泉式 100V とした。

コンセントは，フロアダ クト と，

柱取付を併用した。フロアダクトは

スラ プの厚さが，浮いので. 特殊の

かまぼ乙型のものを製作し，電話用

配線と併せて，その使用品は，約

8 ，OOOm である。

254V 電灯回路の点滅には. リモ

コンスイッチを使用した。

ロ，動力

電動機は，厨房 など特殊の部分を

除き ，主冷凍機用の3 0 0 K Wまでも，

37 



第 8 図 変 m 設 備 111 線 結 線 図

すべて440V を使用した。 440V 電動

機は，3KV あるいは6KV 電動機lζ 比

べ，相当大容量まで価格も1 l " a く，取

扱いもnii 1'l 1である。

C .  照明

一般事務室の照度は，最終 400 /レ

ックスとし，器具は，40 W 3 灯ア

タリライトカバー付のものを使用し

た。基準階 1 小聞に乙の器具を 4 速

2 列配置としている。

その他廊下，階段，ホーノレなどは

一般事務室を蕊準とし，ノてランスの

とれた照度を与え，全体として，明

るいビ ルと なった。なお，社員食堂

の光庭 2 階グリノレの光窓 1 階サ

ービス ルーム小集合室の色天井など
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特殊照明を施 した。

なお電気設備の詳細は，})IHζ 発表

しているω。

6. む す び

使用開始後約 2 ヵ月半，その間次

第に改良を加え，現在ようやく平常

に迩転ができるようになったと乙ろ

で. 種々計画 したことが らが，予期

したように動くかは，乙れからの問

題である。

初め てビ J レの工事lζ 関係して恩う

乙とは，設備工事は，計画からはじ

め，工事中はもちろん，完成後も苦

労の連続で. 数千の人が，快適で能

事よく生活 して もらうために， 今 後

とも設備担当者の費任は，重大だと

いうことである。

よい設備をするためには不断の研

究努力をし，な るべく簡単で確実性

に富んだものを選定採用し，とくに

新しい方式の採用 1( ，は慎重に比較検

討が必要であると思う。

各方面のど協力を感謝するととも

に，今後のど指導をお願いするもの

である。

(賀E者 関 西 電 力K K臨時本自制底辺投担当釜)

注 ( 1 ) オーム岡京135年 3 月号



電 通 大 阪 支 社 の 冷 暖 房 計 画 に つ い て

柳

石

中

町

黒

砂 ｭ 通大阪支社Ａま丹下世ｾ三計画 研 究室の設 ｊ 十 ｬζ よっ て特

異な風貌を中之j誌の- 11JIζ 現わしたのでありますが，そ

の内部の設備に関しましでも大変変った計画が施されて

いるのであります。

その中で最も特1 1 ' ' ; : すべきものとしては柳町政之助氏の

設計になる特殊なヒ ー トポンプ設備があります。 ヒー ト

ポンプは冷凍機のみで冷却な らびに加熱を同時に行なえ

る装置として大変便利に利用できる乙とは周知の乙とで

ありますが. 柳町政之助氏はヒ ー トポンプの礼讃者の立

場として 今まで白井水の熱源l乙よらなければ常識的には

成立しなかったヒ ー トポンプを，夏冬共空気より熱i f i i ( を

取る乙と !Cよって巡転し，井水の渇水な らびに井水の汲

Ｑｾ げ困難などの原因による ヒート ポンプ設備不可能とい

う乙とから脱却したのであります。

アメリカではヨ ークなどの会社によ って近来すでに -

15

0

C 位の極寒地でも ヒート ポンプがエ アーソースによ

り行なわれており，日木のように温帯地方であり，冬で

も大した寒冷気候でないというよう なと乙ろでは大変利

用しやすい装置といわなければな らないのであります。

乙れを名付け空気熱源式 ヒート ポンプまたは エヤー ソ

ースヒ ー トポンプといい，乙の頃三菱電機のパッケ ージ

などにも現われ. またその他の小業者等で実験的l乙施行

されているものも ありま すが，柳町氏は東京の不二電化

ビノレと組問の NH K 放送会館のl凌冷房をこの方式でやら

れ，その他広島の NH K 放送局も目下乙の方法により工

事中でありますが. すべて巡った方法で設計されてお

り，すでに運転の段附になっているようであります。

砂電通大阪支社においてはその三番目位の作品であり ，

これも大変面白い構似のもとにヒ ー トポンプサイク J レが

組まれているのであります。ヒ ー トポン プを使うと ，同

H寺に低熱源、高熱源、がfS られて，これを同時に蓄熱すると

スタジオ，厨尻ーその他沢山の熱を放出するような機械室

等の冷房をやりながら，その他の事務所階を暖房できる

という面向い乙とができるのであります。こ乙では， 化

政 之 助

郎

猛
:究

キサ

粧室の封|気熱を利用 して お湯を沸かすヒート ポンプ式給

湯装置があ り， 30]p程の冷凍機が据付けてあります。乙

の装置は後に給湯を行ないなが ら必要な箇所を同時に冷

房するという サイクルに切替えたのでありますが，建築

にとり入れら れた ヒー トポンプの使い方として大へん興

味ある事だ と思うのであります。

なお，主 ヒート ポンプにおいても このよう な方法をと

ってスタジオ などの不定期な冷暖房を同時に適宜行なえ

るように考えたならば，一庖有効な面白い計画に なった

のでありま すが， 本工事11 6 階までの事務所ピルとして

着工 し途中で 9 階迄の増築が決定 し. 民放級を誇るテレ

ビ，ラジオ ，ポー トの綜合スタジ オな どが設計さ れた時

には根本的な計画変更が許さ れず，大へん残念でありま

した。

それでは，当初柳町氏の 6 階事務所 としてのエヤーソ

ー ス ヒートポン プ サ イクルに対 す る オリ ジ ナ ｊ レの ｾｽ ｉ ・ ｩ 図書

により ，その具体的設計概念と 数値等を覗いて見る乙と

にいた します。

まず怨物の名称は電通大阪支社，場所は大阪市北区中

之島，規模は鉄筋鉄'円コンク リー ト地下 2 階地上 6 階延

約 2000 坪ただし将来 9 階まで増築予定とする。本工事

は上記の建物の各階中央部分を占める各室( 主として事

務室 6 階は将来: 主事務室と して使用するが，当分は会

議室，集会室と して使用) IC対する l段冷房，換気および

各階化粧室，地 1 階の厨房，地 2 階の機械室の封| 気を行

なう装置と建物各階化粧室内の洗面器に給湯する混水の

加熱装置とを設備するのである。

ζ のように 6 階までの簡単な事務所として計画が始め

られたのであります。

砂次lζ 工事の概要を見ますと本工事の暖冷房装置に関し

ては，東西両側の階段室 lζ 接して作られた空気収入シャ

フトの下方Iζ 第一次空気処理装置として空気洗機器を設

け，屋上南側東西両端シャフト上部にある空気取入口よ

り専用送風機により空気P過器を通じて取入れた屋外空
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気と，各階階段下り口の flll)iliiK- 設けられた戻り空気入口

より P 過器を通じて取入れた室内空気とを混合して，上

記の空気洗機器により洗曲集浄化し，乙れを南侃1) と北側と

の二つのゾーン IC分け，各ゾーン専用の送風機によっ て

各階別の第 2 次空気調和器 lζ 送り ， 乙乙 K おいてヒ ータ

ークーラー により適温度に調ffii して室内に送風する。

第二次空気調和機は北側 2 ケ所南側 2 ケ所の 4 組に分

割され，各組に対して専用の冷温水循環ポンプを設置

し，乙れに蓄熱松l よりの冷温水を供給するために，本装

置においてはまづ大きく南北の二つの‘ ノ。ーンの温度調節

が完全 lζ 行ない得る ζ とと，次lζ 各|猪毎の空調器を有す

るため各階の使用目的K 応じて予め調節を行なう乙とが

できるようにする。ただし 6 階の会議室K 対しては別に

単独の専用空気調和器を室の西南隅 IC設置し，必要に応

じて乙れを巡転するものとする。

乙れは増築後 ? 階の大会議室用として上にあ げられた

わけでありますが，会議室の負荷は人数により変動し，

ピー クの場合はスタジオ系統 IC特設した冷房系統をいつ

でも巡転して冷房できるようにもしたのであります。取

入外気畳 IC相当する空気量の大半は各階の化粧室を通じ

排気シャフトにより，第 2 地| 結束南隅 lζ 設置した給湯用

冷凍機を経て排気機により再び月IJ の排気シャフトを通っ

て屋外K 排出されるのである。乙の回収熱によっ て全館

洗面所の給湯が確保される。本l凌冷房換気装置は全く同

ーの機器，すなわち冷凍機による，暖房用の給熱冷房用

の冷却を行なわせるヒ ート ポンプ方式により ，その熱源

としてあるいは熱の捨て場として井水の利用によらず，

すべてを外気に依存したもので，屋上 に設けたエパポレ

ーティプコンデンサー兼エバポレーターで，冬は外気を

冷却して熱を吸収し，夏は空気を加熱して放熱する。従

って井水使用の ヒート ポンプ方式 IC比較して将来 lζ 対す

る減水断水などの不安が全く解消されるのである。

なお本装置は第 2 地階床下の空間を利用して蓄熱水槽

として，いづれも時間的に変動の多い消' l ' t 冷熱量と，乙

れに追従して発生さ せる冷熱E との消長を円滑平均化し

て， ヒート ポンプの運転を容易にかつ安全 K し，なおヒ

ートポン プの設備容B を軽減するための蓄熱迩転方式を

採用したのであります。

なお ζ の場合 IC低熱源と高熱i l J i ( を同時K 蓄熱するとい

うような方法をとって，あとに出て来た，スタジオとか

冬期においても冷房を要求するような部屋を同時 lζ 冷凍

機一台だけのカで冷房するというような乙とができるの

が望ましかったのでありますが，乙の計画として蓄熱は

単一蓄熱 lζ 終ったのであります。

給湯の加熱装置もヒートポンプ方式によって熱源はすべ

て上述の排気から回収熱をもって充当し， ヒート ポンプ

運転の動力以外にはなん ら燃料を必要とせず，電気さ え

あれば給湯もでき ，冷房もでき ，I夜房もできる 乙とにな
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るのであります。

x  x  ×  ×  

砂乙のようにしてその設計の概念は立て られたわけであ

りますが，次に本l夜冷房換気設備の設計器準を数字的に

計図書 lζ よってながめて見る乙とにします。

それによると大体第 1 表のようであります。

m 1 表

|乾球。F細 I混制。F 度 |関係%湿度 IJ熱T Uj 封沿J!l: 

設 計 外 気 状 怨

夏 95 80 52 42. 5 

タζ
30 25 50 9. 0 

設 計 室 内 状 餓

夏 78 68 60 30. 0 

冬 70 40 23. 5 

それに在室者予定数として，一般事務室は 1坪IC1?" ，

6 階会議室は約 200 名人員が収容できる。 また機械室電

気室は一般事務室よりは5

0

F 内外高く設;; 1されており，

一般事務室の使用11寺聞は 8 - 9 11寺聞としております。

乙のような条件で;rl.t' : Lの結果，本装置のピークロード

は互期 165 (US) 冷凍トン，冬期は昇iffit 時間として 259o

の余裕を含み，165 冷凍トンにして実際設置するヒ ー ト

ポンプの能力は夏期 108 トン， 冬期72 トン 150馬力とし，

別に液冷媒を予冷するためのヒートポン プとして夏期21

トン冬期 18 トン 20馬力のものを泣いております。蓄熱苔

冷水槽の容量は約 500 トンつまり 500立方米として ヒー ト

ポンプの一日の巡転H寺間を夏期段大で約 14時間冬期長大

で約 16. 5時間と計!:f. されております。

また給協力日熱装置の能力は給湯量を 1人 1 日当り 10C，

1，200 人分として，1 日12 トン 45

0

F の市水を 120
0

F まで

加熱し得る装置と して設計されております。

また将来 9 階まで増築の場合に対する考慮として，蓄

熱筈冷水槽 500 トンというものを取った場合は充分に余

裕があるので，運転1時間を2 0 - .24時間 lζ 延長する乙とに

よって賄なうことができるけれども， ヒート ポンプを酷

使する乙とになるから予備としてコンプレッサ ーユニ ッ

ト75馬力一台を，空気調和設備および冷温水供給設備を

増設すると同時に据付けられるようにスペ ースを考えた

わけであります。

と乙ろが結局 91椅までの事務所であるという考えがひ

っくりかえりまして，スタジオとか大会議室とか特殊な

部屋ができたので， ヒートポン プは75l P 2 台ならび IC液

冷媒冷却用冷凍機 20 l P 1台をそのままにして，7 8 階

のスタジオを冷房するためのタ ーボ冷凍機50 トンを屋上

に別 lζ 設置し，冬でも夏でもライトによる大きな取得熱

査を冷房する乙と ができるようにしたのであります。

次 lζ 各機械毎にその具体的なものをならべて見ますと



まづ第ーに主冷凍機は F- 12を使用した普通の高述多気

筒型に して， ヒー トポン プと して股冷房両用 に供し，か

っ両期間共蓄熱迩転をするための主として フJ レロ ードで

比較的長時間の迩転にたえ，振動騒音と もに静かに illi 転

し，75} p 2 台で下記のような性能を発揮するに充分な能

力と安全とを有しているものというととに なっておりま

す。

その性能は第 2表のごときものであります。

m 2 表

| 畷別転| 冷房迎転 1

凝 紘 部 皮
。F

120 !08 

蒸 発 淑 皮

。F
10 32 

液冷鉱冷却温度
。F

60 60 

必要なる冷凍官官カエパポ

72 lω 

レークー側11:)nて US トン

乙の液冷媒の冷却される 60

0

F というものは， I夜房期

lζ 地 2 階にあるコンデン サー において生じた温液を，屋

上のエパポ レーターまで送波 しなければな らない 乙とに

より起っ て くるもので，地 2 階より屋上のエパポレ ー タ

ーま でが約50m あり ， 乙れを コンデンサー に生じた液冷

媒そのままで送波しますと ，fl皮がむ中を上昇する H寺飽和

液であるためフラッシュガスを生じ屋上まで上らないと

いう乙とになるわけで，乙のためには屋上のエパポレ ー

ターまで飽和波が到達するよ うに， コンデンサーを /1¥t.こ

と乙ろですぐに50m の液柱に相当する加圧をしてやらね

ばならないのであります。

この加圧もすぐに コンデンサ ーに通じた液冷媒をポン

プにかけますと大変高い圧力になり， F- 12 の使用規格

以上になりますので， まづ一度乙の液冷媒を冷却減圧し

て自己冷却をな さしめ， 乙の過冷却液をブースターポン

フ。で加圧して屋上まで持っ ていくわけであります。それ

を冷却する場合 [ζ 自己冷却を使っていますが， 乙れはコ

ンデンサ ーの被冷媒のまま間接的に過冷却してやっても

いいわけでありまして，このよ うにすればブ ースタ ーポ

ンプなしで屋上まで上 るのですが， 乙の場合冷媒対冷媒

の大変効率の怒い大きな熱交換器を置かねばならないの

で，金額的からい って もスペ ースからいっても非常I C . 損

になるので， 自己冷却を採用しているのであります。

その時に使用される冷凍機の性能としましては第 3表

のようになっています。

乙の冷凍機と一緒! ( フラッシュドラムを設けドラム に

はフロ ート コントロー ル弁をつけ， 乙のフラッシュドラ

ムlζ 膨張する乙とによって自 己冷却され気液分降 して気

体だけが20l: P の冷凍機にサク ションされて，主冷凍機と

同じ高圧側 lζ 巡り ，分離された液は60

C

Fとなって， ζ れ

をブ ースターポンプにサクションさ せて屋上までポンプ

首i 3 表

凝 縮 鼠 度 。F

蒸 発 組 度 。F

冷 却 飽 カ 毎 時B T U

旬 動 機 応 力

108 

60 

250.。ω

20 

アッ プすればフラッ シュもな いことに なり ます。また巾

凍機にはサクションガスとデスチャ ージガスと の熱交換

器をつけて， 毎|時約 1000BTU の熱交換をさせていま す。

次 ｬζ 地下 Ｒ 階 ［ζ 据付けた コ ンデンサ Ｍ ｾ ｲ ｴ エバポレ ータ

ーでありますが，本機は次のごとき性能を有するシェル

エンドチュープ， ドライエキ スパンション型で. その形

状， 構造，仕i微などは大体米国パタ ーソンケリ一 会社の

製品 lζ 準じシ ェルの直径26吋全長220吋伝熱面積 154m'。

エパポレ ーターとして使用の場合は フラッ シュ ドラムと

液循環ポンプおよびフロ ー ト会とを備えたフラデット式

として使い， コンデンサ ーの窃合には乙れにパ イパスお

よびバイパス穿をつけて使う乙とになっています。この

とき使用される波冷媒循環ポン フ。は送波f i J : 11j:分400C， :t易

波高さ 6 m，2 IP ですが， 乙のように冷媒ポンフによっ

てクーラ ーの中を強制的に冷燥を術環させて気液分雌を

行ない，分離されたガスのみをサクションして持ってい

き，被は再び循環ポンプによってク ーラー I( j 申込まれる

という方法は建築設備の冷凍装置としては一寸面向い考

え方では ないかと思います。その性能と しましては 第 4

衰のようになります。

第 4 表

I  (蹴水総冬として ) I  (冷水z総と- してー)  

凝 縮 凶 度
。F

120 

i& 91l 百」皮
。F

32  

循 環 水 量 m 3
j m 2. 5 2. 5  

出入口水温 入ロ 103 42  

出口 106. 5 38 

加熱 1抱力 4ll 時 B T U  
1∞O.∞o  

冷却l 能力毎時 B T U  
I  1. 296. ∞o  

砂次はj呈上のエパポレ ーター宣伝エパポレー ティブコンデ

ンサーでありますが，乙の機械がエヤーソー スヒ ー トポ

ンプの心臓部というよう なもので，乙 れによって冬 lζ 低

温の外気からさらに熱を吸収する。また耳はエパコンと

して働 くという乙とに なるのであり ます。大体その性能

を見ると 第 5衰のように なっていま す。

乙の湯合lζ 佼われた送風機は 5 番の夕、、 フ勺レサ クション

で 22 . 500 cfm.J.i" SP， 151: P  4 台でありま す。 内臓さ れた

ヒー タークーラーのフェ ースエリヤとしては 1台が29. 17

平方l沢，パイプは76" 肉厚 1m/ m の脱般銅ts: でありまし
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|  冬一」 一旦 一

凝 縮 i l A 度

。F
108 

蒸 発 温 度

。F
10 

通 風 訟
C F M 90. 0ω 90.∞o  

撒 水 i立
C F M 32. 4 32 .4  

出入ロ: ! l ! 気状怨 入口混主主鼠l変 25 80 

出口 11 oF  20 87 

自民熱能力毎日寺
B TU  864. ∞o  

放 熱 能 力 毎 時
B T U  I  1. 500.∞o  

て，フィンの板厚は 0 .45mfm のアルミフィンを 1" I乙4

枚として使っています。 fきは 8 列で 1 列が27本管長は 10

フィート，乙れを 6 台組合わせて 1 セットとなっていま

す。乙れにスプレ ーポンプ， スプレ ーノズノレを内臓しポ

ンプは 75mfm，O.  9m
3
f mi n， 13m 5  lP を 2 台， ?i6

'
/ ノズル

を246個もっています。後は一番{ 底部l乙水槽を 1.6mfmの

亜鉛鍍鋼板で使っており，乙の中 lζ デフロス ト用のお湯

を加熱するコイルが131" の銅管で長さ 30m入っています。

それを全部 1体としてまとめたものが屋上に据付られた

のでありまして，大きさとしては，縦 6 m 600， 品目 3 m

300，高さ 5 mの鉄板でかこまれた箱となっており ，最下

部の机か ら外気を吸い込み ヒータ ークーラ ーとエリミネ

ーターを通過してからシロッコファン 4 台によってサク

ションされ，下から上部へ排気される型におかれたので

あります。乙のヒ ータークーラ ーの表面に冬l切に生ずる

箱が一番問題と なるわけであります。

この設計で・は温水をかけることによってデフロ ース ト

させる という解決法を取っておりますが，実際運転して

みましたと乙ろ，乙の結の発生というものが始め考えた

ほどのものでなく，日本のような寒冷地でないと乙ろは

空気熱交換というものが楽に使えるものである乙とがわ

かりました。

ヒー タ ー クーラ ー はやはり地下のエパポレ ー タ Ｍ ｾｦｴ コ

ンデンサ ーと閉じように，エパポレ ーターとして使用す

る時にはフ ラッシ ュ ドラムと液の循環ポンプおよびフロ

ートコントロール弁を備えたフラ デッド式として使う乙

とになっていて， コンデンサーとして使う時は乙れにバ

イパスをつけて使用することになっています。循環用電

動ポン プは送液E 千百;分 400 C 拐波高 6 m， 2 尽力となっ

ております。

大体乙れでヒートポン プの特殊な説明は終ったわけで

すが，これに附随しておかれた冷媒の受液中』は直径 600

mfm の長さ 3. 6m であり，また主冷凍機に ガス放熱交換

器の熱容量 26. 000BTUf Hr のものをつけております。

冬期の液冷媒を屋上l乙揚げるためのブース ターポンプ

は送液晶200Cf mとして50mの水頭 10IP! ζ しております。

乙の冷媒ポンフ。は当初シーノレ ドポン プを使うつもりで
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いろいろ各メ ーカーに当ったのでありますが，結局いま

だ乙れだけ大きい容量のシ ールドポンプ完成がなされて

いなかったために，メカニカル シーんを使った普通のタ

ーピンポンプを冷媒被用として作り使用したに止まった

のでありますが，シ 一Jルレドポンプを使えばもつとシ一 Jルレ

の問題など筒単』にζ 性能の良いものを伎える乙とができた

のではないかと

その他配管廻 りで特殊な乙とは断熱関係係、でありますが

オfモリエチレンのパイプカパ一を 3νツ以下は 131ぺ331"以

上は 2νH として使つており，また乙れにアノレミ箔 lζ 布地

を裏打して，両! 日をポ リエ チレンの防湿加工した rt 100 

- 150mfm のテ ープで千段巻きにまくと いうような相当

高価な保温工事を行なっ ています。またポ リエ チレンの

軟化を防止するために厚さ 6 分のグラスウ ールの保温帯

を鉄管にじかにまきつけた上に，上述の保温施工をして

いる場所もあります。

配管は 2 吋以下は冷凍用脱酸鋼管を使用し，それ以上

は冷凍用の引抜亜鉛鍍鋼管を使用しています。 {市総接手

も屋上までの長いパイプのためにまた温度差も大変激し

いので，ステンレスの堅聞なやれ縮技手を三段使っている

という乙ともなされています。

砂 それ から自動 ｦｬｾ ｪ 禦に面 白い 物が使われているのであり

まして，そ のうち特殊なものを拾ってみますと ，まず地

下の コンデンサ ー兼ク ーラー によっ て蓄熱水槽へ冷却水

を蓄熱する方法でありますが，コンデンサ 一策ク ーラー

を通って冷却または加熱された冷温水がその循環回路! こ

取付けられた自動弁を通り，送水管中ｴｲＮ ｾｈ した Ｗ ｬ＼Ｎ ｩｬｭＮ サ ー

モスタットにより，コンデンサ ーまたは エノイポレ ー ター

の;1:¥入口水温を常に所定の状態l乙保持して，互は 40

0

土

0 . 5

0

F 冬は 105

0

土 1

0

F の状態 lこな らねば蓄熱槽 lζ 落ち

てゆかず，そのまま再び コンデンサ ー兼ク ーラーの入口

へもとるというサイクルを作っているのであります。試

運転に入って結局一番乙乙の水温水: f i J::!Ilj 梨! というものが

初め てのわれわれにとっ ては難しかったので初めから

乙乙へ大誌の水を通 しますと耳はク ーラー のプレッシャ

ーが上 りすさ，冬はコンデンサー として圧力が下り過ぎ

てしまい，乙乙か ら受液糟を通 じてフラッシュエパポレ

ータ ーへ上って行く冷媒の圧力差がくずれてしまうの

で，蓄熱情が正常の状態lζ 蓄熱さ れるまでは，常 lζ 乙乙

のク ーラーコンデンサ ーlζ 導入する水松I と圧力を見張り

ながら，少しずつ通水してか ら正常運転までコントロ ー

ルする乙とが必要なわけです。

また建物の性質上夏冬ともに南北に対するゾーンコン

トロ ールをやっていて，屋上南北の側l乙別々に配置した

日射と気温との影響を感受するウエザ ースタットと ，南

北側の第 2 次空気調機に対する冷温水循環管内 lζ 挿入し

たサ ーモス タッ トと室内気温との共同動作 lζ よっ て，冷

ｩ ｦｦｩＧ ｬ Ｗｬ＼Ｎ の注入品を自 ｾｊ 弁により調節しております 。



結局総合的に夏冬ともに試運転を 1 回ずつわれわれは

経験したのですが，心配 した屋上のエパポレ ーター兼エ

パコンの霜の問題も楽観でき，シーズンが移り変って蓄

熱 IL入る時の冷凍機の細い運転状況というものも一応経

験 し， 大体当初の柳町氏の設計値が各所IL間逃なく出て

きたようでありまして，施工者としては大変嬉しかった

のであります。

砂空気調和の方面におきましでもいろいろ面白いものが

計画されていたのであり ，ダク トはすべてフジ エヤーダ

クトが使われてあります。大変天井高の低いピルでダク

トを入れるべき二重天井が作れないという乙とで，コ ン

クリー トの天井をそのまま柱のきわにハンチのように下

げて，そこにできた三角形の空聞に東から西へ300m(mの

全然サイズを落さないフジ エヤーダク トの直管を入れま

して，その一つのダクトの両端 IC 2 次空調器を 1 台ずつ

つなぎ，両方から同時に送風するという方法が してあり

まして，そのダクト からはすべて50m( mのパンカ ールー

パを 1m ピッチ位 lζ 多く つけているのです。

そして乙のパンカ ーから風速を3000ft 位で送風し，そ

れによって室内の空気をインデユ ースして対流さ せると

モリ工ル揖由 c.こ. mJ 1I たワイワ Jレ

一一- ll 岡 S

- . - ; R 刷 阿

(1i: nI3 苛ぺ7 7- 4-Tt n o禾可 》

いう方法がとられております。そして乙のパンカーの列

は北側に南向きー列と南側 IL北向きー列しかないのであ

ります( 図参照〉。次にスタジオ階で佼われたいろいろ

な吹出口，吸込口はすべて特殊 ( C設計されたノズルタイ

プを使っ ており，アルミをしぼって 3" ぐらいから大き

いものは ν - 6" ! 乙至るまで同じようなベルマウス型に

使われていて，音に関しましては空気の流れをほとんど

吹出 し， または吸込みのその個所において急に曲げない

という乙と K よって大変効果が上っているようでありま

す。消音 IL 関してはすべて乙れらスタジオのフロー ト構

造用に施工されたエアーダクトの途中にレ ゾネ ーターを

付けたり ，また吹出 しのベル 7 ウスの個所に消音ボック

ス (モ J レトプレ ーンを内張して中にトラップのような壁

を作った大体 600m( m 角位の箱) をつけたり しておりま

す。乙 れ らによってほとんどラジオの第 1 スタジオ，

第 2 スタジオ，テレビスタジオと かは送風による音が設

計通りに除かれているようであります。

また各階lζ 置きま した二次空調器，ならびにその他の

ファンコイルユニッ トなどは，すべてゴム防震を入れて

当初より防震計算を行なった{ 直通りを入れたと乙ろ， 乙

f' <υ 只

m通大阪支社 空気熱源式暖冷房用ヒートポンプ，冷媒配管系統展開図
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れも大体初期の目的を透しているようであります。また

パイプなどは各スタジオのフロ ート 構造に取付けられる

ものとの聞に防震のゴムホ ースをはさみ，各所l乙使われ

たクライメータ ーな どもすべてゴムホ ースで結んで縁を

切り，また鉄管の配管の吊金物はすべてフエノレ トを鉄管

に巻いた上に吊金物をつけたという状態にしましたの

で，ノマイプを伝っ てくる震動も乙れで取れています。

次に給#，] 用の海水加熱設備に関しま してその数値を簡

単に紹介しておきますと，同じく F12 のレシプロ高速多

気筒を使用しております。

その性能を見ますと 第 6表のようなものです。

;TI 6 表

凝 総 ilil， JJl: 
。F

130 

i!i， 1t iJ"l 度

。F
40 

Ur iSd iJ"l 望昆

。F
115 

カ11 熱 能 力 毎 時 B T U  225. 000 

所 要 f自 動 機 応 力 30 

加熱誌はコンデンサ ーとして働くものでありシェルア

ンドチュープ， ドライエキスパンション型で径は 10'1 長

さ 100" 熱交換商私は 113平方択とし， 乙のコンデンサ ー

を直径 4 吠，長さ 10吠の! l l i 鉛鍍鉄板製貯協梢の slII板 l乙溶

接して一体としています。またガス液の冷凍機熱交換は

交換熱s 1j): 11寺約 5000BT U の設計ーとなっています。乙れに

関して排気冷却機すなわち吸熱機は第 7表によるもので

あります。

第 7 荻

蒸 発 細 度

排風i立毎分立方択

緋風の出入口の状怨 入口

出口

I![;:熱 f抱 力 m l 時 B T U  

m水抗jij 分 立 方 択

40' F  

7.∞0  

70・ 40%

47 .5" 80%  

185. 000 

90 

乙のj放水はク ーラー のウエットサーフェイスの効率を

利用するのと ， クーラー の表面l乙ゴミを附着させないた

めに作られたものであります。乙れは試運転の場合lζ 大

変来IC巡転ができましてす乙ぷる簡単にお協がわいたの

大 社会株式

lロ』

防 耐

採用は|臼

を に天l

震i

理 錆 経

は井的
，YtbE ， 

.  .  

工
全

耐

下 進 軽 軽 ・法
火

.  .  
一 一.  

中
軽

さ式量 量 間一町 兵
責 量

三7四省地壬 衛商腐

空
一 一

任
.  

を鉄 鉄 仕
施

防
竪

l御
工 音 牢 .  R円， 

骨|切
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であります。

砂 乙れで大体電通のエアーソースヒ ート ポンプに関する

紹介を終ったわけで- すが，との装置の蓄熱以前の機器，

つまり 主冷凍機， フラッシュガス防止冷凍機，冷媒循環

ポン プ，冷媒ブ ースターポンプ，屋上エパポレーター兼

エパポレィティングコンデンサー，デ フロース ト用ブー

スターポン プ，乙れ らの機器の馬力を合計しますと結局

約2 5 0 - 2 6 0 lPになったわけです。同じような蓄熱をやる

ための設備として井水lζ 全然たよらない装置をいろいろ

設計しますとその使われる電力量とか機器ならびにそれ

らをまとめる配管などを比較してみて大変面白い乙とに

な るのでないかと思うのであります。なんといいましで

も単一の機織によって井水にたよらないで空気のみを熱

源として出来ているのでありますから ，その他のボイラ

ーとか，ク ーリング タワ ーを使用したものと くらべます

と，大変運転しやすく ， その電力の使い方からいきまし

でも，無駄なく変電設備が利用されるという乙 とに なり

突に図期的な装置であるといわなければならないと思い

ます。

詳しいデータは乙れからいろいろあがってくると思い

ますが，そ のエア ーソースヒートポンプとしての組み

方，使い方ということが乙の電通大阪支社で行なわれた

ものが& 終的なものでなく ，第一段階の実験的な装置で

あります故，最後的には何らかの経済的な装置としての

結論が出されることと思うのですが，われわれとしては

こういう装置に関してその意図すると乙ろをもっといろ

いろ広く考え. r原則的なヒートポン プの利用方法J と

いうものにまで考え及ぼしていかなければなら ないと思

うのであります。電通大阪支社における設備の計画をい

たしまして一番興味あるヒ ート ポンプの計画をとり 上げ

たわけでありますが，その他電気設備，給排水術生設備

に関しましては，一般のビノレと同じよう な考恕の下に計

画されており，とくに紹介すべきものもございま せんの

で，乙れで一応電通の計画についてという計1 ¥火を終 らせ

て戴きたいと思うのであります。( 中村猛 記)

( 儲 柳 町 柳 町 大 協 和 ル 研 究 所

石黒 : K K 竹中工務応般的部長

rjl 村 K K 竹中工t首脳i役UiJ 蹄
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空 気 調 整 装 置 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 設 備 の 実 例

倉 本 武 Es 

1. 慢話局の空調について 種類としては

電話局における空調は自動交換機 イ，電気式自動制御装置

械室を主対象として行ない，乙れが ロ，圧縮空気式自動制御装置

ために，その室内の空気状態を規定 ノ、，自蔵式自動制御装置

された範閤内 lζ 自動的に保ち，かつ の 3 種類 IC分ける乙とができる。

一旦起動以後は妥求に応じ て自動起 現在電話局の空気調整 lζ 使用 して

動停止を行なう乙とであっ て， その いる自動制御の型式は電気式自動制

目的とするところは一般的K 御機器であって，乙れを電気制御回

(  1  ) 室内の温湿度を規定条件内に 路と組合せてその標準型式を作成し

自動的に保つ。 て，電々公社の標準として使用して

( 2 ) 起動順位を定めて自動起動さ いるものである。

せ，人の操作の誤ちによる事故 電気式自動制御の利点とすると乙

などを防止 し，各種のインタ ー ろは

ロック ，安全装置による巡転保 ィ，動力源が常に得られる。

談を自動的 lζ 作動させ安全運転 ロ，機器の設置ならびに配線IC場

を行なう。 所をとらない し，工事も簡単で

( 3 ) 経済運転を行なう。

などにある。

ある。

ハ，制御器の組合せが容易であり

変化の伝達が簡単である。

という点にあって圧縮空気式自動制

3  電話局の自動制御に用いている

機器

(  1  ) 温度制御器" .... 室内型獄度11; iJ

御器 (J レームサー

モスタツト， T44A 

T446)  

( 2  ) 挿入型温度調節器・ (T6156)

( 3 ) 湿度調節器…・・ ( ヒュー ミド

スタッ トH63A)

(  4 )  lli i J御さ れる機器

( イ) 電磁会
Solenoi d Vol ve 

( ロ) 電動三方会 Motori zed

Thr ee- woy  Vol  ve 

ただ し機器の番号は Mi neopol ice 

Honey wel l社の型録による。

4.  自動詰1] 御の方法

空気調整装置の自動調裟装置とし

ては，空気の冷却，減湿，換気，清

2.  自動調整装置の型式 御 lζ 比べて装置が比較的簡単で設備 浄，加熱，加湿などの各種の操作を

自動制御の目的を達成するには室 '1'l も低廉である。自蔵式自動制御は 上記機器によって一部あるいは全部

内の温湿度の変化を鋭敏に， しかも 制御の動力源を制御機器内に内蔵し を自動的に行なうものであって， 小

精密にと らえて，遠隔な場所の各機 ている型式の機器をいい，機器の直 電話局では乙れらの機器をパッケー

器にそれを正確に伝達し，乙れら機 接作動 lζ 用いる。 ジ型空気調和器と組合せて， その自

器を確実 IC作動させる自動制御機器 動操作を行なっている。その制御の

を使用する必要がある。乙の装置の 方法と操作の型式を順を追っ て説明
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じ ーター

ノス・ Jν

する乙とにする。

(  1  ) 加熱，加湿の際の自動制御

蒸 気用加熱コイルおよび加湿ノズ

J レの入口に電磁会を設置し，室内 lζ

温度，湿度調節器を装置してヒ ータ

ーまたはノズJ レに入る蒸気置を加減

する乙とによって，室内の温度，湿

度を一定 または所要条件に保つ。

(第 1図参照)

( 2 ) 冷却，減湿の際の自動制御

パッ ケー ジ型空気調和器を制御す

る場合は第 2図のごとく，冷凍機を

直接制御する。すなわち ，室内の温

度，湿度により冷凍機の起動，運

転，停止を直接行なう。そうしてそ

のいずれか一方が満足されない聞は

冷凍機は巡転を持続し，両者が満足

状態にあると きのみ冷凍機は停止を

する。

また，再熱装置として冬のヒータ

ーを再熱コイル と して用い，凝縮器

用水を再熱コイ ルlζ 送水する。乙れ

は外気温度が下がって負荷が減り，

必然的 lζ 室内温度が低下して所要の

関係湿度lζ 保ちにくい場合lζ 湿度を

11;IJ 御する方法で，夏季および中間期

に用いる。

なお外気温度が下がって負荷が軽

減した場合lζ ，凝縮水温度が低下す

れば冷却塔の送風機は自動的に停止

をする。

5.  自動操作と自動制御の電気回路

上記機器を電気的 l乙組合せて自動

操作の電気回路を構成したものの一

例が第 3図の通りであり . 電々公社

建築局設備課[ 乙て原準回路として制

定 さ れたもの である。努 ｾ 3 区1はパッ

ケージ型空気調和器5 .5K W ( 7J，H P)  

を 2 基使用した場合を示している。

乙の回路を一般的に説明すれば

(  A) 方 針

(  1  ) 操作はサーモス タ ット ， ヒ

ュー ミ ドスタッ トによる立冬

それぞれの全自動方式とし，

制御盤の切替スイッチにより

押釦に よる 下動述転も可能と
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7  
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第 3 図 の 3
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する。

( 2 ) 一室に 2 ;! ま以上のパッケー

ジのある場合には温湿度の平

均化を昔| るため，各ノ f ッケー

ジ毎ICサーモスタット，ヒュ

ーミドスターノトを備える。

( 3 ) 再熱回路への水の切替えは

三方参を使用する。

( 4 ) 冷却搭送風機は冷却塔出口

水温により制御する。

( B) 電気回路

(  1  )  ｾｬｪｬｊ 街 ｬ 盤は自立型箱入型とし

電力室など空調する室より離

れた室lζ 設ける。

( 2  ) 自動運転の場合には，パッ

ケージの送風機を押釦により

一旦起動すれば，その後は室

の温湿度が T44B，H63A の設

定値より高い場合IC，T44B， 

H63A の要求により作動 し，

動作順序はタイマ ーによって

一定方向とし第 4図の通りと

する。

すなわち作動JI員序は 1. 送風

機①ーT44B，H63A 作動- 2.

ポンプ⑨ータイマ 一作動- 3.

冷却紘ファンー4. パッケージ

圧縮機の順とする。

各電動機関のインクーロッ

クも 1YJf f' JI民序と同一方向 lζ 作

動するものとし，停止の場合

はその停止させる機おより右

側の綴6*はすべて停止をす

る。

各機ｾｾ の 過 負荷継電器 ， ｅ ｚ ｊ

低圧力開閉1 l li なとが動作した

ときは，その機探は停止する

か，または作動しない。

( 3 ) パッ ケージのl順次起動用の

タイ 7 ーは限H寺復帰型を使用

する。

(  4  ) パッケージの過負荷継屯総

が動作したときは全装置を停

止する。

( 5 ) 再熱を要するときは T 44 A  

によりコンデンサー出口の三

方会を切替え再熱器lζ 通水す

る。
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( 6 ) 暖房迩転の場合には T 4 4 A 

および T 6 3 A によりそれぞれ

電磁会を開閉する。

(C) 操作回路図の記号の説明

乙の回路 1(. 使用した器具番号は 日

本屯機工業会 ( J E  M) で制定した2器

具番号 ( J E M- l 090) を参照とした

ものである。器具の種類，性質，用

途を示す必要のあるときはそれぞれ

下記の補助符号をつけて表わす ζ と

にしている。

器具の種類

C : 冷i J U機

CF : 冷却塔用送風機

F  : 送風機

P: ポンフ。

ｾｾ具の性質を示すもの

X : 器具の補助継電器

Y :  

宅¥ｉｾ＾＠

"''' 

". 

為. '¥時w ふ . ¥ 

' L  

二".

‘  

". 
1雇

もυ

器具の用途を示すもの

5:  U  

W: 冬

記号の酒類

h ‘  

4医

f  通

1(: 

￭ｾ＠

e占

時

sもe  

制‘

② ・ ・・・起効用限時継電ｾｾ

⑫・・ ・・・・・・・加熱用電磁会

⑨ … … ・加湿用電磁舜

I A  

｀ …Ｍ… 加熱用温度調節器紘屯ｾｾ

@ ・ ＮＮ Ｎ 加湿用湿度調節器継包ｾ

@ ・ー… ・・温度または湿度による動

作要求の継電器

⑧ ・…Ｍ … 冷凍機用過負荷継Ｇ［ｴｩＺｾ

@ ・・ 田・目.. 目・電磁開閉器

@ … … ・ポンプ用包磁開閉23

@ @ー・・赤青表示 ランプ

W s  … ・・・断水継電器

Dp  … ・高低圧力開閉務

，，1  

'  
“' 

、代、

l' 込 .a... 

φ  . .  

， ， 

t 1H 

首. I ' f ¥0・

場き .r，FFJd. で古
司 . .  

6.  自動制御作動中の室内状況

上記機器の作j j }JI ζ よる自動機械室

内の室内状態を自記温湿度記録計に

よって記録 したものが，第 5図に示

したものである。 ｴｦ ｾ 5 図の 1 は朝よ

り夕方まで装置を運転し，夕刻より

M方まで迩転停止を行なったものの

記録であり ，安l 5 図の 2 は24時間述

続辺転を示したものである。室内の

所要条件としては夏は温度 27

0

C，

湿度5 0 - 6096を目標としたものであ

る。使用の温度: I i IJ 御器は精度 土l

O

C

湿度調節器は ::t 296のものであるが

屯滋会の作動その他によるタイムラ

ッグが現われ， また室の人員の 出入

などのために相当の波動を示してい

るが，一応予定 された条件を満足し

て巡転されている。

(11省 近畿通イ百周辺築部設備練)
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建設省告示2543 号にもとづく 可 熱 試 験 に 合 格 し た 準 不 燃 材 料 お よ び 雛 燃 材 料 一 覧 表

辺品J、、
目 名 製

ロロ日
名

11  

ｾ＠ 干上 名 製
ロロ目

名

吉 野 石 街 K K  大 til ウオール ボード工業 K K グイケン防火タ イル ボード

石 日東石 Ｎ ｾ K  K  

白木工 業 縦 約 ａＶＹＰ Ｑｬｾ適 合
軟

11 グイケン防火 ヒJ レボード

ι品 日 本 耐 火 ボード K K

するも の で， 熊燃処理をし

東 洋 膏 仮 K K  

たｪＡｪＨｾ 9 ，リメー I，}レ以上 質
11 グイケン防火 政 官 級

ポ

の もの， または岡市lの担t を

千 代 田 辺 材 工 業 K K 繊 11 ダイ ケ J 防火 プラ / 7

サ ン エ ス 石 積 K K

難燃処理 したj ! j ( き6 ，リ メ

コ( - j レデン防火イ ンンユ

制L 日本ハード ボード工 業 K K

準
同和ジ プサムボード K K

ートル以上の bのでオガ府
レー ν ヨンボード

東 北 吉 野 石 膏 K K

混入l f ，: 10%以下の もの。 板 11 コ( - )レテ' ン防火アコース

K K 京I'f. 繊維化学工業所 東洋防火股首板

不
木毛メ板I :も(l木左の官工業下風地H絡l A4 5 09除( 木く毛) セメント占的 IC迎合する もの

ン の もの を で 厚 さ12 ，リメー トル以上 の

合 I  で「合日仮本段の林白木胤1桁2林に劇よ物るJ「餓'1'燃!i!t 燃合仮合板」のの規表示定lをr. j行直合なすう予る定もので
セト 。

難
仮 ある。

燃 f HRJ 叡 || 現リ在市販"1"の木上片 セ メ J ト寂て( 該ドリ ノー一 川 は 厚 きが30 ，

セト メート ル以 あ る の ですべ 当 す る と み て 支 え は い

メラミ板化粧

住 友 ベ ー ク ラ イト K K テ' コ ラ

| 不燃 材料 で お お 吋 毛 い ト 絞 ま た は 町 一 ド

K K 目 立 製 作 所 ヒツクーライト

材
; /  

松 下 旬 工 K K  J マ ヰ ラ イ ト

化国 ヒ Ｍ ニ ｾ ｉ 日 本 耐 火 ボー ドK K

ル1工 同和ヨ ブサム ボー ドK K

川 口 ゴ ム 工 業 K K ロングラス網 入

料 網
11 ロン プ レー ト網入

特殊石綿板

日本防火 ライト 工業 K K 防火 ライト 石縦1板

F  

櫛 浜 ゴ ム 製 造 K K ハマ プレート網入

K K  朝日防火板 工 業 所 アサヒ防火板
11 ハ マプレ ート網入波板

八 洲 工 業 K K  ヤν マ防火仮

麻 生 石 綿 加 工 K K 麻生石料lボー ド

長 浜 樹 脂 K K  ヒシプレ ート網入

積 水 化 学 工 業 K K エヌロン網 入 波 板

|  木も毛酢いセUい〆ルン ト 尉 肘fた 一 ニ

J レ

の を除く)

板 日 本 理 研 ゴ ム 工業 K K アポライト K

筒中 プ ラスチ ツP 工業 K K サ J ロイド S

池 内 ベ ニ ヤ K K 防火イコー プラィ

K K 岩 色 組 flfj 火イワ ヲ ラホ モゲン
日 栄 化 学 工 業 K K 旭プラ スライト 5  

J マ
11 防 火 ユーコー ホ モゲン

アサ ヒ 合 成 工 業 K K アサヒ ライト 5  

M 
防火ピヲトリ ーホモゲン

大 Ｇｾ ｢ 応ｊｬ ｪ 化 学 工業 ｋｋ s  
梨b

オ- ノマ ライ ト

テ
東 北ホモボー ト工 業 K K 防火ホモゲンホルツ

イ

11 防火ホモト ーノ

材

大 日 本 硝 子 工業 K K グ イニテラ イト 5  

ク

11 防火ラインボー ド

強 日 Jl，( Vi ! . l K K グラスライト s  

，，， 名 首 屋 木 材 K K 防火ナゴヤ ボー ド

n  :;j. ポ リエ ステル K K エホ ライト s  

，tf 
11 w火ナゴ γ ボード リブ イむ

万 ｦｬ ｬ ｾ ぞ リエス テ ル コ Ｚｾ ｋｋ パ J ポラ イ ト 5  

燃
名 古 屋 木 材 K K  I 防火ナゴヤ ボー ドアミ ー

ポ

5  
K K II 立 製 作 所

サノフレート

日本ノ … 業 ｋｾ I 防 … J
即 日f ＱＱ Ｑｾ＠ m Jli'l K K  リゴ ライト 5  

| 天 竜 木 材 K K  丸天防火 ボード

コこ 'iJ 士 ポリエステル K K フジ ライト 5  

三 井 木 材 K K  防火三井 ハー ドポ ー ド 目 前 化 1iX. K  K  カテイライト s  

ス

震

11 ｾｊｪ 火 三 Ｚｊ ｈ 投首 ｩＺ ［ ｦＮ Ｍ ド
ル1" r. o 木 材 産 業 K K 文化 ライト s  

材
秩 回 木 材 K K  アキ モク防火ボー ド 料 テ

l R i A レヂン 3: r、目rr コズテ ライ ト s  

日 本 ハードボード K K コー ル似 日 ト ド|

板 東 京 ハー ドボー ドK K クラ ウン防火 ボード

J レ

11 ，fi: til 業 K K  ニツ サ ンラ イ ト s  

大 til ウ オー J レボード工 業 K K ダイ ケンlifj 火S2Sハー ドボード

在4 ｊ し 州化 ｉ ｾ K  K  ) L化 ライト 5  

品L K  K  稲 以 ライ ト 5  

来↓

H 本 : 化 学 製 似 K K ユッカ防火 "，- ド

Ｚ ｉｾ 泌泊料 、 ［ＺＨ［ ｋｋ Ｚ ｉｾ 材、 防 火 ボ ー ド 11 栄 化 学 仁 J ; K K  Jill プラスラ イト 5  

liJ!! 味
0)  ぷ K K 味 の誹W J 火 テ y タユ ｾ ｕ＠ J j( 特 殊 化 工 K K トーカ ライト 5  

質 ジ ヤ パ ブ イ ト K K  V X ボ ー ド

11 オ，1眠椴1晶Ii n: J ; K K ムキラ イト 5  

総 K K 出 産 1m工 研 究 所 ｾ 研 防 火 ボ ー ド

l'{[ 苫小牧林 ｾ￬［ 却 ｬ 工 ｋ ｋ 防火 トマテ アヲス

Fl … 化 学 k k l… ツ 1
板 東 北 テ :1 '.7 ス工業 K K 間 ｴ 燃ｾＡ北テ ｹ ヲ ス

東 海 ボ ー ド K K パ イン吸音叡
盟 問中 プラスチ Y ク工業 K K サ ノ メ タ ル

( 注) 以上の一 覧 表は 8 月30日現在まで忙判ったも の。

。埠l不燃材料 ， 難燃将料の防火誠験はつ ぎの 7 つのお験機関で行なっている。

1.  建 設 省ill liJ f第 2 研 究 都 3.  東 京都til 築材料検査所 5.  東 大 生 産 技術研 究JYi hl 野研 究 五 7， ｾ林省林業拡験場

2.  東 大工学 部浜田研究室 4.  東 京 消防 庁予 防部 6.  通 産省東京工業献験所
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座 日炎
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と き 昭 和35年 7 月13 日( 水) 午後21時一5時

と 乙 ろ 日 本 建 築 協 会

出席者( 順不同，敬称略)

新 図 雪 信 (K Kcri 一生命 ピル鋭師長)

小 林 昇 Ｈ大映担 Ａｾ ｋｋ 抑悶大映機械主任Ｉ

桜 井 君孟 Ｈ ｋｋ 阪急百 Ｑｾ 脂雌説部長Ｉ

大 津 富 士 雄 (K K三和銀行If f務部償却営繕且! )

古 井 謙 治 (大阪瓦j折K K総E首都ピ J レ草l J l 1! 却係長)

福 山 龍 雄 ( 大阪建物K K工作沼l長)

司 会

田 中 良 太 郎 ( 大阪市大教綬)

編集。{I J

上 林 博 雄 ( 大阪市大家政学部)

高 橋 誠 義 (K K大林組ru築部次長)

須 賀 栄 一 ( 須賀工業K K滋業部長)

上林 設計者一般に対する P. R. の目的で，編集。{IJでは

建物管理者から設備業者 lζ 対する注文と，もうひとつは

一般ビル使用者にもど意見があるだろうとの乙とで， ζ

れを間乙うというのが今日の座談会の主旨です。この怠

味で田中先生 lζ 司会していただいて， どゆっくり討論ね

がいfこい。

田中 只今， 上林さんがいわれた ように，主旨が建物

の維持管理というので，ビ J レを管理している方々 から ，

自由 lζ 注文なりど意見なりを述べて貰おうというので，

皆様方だけκ 集って頂いた次第です。立場上私が司会さ

せていただきます。

まづ， r建物特理者からみた設備上 の諮問題」を，つ

ぎの 5 つに分け て話を進めます。すなわち，

最初 IC，建物の設計と管理， 2 番目 lζ ，施工と管理，

3 番目に，ビ J レの所有主と管理， 4 番目 lζ ， ビJ レの一 般

使用者と管理，最後に，管理者の業務，この) 1 関序でお願

いします。最初に、建築と設V 1 1 i を含む，建物の設計と管

理について，色々問題が多いと思いますが，建物を設計

する人11後からどのよう lζ 使用されるかを考えない。建

てられた後の乙とは，要するに，クレ ームの問題になる

が，乙のクレームの大部分は設1 i llilc あると恩われます。

乙のような設備上の問題で，設計者! こ注文と い ったもの
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新 聞 雪 倍 氏 小 林 昇 氏 桜 井 猛 氏

はありませんか。

建 物 の 設 計 と 管 理

設 計 者 へ の 注 文一

福山 建築家は附帯設備について無理をおしつけ勝ち

だと思います。たとえば，パイプシャフ卜やダクトなど

はあまった所を利用させてやるという感じがします。わ

れわれが管理する以上は補修という乙とも考えねばなら

ないので，スペースを充分lζ 取る 乙とを提案しました。

また，最近貸ビノレが主だが制限内の高さで. 階数をふ

やすという乙とがなされており. パイプのスペースが窮

胞になる。 ζ れをさけるために，われわれは前もって，

梁 lζ 孔を開けて1 ' 1 って， そ乙 lζ パイプを通せるように し

てくれるように提案し， ラドいζ れが建築家に受入れられ

てうま くいっ ています。

小林 夜、のと乙ろは機械室としてのスペースはあるが

乙の出入口の小 さい場合がありますね。その為，建築物

ができあがってから ，機械を出す所がなくて困る乙とが

あります。ひどいのはコンデンサ ーひとつ出せなし、。ま

た拡張していくにつれて容誌が大きく なるので，その場

合に狭いと入らない。乙の乙とは建築を設計する人が，

特に注意してほしいと思います。

田中 阪急のように増築につぐ犠築では，スペースの

問題はどうですか。

桜井 最初のうちは機械室や電気室は，地下室とか屋

上に限られてその中に押込められたという程度で，あま

り問題にさ れてなかった。むしろ，売場を広 く取ろうと

いうので，縦の方向のパイプホ ーJ レとか電線ポーノレ等

は，その売場を取った残りのスペースをもって， 充当す

るというようなことで，いざ補修とか増設という時に狭

くて困っ ています。また，管理lζ 関 しては各設備関係者

で うま く行なう乙とが必要です。

あま ったスペースをわれわれが賞うといっ て も商売上
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文句はいえません。現在でも縦のシャフ トスペースがな

くて困ってい ます。 ζ のように ζ とが起 るのは，大体，

すべての物が棋準化していないからで，建物の柱; 広は二

種類位に大別されているのだから ，エレベータ 等の設備

を規格に当てはめてやると ，スペースも取り易くなり ，

大量生産も可能だし従って価格も安くなるんです。今

一つ，最近の建築基準法では特殊建築物の百貨活劇場等

の避制法段が大き過ぎるし，設計計画にしても設備より

割出した主体建築でな くてはな らないと思う。

田中 古井さ んの方はどうですか，昔は設備室はもっ

と広く取ったのではないですか，設備室i乙対する考え方

がそうだった ように思いますが。

吉井 私のビソレは大体前のj湿り で，設備室は広 く取つ

であるので問題はないが， フレッシュエ ヤーの取入口が

後になって駄目 になるζ とが多い。特に，乙の頃のよう

に交通が頻繁K なって くると ，取入ロド付近の汚染が問題

で新鮮空気かどうか疑問ですよ。

田中 大津さんの方は大へん新しい建築といわれてい

るようですが，どうですか。

大津 新 らしいもの必 らずしも旨くいくとは限り ませ

んので困ります。つまり設計のときは非常にょいと思っ

てもいざ使用して見 ると恩わぬ紙点が出て くるという場

合でまあこ れも進歩発達の過程ではやむを得ぬ乙とと恩

っております。スペース については，細部の点は ともか

く，現状としては十分満足すべき状態と考え られます。

田中 高橋さん，設備室の問題でど調査になりました

が現状はひろいか，せまいか，丁度よいか，どういう結

果になりますか。

高橋 現状で大体うま くいっ ているといえます" 一部

極端に広いのや，狭いのゃあり，うまくまとまっている

と恩われるのもあり，相当その 巾は広くなっています。

しか し，広さの割合としては，特殊なものを除き，機級

室，篭気室全部で，建物延坪の4 . 5 -
696となっています

が，もう少し無駄を少な くすれば，さらに狭いスペース

でいけると思います。

田中 篭気は素人がさわる と危いので，比較的電気技

術者のいいなりになるが，空調室はどうにかいけたらい

いというので，狭くとるということはありませんか。
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銅 山 飽 雄 氏 古 井 nf . 治氏 大 ilt tI 士 雄 氏

桜井 そういう乙とはあります。特に屯鉄会社なんか

は，電気の方IC発言権が大きく ，非常にアンバランスで

す。在、のビノレは電気ｾ が先生の お説のように非 常 にゆっ

たりして空調室がウヱザーメーターを天井に釣っている

程せまくなっております。

新田 設。Hi設計のみでなく ，建築設計の大き な函で，

貸ビ J レの場合，貸室面積を極力多くとるので設備に無理

をきたします。貸室天井lζ 大き くダク トがはみ出したり

します。パイプシャフト内で 7 - 8 年で故障が起り ，そ

の故障を直そうとすると，建物の一部を乙わし，また，

パイプの中途がいたむと . 壁面を取り ζ わさ ないと直 ら

ない。またシャフト内でダク トの交換，パイプの溶接等

をしようとしてもその余地もない。また溶接l時の火粉に

よる火災発生等考えると全く手のつけられない状態で

す。

建築当初では貸室面積を大きくとってあっても，中に

入るテナントの方が， 間仕切を拡張したり ，厨房設備を

したり，またそれを鉱張したりされるので，後日使用状

態が変るので困ります。現疋E私のビノレでは東南の隅と西

北の方に予備に給排水瓦斯の系統を取っ ておいたのを，

幸い有効に使っ ていますが，現在ではもう絶対E が不足

しています。それですから各管径やダクトは幾分大きい

目が望ましい。また，それを引替え るために建築を余り

傷めずに出来るスペースがほしい。室により人員が増し

たり tt りた会社は自分の方は借り ているスペースだから

と，乙ちらの注意にもかかわらず完全間仕切等やられる

のだが，乙れでは換金の点で乙ちらが困る。乙の場合も

自分の方は棚 lζ 上げて，近代ピルは冷暖房設備を完備し

ているはずだ，四季を通じて快適であるのと迷うのか等

ム小言をいわれる。だから最初の条件というものは最

悪の場合乙れがどの位大きくなるか，増加を考慮して設

計する乙とが必要で乙の時IC設備のウエイトが大 きくな

る。乙の意味で管理者のわれわれは，設計者は建物の設

計IC当っ ては，何かの余裕を持たせていって欲 しいと思

います。

田中 それはピルの持主と建築家とどちらの責任です

新因 われわれも符理の商で上司から叱られたりす る

乙とがある。やはり建築家の責任じゃないでしょうか。

上司K 最初の条件が乙うでした 人員が何人，換金がい

くらだったから設備が ζ うなった等といっ て，設計当初j

の技術者ーの立場を認めようとすると， 上司は「われわれ

注文者が経常上から少々条件の無理をい う乙と があって

もそれはわれわれ技術的には素人だから，技術者はその

l時にはっきりそれは技術的K 絶対にまずいと か，乙れは

乙の程度までは必ずなすべきですと かあくまで技術者の

良心内で施主側を納得さすべきだ」とた しなめ られた乙

とがある。それだから技術者は技術者と しての責任のも

とに，後で乙の条件が変ると困りますよとい って， ［Ａｾ ｊ ま

しをする ようにすすめるとか，スペースを残しておくと

か何等かの予をうっておくとかしなければいけ なし、。

ーラ ン ニ ン グ コ ス トー

田中 最近それはｾ築家似 Ｑ｝ でも ｬ 問題になっています。

ピル号|・耐に当って，それが企業として成虫つための経済

的 資 料，あるいは貸室業の経営的法 ｔｾ データをＱＡ ＡｦｦｊＧζ

持って，注文;主lζ 経済的アドバイスまでも建築家がやら

ねばならねばという乙とです。あるI f 1 ト務所では実際 lζ 多

くの乙のデータを持っ ていますが，ま た，全然施主まか

せのと乙ろも勿論あります。だか ら，乙のよう なデータ

を発表してもらったら貸ビソレ建築における建築家全体の

計画的水準が上昇すると思うのですが，むつかしいです

ね。

また，建築家の設計にふたつつのいき方があって，予

算が充分あると ，最初イニシヤ J レコストを高くして，ラ

ンニングコストを安くするという乙とができますが，予

算の少い場合は，乙の逆でラン ニングコストが高くなり

ます。皆さんが管理されて，乙のよう lとすればランニン

グコス トが安く なるんだがという乙とがありませんか。

新田 年間の費用を調べたらどうですか，現在の大阪

駅前のピルは，設計上不満は結果からいえば多少ありま

すが，ランニングコストは安く なっています。私のとこ

ろだけでな くど乙の施主でも理想的な設計で，ランニン

グコストが安く，使い易いよう lζ 要望するでしょう。

ラ ンニングコストもあるが ， 最初ｾｾ周をかけたら，そ
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の費用を償却するのにある程度期間がかかる。乙 の期間

を考えると最初イニシヤノレコス トが高 くても，長持ちの

する方が， 本当は得です。例えば，クー リング タワーを

作 るより，井戸を掘っ て地下水を くむ方がラ ンニングコ

ス トは安いが，井戸は何年か使うとと まる。それな ら全

部上水を使えばよ いとい う乙 とにな る場合も地方によっ

ては起り ます。

田中 結局，イニ シヤノレコス トをあまり かけてもバラ

ンスがとれないというこ とになり ますか。

桜井 つまり建築常備資金が少ないのが普通である か

ら主体建築 lζ 資金が吸収 られて設備にしわょせが生じて

来 る。硬化して行 く主体建築物より動脈 となり活動の源

泉となる設備が等閑される。 修理改修白はランニングコ

ス トの一種類である乙と を忘れてはな らない。

新田 計画する人によ っては高い金利で，何千万，何

百億円も金をかけて，何時っかうか分 らぬよう な自家発

福や自動火災報知lや防火装置をやるのなら，それだけの

金を別に廻したら もっと有利なものがやれるという場合

もある。

桜井 白木の投資家は出した らすぐ乙ち らに帰 って く

るよ うに考えています。 ζ の反対に外国ではある一つの

ものが成立つまでは配当は考えない。その上，日 本では

株主 lζ 早 く配当しないと顔が惑い。電気代がいろうと ど

うしようと，一千万円も ζ れを回転資本lこすれば ラン ニ

ングコス トの少 々高いのは カバーできる」いう考え方も

11.¥て くるんです。

施 工 と 管 理

田中 ?l' ¥2 の問題に うつりま して，建築と設備を含む

施工者全体の問題，乙の一番大き な問題はサ ービスがゆ

きとどいているかどうか という とと K なりますか。

吉井 部品なんか策京 ((1，、かないと ないと いう所が多

い。ちょっと した部品の取換えに何 日もかかるよ うでは

話にならない。

田 中 良 太 郎 氏 高 級 駿 重 量 氏
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新国 私の ヒソレは建築はど乙，衛生は，電気はど乙と

定まっ ています。 ただ海を渡 って建てたビ J レはアフ ター

サー ビスは悪い。 一度見たら 2 度目は簡単に船に乗 って

行けぬ 乙と があり ，このため， 下請のその下請が行く乙

になる。建っ て しま ってからは寄 りつかないという乙と

はないが， 甲と乙 とを比較して甲より乙がサーヒ、ス が悪

いとい うととはあります。ま た，メーカ ーが不親切だ と

恩われるのは，一つの部品がいたむと全部取換えねばな

らないという ζ とがある。私の方は最初 9 階に していた

のを 12階にするとそれだけのヘ ッドに耐えら れないと

か，パノレフs等で型式の変る乙 とがあり ます。パノレフo のフ

ランジ ひとつに しても ，前』ζ ボ J レトが 4 本だったのが 8

本に なり ， ＱＰ ｟，ｪｾに な った りすると困り ます。す な わち ，

14階なのが地階を合めて15階 16階と なるとヘ ッドが大

きく て普通の ポンプよ りも早く いたむ。特1( チャッキ弁

のバタ ーフライがいたむ と変えにくし これは まだよ い

が， 中の輸がへっ て くるとそれはもう作 っていないと か

いって， なかなか作 って くれない。乙のチ ャッキノイルフボ

を取替えると，ついでにゲート バルフ。 も取かえな くては

納まらない乙とになって くる。結局必要ないものまで取

かえさせら れる。 年 々新しいものが出て くる としても，

ある程度予備を残 しておいて欲 しい。そうかとい ってい

つまでも古いのでやれという のでは進歩がないが，もう

少 し考えて欲 しい。

田中 米国では新しいものを作 って司商業的価値をど

んどん与えていく が，新しい製品を作ると ，乙れを古い

製品 に つけ る ｼ 臥 どう 改造 するとそ れ に もｾ わ れ るかとい

う乙と迄、考えているよう K 聞いていますが。

須 賀 乙れは日本で大 切な考え ごとのひとつだと思 う

のですが，先程事rr 閉さんもポンプの ζ とでいわれたよう

1( ，部分品の要部交換ができ ない乙とです。 どく一部の

取替えで済む ものを本社までそっ くり替えてしまわなけ

ればならぬのが実情です。 乙れはすべての而て‘ いえる乙

とで，メ ーカ一代理庖lζ 大いに熟考 してもら いたい。

桜井 何でもない乙とですが，私の方lζ 入れた昭和25

年型の冷凍機と 同じ電動機で セン ターハ イ トが迷うとか

孔が迷うと か，ひと つひと つ設計するので図る。エレベ

ータに至 っては千差万別で部品は非常 に沢山いる。あっ

須 賀 栄 一 氏 上 林 憾 雄 氏
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ちを変え， ζ っちを変えするのでどうにも仕様がない。

外国の場合は何千台か作ってどんどん売 ってしまい ま

た新しいのを何千台か作 るので良いが，小資本の 114: で

はそれができない。やはり前にもい ったように標準化し

ないと いけない。

田中 大阪ガスビルは今でも皆がよいm物だとほめて

いますが，空調，電気関係は前と大分変っていますか。

古井 戦争の時，冷凍機および汽缶を供出しましたの

でそれ等を取替えたほか，殆んど昔のままのものを使用

しています。建築当時建築材料は一番よいものを使った

そうですが，サッシ等相当痛んで来ております。

田中 旧大ビソレは ?

福山 もう時代が変っているというＡｾじで ， 今では電

気の使用がその時代とちがって何倍かK 増えているので

改造するにしても，ほとんどやりかえる必要があるから

電線や配管やら随分金がかかります。

一 設 備 の ラ イ フ ー

田中 少し話が離れますが，ライフにつレ ては建築と

設備は迷うわけですね。

福山 Dl 物の償却は75年，機械は22年と なっています

田中 最近，機械の改造，進歩が早い乙とを考慮して

今の設備は何年位たてばやり変えるというととになりそ

うですか。

福山 電子工学が発迷して来ると氾気設備等，目まぐ

るし く変ってしまうでしょう から ，機械のライフは非常

に短かく なるんではないでしょう か。

新国 設備の耐用年数は大体1 5 - 25年位と書いている

が，全般をiill じて20年以下と考えてよい。木体は持つが

部品は駄目だとか，または他の理由で変化進歩して くる

のを考えるとそれ位になります。

ー エレベータのライフ ー

桜井 エレベータを例にとりますと，昭和 12年IC設置

した A 会社のは 14年- 19年で取換えたが，昭和 8 年IC

据えつけた B会社のはまだぴりっともしない。 昭和 6 年

l乙ワイヤを換えたが，乙れが25年もった。あま り長くも

ったので，乙れを C 会社で試験し，分析したが分 らなか

った。普通ワイヤ ーは 2 年で駄自になる。要するに，良

いものを高く買った方が得という乙とにもなりますか。

新国 ワイヤ ーは B 会社のは H f . で換えたが D 会社

のは B 年たつが，まだ一度も取換えていない。 B 会社の

はまきつけが小さいので，講にかみ乙んだり して寿命が

短かく なるんだと思います。

田中 エレベータはデザ. イン上‘ ほとんど入れ換えま

したか。

福山 昔は扉は開閉まで手でやったが，最近は大抵自

動式で，昇降スピー ドも速く，デザインもよい。要する

lζ 流行がライフよりも早く来るわけです。

田中 今，エレベータで D 会社の方がよいという話が

11.¥ていましたが，戦前はアメリカ のまねをしていて，日

本的なものがなかったが，最近はどうですか。

福山 D 会社のは設計をきりつめているので， 他社製

品よりひとまわり小さくできているので，比較的値段が

安いが，安全性は落ちるように恩われます。

福山 ロープ: m: は近頃はアンダーカ ットしであるので

ζ れでロープがと らないようになっている。乙の為ワイ

ヤロー プはよく痛むが，結局はワイヤロ ープは消粍品と

考えているのでしょう。最近のエレベ ータは 5 年位でワ

イヤロー プが駄目になるようです。

桜井 私の芯見は反対で，ｄ 会 社の は戦後非 Ｇ ｬｾｾ ，ζ 悪か

ったのは事実ですが，その後よく なってい ます。 乙れも

非常にょいというのではありませんが， 一審問題なのは

設計値と実効値の違う乙とで，ある会社は 100 年の実地

経験がある。設 J Iイ直より実効{直の羽J1 l l が理想的な値を出

して設計するが，現在内地の会社ではそのデーターがな

い。従って過大な設計となっている。電圧の変化装置で

も複雑であってつけ加えつけ加えしている現在で，他自

には乙れが故障の原因と なって困難なl時が来るだろうと

盟、います。

大津 私の方は D社と A 社の二社ですが，両者とも部

品から消耗品まで先方持で保守契約を結んでお りますの

で部品の問題で悩むととはありません。しか し-fi . 投1Lは

先程も話1 L ;1¥た通り部品さえあれば簡単に直るも のが，

部品がないために全体をとり かえねばならない。あるい

はわざわざ旧型の部品を作らねばな らぬ乙とになりま

す。たった五年間でとのような状態ですから ，古いと乙

ろはなおお困りの乙とと存じます。そのためにも業者は

メーンテナンス lζ ついて真剣にとりくむべきだと，思いま

す。

一 補 修 契 約 一

高橋 エレベータ以外には，どんな物を補修契約しま

すか。

桜井 百貨庖のエレベータは，補修契約をして運営は

できないと考えます。私の所は自営* 位です。技術者を

養生します。冷暖房設備はシ ーズンオフ K 整備するよう

に契約を して置くと 良いと思います。サ ービス会社の都

合のよい時にアフターサービスをやらすような一カ年契

約が理想的だと思います。

小林 しかし金を出す方はそうはいかない。乙れから

は暖房で冷凍機は今終ったばかりだから，補修はいかん

といわれる。いよいよ必要にせまら れないとやらせて1'1

えない。

新田 冷凍機の方は，冷媒と油とが長く放置するとー

絡になる恐れがあるので，冷房シーズン直後オーバーホ
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- ) レして翌年の 6 月に冷媒を入れて試運転を行なっ てい

ます。

田中 ビ、ノレの清掃業というのが最近はん乱しています

が，設<<111ζ ついての補修業というものは成立しますか。

桜井 補助員程度で各専門技術に応じl凌冷房時には阪

急営絡会社より技術者を派逃する程度です。清掃業以外

の補修業としては余程の会社でなければできない，すべ

ての条件が備わらなければ採算が取れないでしょう。 朝

日整備( 竹中) さんなんかやっているのでないかと思い

ます。

吉井 三井ヒール関係は別の管理会社を作っ て， 同じ資

水で管理をやっておるそうです。

新田 私の方も清掃はど乙，設備の補修はと、乙 という

ふうに行なっています。

田中 会社はその補修業の経営はやりますが，実際l乙

技術者や労務者をかかえて，電気でも衛生でも何でも白

個の手で補修するシステムによっていないと思いますが

どζ かそういう乙とをやっている所はありますか。

桜井 それは専門メーカーサービス部と契約がないと

出来ま せんね。同一会社で各種の技術者を保有して経包'

が成立つというようなことは今のと乙ろ無理です。した

がって柿修会社は大変困難な3lj 系がありますから ，簡単

lζ は創立しないと思います。

l二、 ル の 所 有 主 と 管 理

田中 第 3 の問題 !C移ります。ヒ J レの所有主との関係

管理機械の上でど注文はありま せんか。若い人の育成は

桜井 代理上，若い者を育成しますが，次々と養成し

て 3 年位で一人前にでき上り ます。それも電気技術者何

人，ボイラー何人というふうに分けて行ないます。冷凍

機などは迩転の有資格者を入れます。

田中 古井さんととは何人ですか。

古井 符理課機械室に20人位おります。 ピノレおよび機

械が，古いので管理が面倒でその上仕事の内容が多いの

で，乙れだけの人員でも足りない l時があります。また交

替で勤務したりするので人が余計多くいります。

キ充
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取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J  l l ( 井池筋〕旭洋ビ J レ 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・ω8 9

小林 会社から人が足りない場合，入れて くれますが

ζ の11寺， 縁故関係で学校をi 1 ¥た者を入れるか，または別

に募集をします。人数は 4 人ですが酌乙の中 2 人は最近

入れたが，乙の 1 人が素人で困っています。技術者を入

れると良いが，サラリ ーの問題で困ります。

大津 私の方は機械 9名，電気の 6名で，機械のうち 2

名は冬は錠のボイラ- 1 ( 行き ます。またそのほか祭支庖

明係の仕事もあり，営繕業務も一部行なっ ております。

田中 技術者の養成はどういう所で，講習会なんかを

利用しますか，電気関係は関電なんかよくやっ てい ます

が。

大津 専門の図書や雑誌をそなえつけたり ，暇をつく

って講習に行かせたりしておりますが，ある程度有効だ

と思います。

福山 私の方は機械や電気技術者 lζ 理解があり，特に

優遇しています。 だから他の会社は大抵技術者の上に事

務屋がおっ て，牛耳っているものだが，うちは技術部門

が同格になっているので仕事はしよい。技術員は現場に

14人，設備の管理をやっています。乙の中，宿直は 2 人

電気と機械と一人づつです。修繕工事は外註します。

新田 私のヒソレは技f : i ij 室は私を入れて 11人，この中電

気が 5 人，乙の人数で営繕もかねます。また故障場所も

知り，エレベータはそれぞれの会社よりサービス K き

ます。 互の冷房は良いが，冬の暖房のガラ出しは手伝人

夫より真面白なのを選んで雇います。業者と直轄になっ

てい るので労務管理がや り易 く，たのめばすぐやってく

れます。宿直は屯気 1 名，機械 1 :名ですが，生産工場の

ように，たえず起きているのでなく， 101時になれば寝て

よい。事故が起きれば迩が悪かったと思っ て夜通しでも

直レます。電気の方は 1 名では足りないので，予備とし

て，もう 1 ｾ， ＸＱ 時まで残します。エレベータ な ど途 中 で

ストップしたりすると，それに l 名かかりきりになると

どうにも仕織がない。

ビ ル の 一 般 使 用 者 と 管 理

田中 第 4 の問題lζ 入りまして，ヒソレの一般使用者lζ

関する問題，最近ビソレでよくテ ナント さんとの話し合い

の会を持ってお られるようですが，どういう話題が多い

ですか。

ー テナントとの話し合い 一

新国 テナントさんの窓口の方迷1 ( 集っていただいて

苦情を聞きますと ，冷房がきかない，暖房がさっすぎる

とか便所洗面所や廊下ロビーな どの消婦が惑いなどとか

エレベータの運行がわるし、。エレベータガー J レの態度が



悪いという乙とを聞きます。各貸室内の清掃の方はテナ

ン トさんが各々 独自で、行なわれますので，むしろ，逆に

乙ちらがとうして欲しいというように要求しています。

要するに空調関係の問題が多いです。

古弁 会社でヒワレをほとんど管理していますが，問題

となるのは， 冷暖房の問題です。 戦前の設計のため，

27

0

C 以上になっていますので，冷房温度が新しいビル

より少し高い目です。しかし大体高くても お。C 位にお

さえていますが，場所によって相当高い時もありますの

でキャリヤ ーにも何かいい方法がないか聞いています。

外気温と 5

0

C 以上にすると入った時 lζ ショックを感じ

たり，風邪にかかったりするので，乙れでいいのだとは

いつであるのですが，もう少しrKA度をさげたいと恩って

います。毎年互にはよく問題になります。

田中 互，冷E号設計ーの標準は 26

0

C ，5596 ですが，あ

れを湿度を下げて 27

0

C ，40% でもいい筈ですが，そうい

うのはやられておりませんか。

福山 雨の降る日は仲々 5596となりません。一般の冷

房装置は温度を下げる乙とにより湿気を取る ので，冷風

が室内に吹き出すとき自然に湿度が決定されるのです。

湿度とは要するに設計のn与の数字であって，実際tζ 調官官

できる数字ではありません。

回中 特K 空調関係は設計の時K は色々データを持っ

てやりますが，後の調査をやらない。実際にどのよう な

巡転をやって，部屋の I:IJ がどのようになっているかを正

確に調べるのは簡単にはいかない。乙の点では極端にい

って作りっぱなしになっています。やはり日本の気候で

はリヒートして湿度をうんと下げる必要があ ります。

桜井 今は初1I 日IJ さんがやってお られるが，臨射熱の問

題で天井全体をク ールして，乙乙にヒートした空気を通

してうんと冷却して除湿するという方法が行なわれてい

ますが，割合うまくいっているようですね。長も乙れは

規般の小さいものだからできたのかも知れませんが。

福山 規模の大きい所では無理でしょう。要するに，

ダフ勺レダクトシステムというのですか，暖い空気と冷た

い空気とを別々 K 送っ て室内で乙れを混ぜてやる方法で

す。そうすれば湿度や湿度の調節はいやでもできます。

田中 福山さんのビ J レはテ ナントとの話し合いはして

おられますか。

福山 テナントさんとの話し合いは営業関係がその窓

口になっており ，営業係で打合せをやったり ，注文を聞

いたりしています。テナントの注文に対しては伝票があ

り乙れを切って一切処理しています。

新田 私の方も伝票によって，営繕であれ，機械電気

であれ，テナントの要求は一切処理しています。

田中 梅田大映ではどうですか，観客の点でお困りに

なっ7こ乙とは。

小林 観客:の少ないH寺は温度の調整が困りますが，そ

れより最も因るのは，便所のトイレットペーパの金具が

取られたりする。乙れはひどいですね。

桜井 私の方は器具がこわされたり，取られたりする

ζ とはありませんが，お客のよく使用される所は，必然

的によくいたみます。

新田 ど乙かーカ所でやっ て自信がつくとまた外の所

でやる。吾々としては便所の中I C . 人が入っているのに1m

けて盗難を防ぐという乙とはできない。特 lζ 竣工直後の

落ちつかない聞にとられる乙とが多い。夜、の東京の本社

建築当時には地上階は リベットを打たずにボルトを使っ

たが，昼飯を食ったら弁当箱 lζ ポ J レトを入れて持って知

る。工事中水道鉛管の切断や，取り易い砲金ものはも ぎ

とられる。自分が昼間ゃったのを，夜1[. なって取るとい

う乙とはないが，他の業艇の者がやる。乙の時はそのう佐

郡の者 らしく中lζ 入っていって取るんでしょうが，全く

困ったものです。

管 理 者 の 業 務

国中 最後に，皆さんの業務そのものについて，管理

システムや管理方法の技術的な問題についてお伺いしま

す。皆さんが管理しておられる時に必要なデータは非常

に質量なものですが，それをどのようにとっ てどのよう

に務理しておられますか。

ー デ ー タ の 記 録 一

小林 井戸だけは大体，使用水f立を取っ ています。午

前中の水位が 1 寸か 2 寸か位しか減ら ないの 1[. ，午後 lζ

なるとその倍は減るので，乙ういう 1時間的な問題があり

ます。運転日数は調べていますが，観客数は取っ ていま

せん。

回中 白熱電灯から後光灯にかえると， 一年間にどれ

位取りかえねばなりませんか，桜井さんと乙は。

桜井 徐々に替えて行き一カ年20W ， 4 0 Wで5 ，000本

位い消費します。

田中 そのデータから今度の新しいビ J レは，乙ういう

ふうに しないといけないとい う指示はされますか。

桜井 百貨庖の方はそういう乙とはありません。庖の

いき方といいますか，各百貨庖によって追ったいき方が

ありますので，それに応じた設備なり ，建築なりが考え

られま すので，独自の方法でやっております。

吉井 私の方はあらゆる機械の迎転日誌は取ってそれ

を整理 しています。外気の温湿度も取 り，冷暖房を行な

った時の外気温との差等，考慮しています。

新固 とくに電気関係では，冷房にいくら ，電灯 lζ い

くら，普通勤カにいくら ，高圧電力にいくら総計どれ位
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という風にiillil 忌日誌を書き. その1! ( 用を出します。その

他冷暖房lI {r の巡転日誌，エレベータの運転日誌および井

水，上7 } < . 瓦斯の使用量日誌を作っています。

田中 それによっ て結論的にいくらかかるか分ります

か。

新田 ヒソレ全体で年間いくら かは /1 ¥ます。井戸等は地

銀沈下の影響で義務づけられています。エレベータは荷

物用エレベータはないし，屋上にまで昇っていなl 、。一

般のテナントさんを運ぶのは問題はありませんが，荷物

用は真中のエレベータしか使 っていませんので，昼食時

の/1¥前用と一般用とー絡になっておって困るが. 11与問的

lζ 分けて取扱 っている。登録した/ l ¥前だけ出入を許す 乙

とになっていますが，最近はまた. )レーズになっている

ようです。

田中 福山さんと乙 はどうですか。

福山 電気の水道，ガス等の使用品料金は記録してま

す。年間の修繕ｾＡＨも集計できるようになっています。

大津 機械および電気の運転日誌は相当細部にわたっ

て記録しております。冷凍機の経済巡転など乙の記録が

非常に役K . 立ちます。やはり計然計 ill 然の類は相当初lか

く入れて置くと便利ですね。

新国 必要カ処lζ 設けた公私設メーターで・上水)1 ノド共

毎日の使用料が1.1 '1ます。

田中 ｾｌ ｴ￯Ｑはむつかしい。 Ｉｉ ｉｬ Ｑ 引 については ｪｪｊ ｾ犯限度は

上 っていますが，屯灯の電力1 ! ( は安くなっていますか。

桜井 昔の白熱電灯でーコ" 7 ' 5 0 0 WX 2 ・・ .. 50- .651ux

であったが，今t-l 4 0 W，16 個で 5 0 0 - -4501ux に照伎を上

げないと，皆さんに満足していただけません。

田中 tTのfLI 会' / ¥屯灯等は適当 l己切れますが，後光灯に

なってからはJ . ' I 命は長くなったが. )1'. 常lこ照度のドロッ

プが大きい。 ＸＰ Ｙ ぢ位』 ζ 照度がおちたと乙ろを，が ｾￌｊ にし

たらそんな 3 ，0001l !j/l ¥J というような値にはならんと思い

ますが。

大津 メーカーに聞きますと. それより長いのもあり

短かいのもあり，平均してそれ位の寿命だといってます

田中 蛍光灯はベタ K 並べてある場合lζ は，一つ位切

れでもよいが，切れてから入れかえられますか。

福山 切られそうになっ ても，なかなかかえられない

テナントさんは全く駄目 K なったらかえるが，自;jlj が少し

黒く なった位ではかえません。

桜井 私の方は切れるまでかえません。かえておった

ら切り がない，と くに色をやかましくいい，かえた所が

迷うと全部かえてしまうとともある。また，品物によっ

て，特1( ，赤いもの. ｾｾＮ＠ リンゴ特l乙牛豚冷凍ケース には

照明は管球白熱電球を使用しています。冷凍能力を低下

しますが，商品の美しさを出すために無理をしています

陶 ｬｬｾ Ｎ 漆採草 ｦｴ Ｎ 空宇光沢を商品の主ＲｴＡ｜とするような場合

はスポッ トライト をかけます。
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問中 グローランプは取換え られるでしょう。寿命は

点滅回数と比例するので。

福山 ラピッドスター卜になるとグローランプはいら

ないし，点灯時間も迷い。

田中 ラピッドスタートは使っておられますか。

桜井 200V と 100V (ζ 使っています。

古井 手l、の方は 200V に引き直しせずに 100V で 4 0 W

を取っています。

- 故 障 診 断 ー

田中 設備に故障が起きますと ，すぐに業者を呼ぶ|時

もありますが，皆さんで直される場合の診断のコツとい

うようなものがありましたら，お fmかせねがえません

か。

桜井 私等よく思うんですが，故障が起ったH寺，直ぐ

手を触れてはいけない。故防ーの前後の情況を充分に聴取

し観察して理論と組織立った考想で着眼点を定める乙と

が肝要です。故障の起きた現象そのままにして置き， 上

記の着服点が事実であるかどうかを決定付けるまで，図

間と計探と記録により故障根基を押えるべきです。 丁度

汚視がさわるなといって指紋を取るのと同じで，乙とだ

というところが分 らぬとさわらぬ方がよろしい。

田中 何かそういう実例がありましたら。

桜井 エレベータが故障して動いてなかったので見

にくいと ，若い人がああでもない，乙うでも ないとやっ

ている。どうしても分 らないという。そ乙で. -J.t!fii Jか

して見るといって動かすと. !fVJ く昇降速度が途うという

現ヨとがあったので，データーを取り翌n論的に調べさすと

最後の結論が /1¥た。それをJよ磁としてしぼって行ーくと故

防のカ所に災当たるので，完全に復旧し時間も空白せず

に，良結栄をねたという乙ともありました。

大津 乙れは訴が少しj♀うかも匁lれませんが，ポン プ

関係で一度あったことですが. 7J くの/ 1 ¥が惑いので，よく

調べてみると，ポ ンプのラン ナー に木片が一杯つまって

いる。私の 方は地下水ＺｦＧｾｩｉ ζ なっていて，工事ができあが

った 11寺に木n- をほっ てあって，乙れを知らずに運転して

いると，ますますつまってくる。また，営業室の天井内

には歩み板をつけまして不十分なが ら通れるようになっ

ているのですが，施工当ｬｉ ｾｦ の残材が残っている。大工の

釘箱まで霞いである。どうも自につくと乙ろだけしか，

拐除しない傾向がありますね。乙のようなと乙ろを充分

検査する必要があります。

田中 フレッシュエヤーダクトもきたない。底を造っ

たままになっているが，そのなかに一杯物がたまっ てい

る。

新田 工事中の侃除が完全にできない。フレッシ ュエ

ヤーダクトは空気がiill るだけだから ，ホコリはせぬとい

う乙とらしいが，保守係員も定期的 iζ 布i除をしないのと



‘  

施工のi時も出来るよう な処置を乙うじていない。命掛け

で初除をやらねばならぬ。とくに私の方はフレッシ ュエ

ヤーダク トの中で火事が起き . と乙とんまでダク トの中

へ入 って調べた。すると工事中のホコ リを施工のH寺に天

井哀の狭いと乙ろや，一つ足をふみはづしたらあの世い

きだという各シャフト内は掃除していない。また， うけ

とる方もそ ζ まで気がつかなかった。今のビ J レではない

が 8 吋の本管が半年位 して通らなくなる。ハン 7 ーで

たたくと音が迷うので， 切断すると金鍔が出てきた。ま

た，役員室の天井内でもパイプをたたくと音がちがうの

で，乙れを切ると 木の屑が出てくる。乙れはおかしいと

思ってもっと調べていくと，丸太棒が11:' ，てくる。乙れら

は工事中の懇: むのない不注芯によるものであり ，竣工検

査のl時も充分注立しないといけない。また，フレッシ ュ

エヤ ーダク トは水洗いので‘ きるよう ，洗った水がテナン

トさんの方へ入 っていかず，機械室のブJ へ流れるように

する乙と が必要で，そうすると， 中間j切に洗っておける

ので， ダク ト内の思いホコ リがかなり防止できるでしょ

つ。

桜井 建築現場えいきますと ，ζ れはどのよう な主任

さんか分り ます。設備の専門家が建築の全部を監督して

いると ，現場が紛麗にとと のっており，設備出の主任と

主体建築出の主任さんとのiさいがそ乙 K あらわれていま

す。工事場内の整理整ilifi はもとより締官な監督は負傷者

が少なく，死者なんか全然ない場合が多く ，設備に関し

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

ては突に完成されたのを見ます。良い例は必経会館，明

凶両4fE士? でデ。

新田 ;没 &1111こ理解のある人でないと困ります。現場主

任の人は設備のデリケートな乙とが分っていない。 O A

シャフト亡すの場合，ねずみの入らない程度の孔なればよ

いのだ位IC考えているが，設備で当然いるよう なもの，

例えばピ ット の下にランナーのためのもう一つの小さい

ピットを設けておくとよいが，そのランナー用ピッ トを

無視される乙とが多い。段取りがやっかいなため，意匠

を犠1' 1 : にするか，設備を犠牲にするかという乙とになる

と芯匠その他をいかして設備を犠牲にする乙と が多い。

福山 試辺転のとき κ ，その辺ではまだ工事をやっ て

いるのに，そのままやるからたいていの空調機はホ コリ

を通 してしまう 。乙れは絶対にさ けねばならない。ま た

コンク リー 卜の表面は風化する のか，コ ンク リートのホ

コリが出 る。いくら掃除をしてもホ コリがある。一度横

走りダク トにホ コリが入 ると ，中 lζ 入 って侃- 除ができ な

いのでホ コリは永久にとれない。

古井 大抵掃除はするんですが，ダク トのなかに入れ

ないところが多いので，長い年月にそこに煤がたまると

どうにも な らない。また衝撃を与えると ，と乙ろかまわ

ずホコリが出て上司から叱られる乙とがある。

新田 冷房の場合，ウエザー7 スタ ーはきれいに拭い

た窓台の上 [ζ 煤が吹き 出して困る。アネモのと乙ろはホ

コリが天井から下に落ちるまでに散 るので，業人にはあ

まり気付かれなし、。乙れは乾燥時lζ は分りませんが，冷

房のときにはダクト内で雪夕、、 J レ7 のように煤がたまる。

ヒ・ J レができあがっ てから半年ぐらい煤で困ったが，チャ

ンパーのなかをみるとホコリがあるので，ダク ト内に入

れると乙ろまで入っ て調べてみると ，直線郎分にはあま

りたまらず山部にたまっています。

田中 水の方は中に物がつまっ て出な くな ると自にみ

えるが，空気の方は自にみえないので困りますね。

桜井 商品の秘主ねてある部分と か，巻いてある反物

の聞に入 ると図 るので，煤はl勝手気ままにさわれな いよ

う静かにさせてあります。

新田 私のビ J レは Weot her Moster ICなっていま すが，

! 隠洞化学工業! 株式曾討
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乙れはホテ J レfCはよろしいが，事務室の場合lζ は天井を

低くすると，換気が悪いので困る。またえらい人が窓際

lζ 席をとるので，W .M だと乙の人の後から吹く ζ とに

なり，すそが吸われるので寒くて因ります。乙の人のた

めにしぼると部屋のなかほどで因る。大部屋のままなら

よいが，好きなように小部屋lζ 間仕切りをされると困る

また W. M. を取付けるときはその床は防水しないと綿ホ

コリがたまって， ドレイン受の孔をふさいで，下の天井

κ 洩水して困る。冬は結露して水滴が窓につく，間いて

みると
409ぢ-

4596位にしぼ ってくれというが，なかなか

そうは保健上でき ない。 559ぢ位になると ，窓から床 iζ 流

れるぐらいになる。ペアーガラス か， 2 霊窓にするとよ

いが予算がないのでできない。管理者の立場からいくと

フロア K ホコリが多いと，フロントグリルに綿ホコリが

つくので: J 9 ! 気がわるくなる。フロントグリルなどパキュ

ムクリーナーで掃除するとよい。大きいのを持っていか

ないと取れないので，それを佼うが時間中では音が高く

ていけない。 そ乙で大体 日時を割りつけて行な う。乙れ

は各テナントさんの希望を聞いてやっ ています。

福山 私の方は今年から冷房をはじめますが，旧館の

方は W .M. を用います。ドレインの問題はドレイン受iζ

ホコリがたまり，排水管がつまるおそれがあるので. 点

検を充分にする必要がある。それで W. M. の下に空気の

吸込口と兼用の点検口をつけてある。 W. M. が天井にあ

るだけに漏ったときはまづいのでとくに注意 しました。

一 自 動 制 御 ー

田中 自動制御はワン 7 ンコントロールから出発して

現在の段階K なったが，使ってお られる方のど意見をう

かがし、Tこい。

大津 現1犬ではまだ完全に自動化していないので，特

別なと 乙ろだけやっています。完全なと乙ろまでい くに

は1nt 迎で，午前中は東側，午後は西側という ふうにゾー

ニングをやっています。個々の条件が，皆追う ので困る

が，もし完全にやるなら，もっと納lかく 分け る必要があ

ります。

田中 室温の調節はダンパー開閉でやり ますか。

大津 ゾーニング毎lζ ダンパー開閉をします。一部自

建 築 材料の選び方使い方の専門誌

建築技術者と材料業者の必読書

建 築

雑 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国替底で発売

本 社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電 話 ( 921) 2739

支 社 大阪市西区西長掘 1- 5 四ツ繍ピル電話@ 9200
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ｾ ｬ￬ｩｊ で行 な ってお りますが，大部 分は手 動でリモートコン

トロール しております。

福山 新大ピ J レの場合は，部屋毎の条件 fC応じて行な

う乙とはできませんが，各階別tζ 東西南北の方向l乙応じ

てゾーニングを行なっています。

田中 新大ピJ レは，外気温fC対してコントロー J レして

おられると，聞いていますが。

福山 最初の計画では太陽の輔射と外気温だけで室獄

なしでコントロールするζ とになっていました。乙れで

も室温のコントロー J レはできるのですが，それには室内

の温度が調節しようとする温度の近 くにある必要があり

ます。ですか ら，たとえば夜通し冷房をやるような場合

条件が出来ているか らうまくゆくのです。しか し夜間停

止して朝か らはじめようとすると室内温度が調節可能な

温度からはずれているので，オート マティック ・コント

ロールが利かないのです。それで毎朝手動で冷水のパJ レ

ブを開いてやり，室温が調節可能の範囲内にはいると，

それから自動が利くようになります。現在は外気をやめ

て室・温と太陽輔射だけで コントロー J レするよう改造しま

した。

田中 阪急はオ ート マティック ・コントロールをやっ

ておられますか。

桜井 やっていないのです。というのは普通のビルと

異なり，百貨庖はお客様( ヒ ー トロス) が動いている乙

ム 薄着厚着のまま( 保有ヒ ー トロス) である乙と， 売

場の模様にてお客様の数の集団の差が大きい等の関係、で

温調が大変困難です。オフィスのような室内を平均に温

調するような設計はできないので，独特の設計を してお

ります。乙の設計で効果を挙げています。

小林 私の方は 11法と 2 階の中間l乙夕、ンパーがついて

いないので，調節 しにく い。 温度計は下l乙3 ケ所，上に

2 ケ所ついていますが，冷房は大休，下は 25

0

C， 上は

27

0

C になっています。

田中 最近，建築基準法が変り， また地盤tt -fl 抑止条

例ができま したが， 乙のよう な状勢の変化ICとも なう影

響 や ， そ の他， ｾ 々 お 聞 き し たかった が， ＱＱ 与 ｉｴ 日の者 ｾ ｬ 合 で

他 11 ，お願いするとしまして，本 11はおーいと乙ろ，長時

間lζ わたってど討論下さいまして有難 うどざいました。

今 秋 発 行 / 建 築 建 材 業 者 の 必 読 書
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電 話 代 表 (54) 8  5  2  3  - 5  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 浜 町 2- 47

電 話 ( 671)  7  3  0  9  

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 聖 子

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良



ABC - キ

、

〆

ヲ11

nゆる周防: から 永久に漏水の心配を根絶する

木久に気容を保持 する

廉{ 直 で耐久 性. のある ゴーキン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 雄

1  c m x  1  c m x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場 渡)

( 現 場 渡 )

カ フ ク 比二二上 美しく，磨耗せず， 滑 らず，か つ 耐 柏 崎 ん だ 床 材

床，廊下，階段，ロビー，パノレコニー，ガソリ シス タンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ ェ 口 コ ン 工

コンクリート床の金属性硬化材で ，

果をあ げる 。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

l その他

7，080円

5，880円

(坪当り ￥1， 180)  

(  1/ ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

ブエ ロコ ンの施工によって床は恰も鋼板を張ったよう な効

{ 色 物

現場渡{

l ナチュラル

6，200円

5，400円

ZJ ι 去二三，NE 近 代 人 の 部 屋 l乙 は 疲 れ を い や い コ ら い ら を 取 る 壁 材

合成ゴムとコノレクから製造されたコ ノレク乙ノートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来 る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O.  7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室

・常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

タ イ ル

用 電 導 ビ ニ ー ノ レ タ イ ノレ

・施 工 翌 日 か ら使 用 出 来 る ・ 掃 除、補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7  7  

T E L  (581)  1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 1- 18 (京 s1J 会館 ヒソレ)

T E L  (44)  3 9  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3

"  
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編 集 委 員 会 編

は し が き

第 1話 舞 い 落 ち た 硝 子 板

第 2話 ねずみに利用された光天井

第 3話 余 計 な 光

第 4話 心 の す き ま

第 5話 世 間 は 狭 い

第 6話 設 計 変 更 に 弱 い 電 気 工 事

第 7話 ド ラ イ ブ イ ッ 卜 へ の 不 安

第 8話跡をたたない感電漏電事故

第 9話 そ の 他



は し が き

しばらく延引しておりましたが， i 処築設備茶話」第

3 回を設備特集号である本号に掲載します。

今回I . t ' ; lよ気設' Ul li r.: iでーあります。電気はやや専門的にな

り易く ，おわか りになり lζ くい点があるかと思い ますの

で，努めて平易を心掛けた積り ですが，なお，不充分な

点もあると思います。ど容赦願います。

失敗談のなかには「 ζ んなこともあるのか，成程な

あ」と受取られるものと， i なんだ乙んな他愛ない凡失

をやっている のか」といわれるようなありふれたものと

があると思います。後者の例が案外多く ，乙れに属する

ものはなるべく割愛したかったのですが，乙れもまた，

何かのど参考になるかも知れないと思い，あえて紙面を

汚しましたが，お目障りの点は併せてど容赦願います。

いうまでもなく，電気はわれわれの文化生活にとけ乙

んで，今後ますます重要な役割りを果していく乙とと恩

われます。と ζ ろで電気，c . 関する事故は，設備に閲して

起るもののなかで，もっとも大事をひき起し易いもので

ありまして，幾多の災難が乙れ，｣ＮｦＧ ｉｾ っております。それ

だけにわれわれは電気lζ 親しむとともに，決して乙れに

心をゆるす乙と な く，科学の法則l乙従って乙れをうまく

処理して行かなければなり ません。

今回もまた各方面から貴重な体験談を頂戴し感謝lこた

えません。紙面の都合上全部そ載せられなかったことを

ど協力下さ った方々に深くおsi びいたします。もし他に

も裏話の例 となるような ものがどずいましたら，編集委

員会までお知らせ頂ければ幸いゼす。

第 l 話

妻宅い落 ち た 硝 子板

花片や木の葉が空からひらひらと歩Fい綜ちるさまはj孔

仙のあるものであるが，硝子板等が天 )1・から舛い務ちる

としたら乙れは大変ーである。

(その 1) 竣功後間のない病院での山来 事であるが，

ある初手術室の天井照明器具のアクリライ トの仮が数枚

床に落ち ているのを発見した。，*i い説: もいなかったので

怪戎人はなかったが，手術中に乙んなととが起ればそれ

乙そ一大事である。すぐさまその原因を調べてみた。照

明器具は底が30極巾のアグリライト落し込みとなってお

シロ

り，両{ J l IJ のかかり代は約 3 粍である。* 下の原因は昼夜

の温度差と材料の歪みにあったようで aちる。昼間は暖房
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をしているので室温は25
0

_ 2 6
0

C であり天井面は温度が

それより上り 11持ちである上1 ( ，高限度で点灯しているの

で，かなりの高温になっていたと思われる。と ζ ろが夜

間は|凌民も点灯もないので天井面は低温となってアタリ

ライト板は収縮 し，ま た温度変化によって促進さ れた材

シロ

料のili みも 1mわって，ついにかかり代を外れて務下した

もののようである。: む外な場所で物理学の実験をした乙

とκ なっ たのであるが，すぐにかかり代の大 きいアタ リ

ライ ト板に取替えてその後は異状がな くなった の であ

る。

( その 2) 竣工間近い某 ヒリレでこ れによく似た事故が

起った。ホモゲンホルツ板でできた玄関の J レーパー天tl 卜

にはめ乙まれた照明22具のガラ ス板のうち数枚が，ある

朝むざんにも床lζ 落ちて破損していた。器具を調べてみ

ると ガラス板を支えているホ モゲンホルツ板の二枚が，

下図の点線のように互に外の方向に反ってしまっ て鼓形

κ 変形している。ガラス板は前炉! と同 じように落 し込み

となっていたため，乙の変形で外れ落ちたも のと恩われ

る。乙の失敗の原因を追求するとホ モゲンホルツ板は表

面が竪く内郎は柔くなっているが，乙の堅い表面を切り

欠くと板の内部の力学的バランスが崩れて内部の柔い部

分が反対側の堅い厨の方( ( 引張られて反対方向に変形す

る特性があるのを忘れていたためであった。ガ ラス受の

金物のかかり代を多くしたので，その後は異状がなく

なっ Tこ。



第 2 話

ねずみに利用された光天井

某百貨庖ビノレの地階コンコースに光天井を設けた。ど

乙の百貨底も同様であるが，地階 ICは食料品売湯等が多

く， したがってねずみも多いものである。た またま ，ζ の

光天井の上部に電気工事の幹線ダクト等を通したため，

天井内部の間仕切が不完全となり，ねずみの位入を許

す乙ととなってしまった。なお，光天井の内部は灯数が

多いので，乙のビソレの竣工 ｈ 寺 ｊｾｊ であった冬から春にかけ

ては夜間| 暖房をとめた後も充分l援くてねずみにとっては

絡好の安住場所となり運動場ともなったらしい。そのた

め，せっかくの光天井面は鼠の足跡と挨などで汚されて

全く不潔な不衛生なものとなった。光天井は，ねずみの

侵入を防ぐ点からも，また挨を防ぐ点からも，できるか

ぎり気密に保っととが望ましいと息われる。

Ｇ〆・ ＮＧ�ＧＮ Ｎ ・〆・ノ ー ｾ

ＮｾＺ＠ ... ;  ＢＮ 一 ｟ｌ Ｑｈｾ［Ｇ

第 3 話 ー 」4 午 三乏豆 長 三ごー

で;0- 7 : 寸丸三ヰ...fo-- でー

込 山 ー ""'9 ，'" 

余 計 な 光 ' ー ~ ー

某ピル玄関の天井がアルタイルの二重天井であった。

乙れにアタリライトカバー付のサークライン埋込器具を

取り付けたのであるが，照明採具の放熱をよくするため

にその反射板に沢山の放熱孔をあけておいた。さ て仕上

って点灯してみると ζ の政熱孔から出た光がアノレタイノレ

の小孔を通して洩れており，天井面が星をちりばめたよ

うに光っ ている。乙れは1i文熱孔か ら洩れた光がコンクリ

ートの天井lζ 反射してア J レタイルの小孔を過して光っ て

いるためであった。乙のような状態は見方によっては意

匠として効来的であるかも知れないが，全体がユニホ ー

ムに光っ ているわけではなく ，とζ ろど乙ろ余計な光が

洩れているのはやはり感心しないという乙と になった。

そ乙で器具を取り外して反応I板の裏面を適当 lζ グラスウ

ールで覆って，放熱( [ は支障のないように，また，光も

洩れないよう K したのである。照明では一寸気のつかな

い失敗であったと思う。

第 与 話 心 の す き ま

工1切にゆとりがあればそうでもなかろうが，工WHζ 無

理があるとついてsまらぬミスをしでかすのは人間の弱さ

であろうか。悪魔はたえず人間の心のすきま( [ 食いいろ

うとしている。九時たりとも油断はできない。

1.  分電盤の中身

分fE盤κ ついて次のような乙とがあった。

( その 1 ) 唆工前の建物でも屯気のスイッチを入れてみ

ると 20 W強光灯 ( 10灯程) がパッと点いたかと思う とす

ぐに全郊消えてしまったので，早. i i l i J¥¥i 明探具を調べると

パラス ト( 安定器) がす っか り焼けている。屯気業j l ' i 'は

23具が惑いようなのでメーカーに! 照会 I-jl だ といってい

る。しかし一流メ ーーカーの製品であり，何となく不思議

lζ 恩われたので，む気の系統をたどって行色分電鍍の

中益を開いて盤内のパーのつなぎを調べてみると金回路

が200V 用になっている。電波、は単相 3 t県式で 100V/ 200V

で， 4 0 W空白光灯は 200V，20 Wは 100V で点灯する設計に

なっているのだが，メーカーの作ってきた分電銚をその

まま現場でつないーでしまったので起った一寸珍しし、事故

である。誰かが注怠を怠たった結果であって，人 f[ 任せ

きりにしておくと，えてして乙ういうととが起るもので

ある。

( その 2) ある工事現場で竣工前の点灯テストをして

いたが，どうも分電盤のスイッチがおかしい。図面と照

合して調査すると， J . : 1j の場所lζ 取付けるべき分m盤の中

身がはいってい犬。その盤はスイッチが足りないので 2

回路をー絡につないでいるし，他の盤はスイッチが余り

過ぎている。外f f i ; iと中身の取付 i時期がずれていたため，

同じ大きさの盤の中身をうっかりして入れ間違ったので

ある。当然記号をつけてよく整理して取り付けるべきで

ある。
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2. 左右対称と錯覚

ヒステリシス ループの

よう な形号した照明器具

を図のように天井に埋込

む設計であった。提出さ

れた承認図は入念 lζ チェ

ックを し， 支障のないよ

うに充分に注意を した積

りであった。と 乙ろが

A， B 両型とも同ーと思

って作っ て しまった。無

論半数の器具は全部オシ

ャカである。竣工期 ｉｾ も

せまっ ていたが大急ぎで

作り替えて辛うじて工j卯ζ 間に合 ったのである。左右京・1

称を簡単に考えたfrltrJ : であり，ま乙とに他愛のない凡失

であるが，現切ではこういう乙とも時々起っ てい るよう

である。

第 5 話

世 間 は 狭 い

(意外な個所に! 怠路がある)

あるビル工事の竣工WI II が近づいて電気時計を納入す

る時期となったが，一向に入っ て乙ないので時計屋へ督

促 !C行った。と乙ろが時音|は目下美術鍍金lζ 廻 しである

という。そ乙で鍍金屋へ行くと ，そ 乙の主人は横』ζ 山と

積まれた照明器具を指して日く「乙れも同じピルのもの

ですがどちらを先にやりましょうか」と 。いささか面く

らった次第であるが，大阪市内では美術鍍金をやっ てい

る業者がわずか二，三軒であり ，各機器類が乙れ らの業

者lζ 集中するので納J l JH立遅れる乙 ととな るのである。

第 6 話

設計変更に弱い

電 気 工 事

(その 1) 宙釣りになった分電盤とパイプ

あるビノレでコンクリート工事が完了し，電気工事の分

64 

電盤の鉄函も所定の位置』ζ 取付けられていた。と乙ろが

急な設計変更でコン クリート 間仕切墜を祈って移設する

乙とになっ た。乙の壁lζ 分電盤の鉄函が埋込んであった

が，コンクリートを祈ってしまうと，分電盤とその上下

K 連絡する十数本のパイプは全 く宙釣になってしまっ て

どう も仕末が悪い。色々と苦心の末，分屯盤から下のパ

イプを切落して間仕切監のあったI貰く下の床スラプに中

継ボックスを設け，床スラブ中を新し く配竹 して新位置

の間仕切壁κ 分電盤とパイプを移設した。分屯継から上

のパイプは二重天井内 lζ 向う ものであったから簡単lζ 移

設できた。しかし，仕上りは もちろん見苦しいものとな

り，また，将来の絶縁不良その他の故障に対する不安は

消えない。

( その 2) 巾木の寓さとコンセント

某貸ピ、ノレの新築工事で起った乙とであるが，コンセン

トの取付位置は 巾木の高さの中心と決定された。 rl1木の

仕上はテラゾープロックで高 さはわずかに 10極である。

正確な関係位置は仕上墨が打たれてからでないと決らな

いのが普通であるので，あらかじめ大き目の木箱を入れ

て配管し，仕上前にアウトレットボックスと入れ替えよ

うと思ったが，監管さんはこれを許可しなかった。やむ

をえずアウトレットボックスを直接埋込んで配管 した。

とζ ろが，仕上になっ て危慎 していた乙とが起ったので

ある。 rl1木の高さが15糎lζ 変更された。 なお スラプコン

クリートの高さの誤差もあり， 大部分のコンセ ン トを 5

糎近く上げねばならな くなった。配管の関係でボックス

の位置替えは困難である。 やむなくボックス はそのまま

に して，特殊な塗代カバーを作 って，1111りなり にもコン

セントを巾木の中心に収める乙とができたが，ボッ クス

の有効ふとζ ろはEたく なるし，配線は無理をするように

なる。後の補修，維持管理に支障をきたすであ ろう と恩

われる。

( その 3) タイルの目地と分電盤

あるビルでは タイル貼りの墜に分屯盤を取り付ける設

計になっていた。乙ういう場所はなるべく避けたいので・

あるが，他に適当な場

所がないので，やむな

くタイル白地に合せて

分屯盤を埋込む乙とと

し，所定の位置に鉄凶 / 1  

を取り付けた。さて， 7，(

ll

i  ( Y  

タイル工事が終了して で ＺｽＮ， ｾＺ ， ｉ r  市ｾ

尿を取り付ける段lζ な ¥"  ，フターで7 弐屯

盈 抽 ' (-J . ノ ｾＤ ＪＢＢ＠
ると ，タ イJ レ白地の位 棋 〓 や1..../ 匹 目

置が予定とは大部ちがっ ていて， 鉄函の位置は目地とは

合っていない。 鉄函を移動 しない限りは合わないが，分

EE盤は今夏却j かす乙とは困難である。やむをえず折角で

きていた扉を作り替え，図のようにずらして取り付けを



墜を新設するため，コンクリート壁K ドライプイットを

発射した。いとも簡単κ 墜に食いいって様子がおかしい

というので屯気係員に述絡があり，すぐに調査してみる

と，埋込んである包気工事の幹線配管lζ ドライプイッ ト

の先端が，食い込んでいるらしい。竣工間近なので，す

でに配管内には入線がし で ある。電器ｾを引抜いて配管の

手直しをしようとしたが，どうしても電線が抜けない。

やむをえず大きく墜を研つてなかに埋っているコンジッ

トチューブを嫡出し，電線もろとも切断してなかの線を

引抜いてやっと修絡を終った。コンクリート壁が耐震壁

でなかったのが，まだしも幸いであった。一般にコンク

リート打込までに間仕切壁が決定している乙とが望まし

い乙とではあるが，そうでない今回のような場合には，

関係者聞の述絡を密、に して，充分現邸調査の上で施工し

なければな らない乙とを痛感さ せられた。

(i lJ ｾＡｈＢ 分 ｊ
ＡＺ，ｴ宮中ｾｾ

- ; I J ^ -l 同晶

別

館

主

電

，
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跡 を た た な い 感電 漏 電 事 故

最近は工事現場の安全管理が強調されて，不測の事故

は次第 lζ 減少して行くようであるが，事故皆無の状態に

達するのはまだまだ速い将来の ζ とであろう。事故の中

で恐しいものの一つに感電，漏電がある。今日まで大小

幾多の事故lζ よって貴重な人命を失い，また火災の大事

に至る等，莫大な犠牲を伴ったものであるが，今日でも

未だにその跡をたたないので，日夜我々は電気事故K 神

経を尖ら せている次第である。

( その り ある工事現場で変電室の組立作業中 IC屯工

が感電死亡する事故が発生した。変電所の機器類の取り

付け及び結線作業がほとんど終了して，いよいよ送電の

ための高圧ケーフ勺レの引込にかかっていた。引込工事は

電力会社 IL委託してあったので，朝から数人の電工が来

て乙の作業を行なったが，夕刻になって一部取引用変成

器函の取り付けと結線が残ったので，送電を急ぐ関係も

あって，屯力会社と工事施工者側とが話し合いの上，乙

の残工事を工事施工者の電工に依頼して電力会社は引窃

げて行った。電工は明日品、よいよ送電というので残工

事の仕上に余念がなかった。と乙ろが乙の引込ケーフV レ

をつないだ引込柱には別lζ また一台の開閉器が取りイ、!け

られていて， 55IJ の変電所Iζ 送電していたので、あるが，た

またまその別変電所 iζ 事故があって開閉器を遮断してい

第 8 話

完了 したが，扉を開けば配線スペースが丸見えとなりは

なはだ体裁が悪い。乙のような例は便所の点滅器その他

にもよくある乙とである。

ドライブイットは，最近建築，設備各方面 IL盛んに利

用され，重宝がられている。屯気郎門でも照明器具の取

付，幹線配管工事等によく使用されている。便利なもの

ではあるが取扱方を誤るととんだ兇器になりかねない。

(その 1) ある工場の照明器具取付のため，足代の上

でドライブイットの打込作業をやっていた。ピンと火薬

は足代の下で補助員が装填し，乙れをロ ープで引上げて

使用していたが，長初の場所で作業を終えて次の場所へ

移動したときに，図のようにロープが引上げられ，銃が

補助員の手から離れて暴発し，迩悪く近くで作業 してい

た人に命中し死亡させたのである。銃には安全装置がつ

いているので，普通は乙のような事故は一寸考えられな

いのであるが，事故が起る場合は不迩がつきまとうもの

であって，補助員の手を離れた銃が床 lζ 敷かれていた栗

石lζ 当って，安全装置が外れたらしい。なお惑い乙とに

はロープを引金の部分K ひっかけていたために，引金が

引かれて乙のような惨事を引き起したようである。

(その 2) 厚さ 15涯のコンクリート間仕切墜に分電鍵

を取り付けるためにドライブイッ トを発射した。乙のコ

ンクリ ート の哀側はテラゾーブロック張りであり，すで

に仕上が完了していたのであるが，発射したドライブイ

ットのピンが乙のコンク リー ト墜を貫通しテ ラゾーの面

に頭を出してしまった。完全に貫通しなかったのが不幸

中の幸であったが，竣工前の乙ととて建築技術者から大

目玉を頂戴した乙とはいうまでもない。普通にはとのよ

うな厚いコンクリ ー トを貫通する筈がないと恩っ てよく

調査してみると ，コンクリ ー ト中 IC大きな木片が入って

おり ，その裏側IJはコンク リー トが充分に廻りきらずに巣

ができ ていたためと 判 った。乙のような例は時々起るら

しく ，建築の仕上を痛めるだけでな く，乙と人命 IC関す

る乙ともあると恩われるので，乙ういう場合にはドライ

ブイットを使用するには間仕切壁の反対飢IJの状況をよく

見定めてから細心の注意をもってする乙とが望ましい。

( その 3) 某貸ビ J レでテナントが決定して木造間仕切

第 7 話

ドライブイッ卜への不安
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た。その事故が復旧したので，開閉器の投入にやっ て来

た古が誤って作業中の変電所向けの開閉器を投入してし

まったのである。

丁度折感しく，乙のとき取引用変成器図と責任分界点

の断路容の接続作業を行なっていた屯工が感屯死亡した

のである。乙の事故について考えられるのは，他の変電

所関係者が自己の分の開閉器を投入するときには，あら

かじめ同じ引込柱の他の開閉器の属する変電所関係す; と

述絡し，両者立合で行わねばならぬ筈であり，まナ， 工

事施工中の変電所側としては，自己のDfJI ;J -I i*γ 関係者以

外ICもよく判るよう IC何等かの注辺、表示を行なって危険

を避けるべきであ った。なお，電力会ネ1: のl付規によると 司

取 引用変成ｾ雨は責任分界点の前 に設ける ζ とに な っ

ている。そのJ 1J I i : l J は盗電のl抑止と， 11任分界JJi 以降に他

lζ 所属す る設備があるのは不合理であるというこ 点 で

ある。しかし，ZI 任分界点である 断路認を遮断しでもが

おかつ一部IC高圧充電部があるということは，将来とも

今回のような不測の事故の発生を絶対に無くするために

は，大きな障害であると恩われる。乙の事故は屯力会社

と工事施工者個11との間 lζ 微妙な問題もあるが，それはさ

ておき ，業界全体の問題として，また人命尊重の見地か

らも内規の改正を関係当局lζ 要望したいものである。

(その 2) あるヒソレの改造工事のときに起った ζ とで

ある。現場で窓ザッシの繊の木持? の下から煙があ が っ

てきた。不得κ 思 って調べてみると ，そのサ ッシの一部

が赤熱 し，乙れに接した木J??がこげているのである。原

因は騒日鉄 Ｇｲｾ 取イ、u刊の電気; 始後探のアースをサツシにと

っていたためである。早述| 児係千?を 1I千んで厳屯に注怠す

るととも lζ ，完全なアースを新設して作業 を継続させ

た。このようにほとんと電気の知識のないおが，工事月]

の屯気機械を ｉ 以倣う場合が多いので ， これに ｮ う Ｇｴｾｦ 改 も

相当あるよ うに思われる。

第 9 話

そ の 他

1  ) 忘れられた一隅

地下室の声は空気調和設備13でも取 り上げたが，そ乙

にはまだ忘れられた一隅がひそんでいるのである。ある

大きなビノレの電気技術員宿直室が地 2 階の中央監視室の

憐りにあり ，その下の地 3 階が電気室になっていた。冬
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の問は問題はないが，互に なると夜が宕ーくて眠られない

という。その理由は昼間は冷房の空気が屯気安にも宿直

室にもはいってくるのだが，夜は冷凍機の巡転が止り .

換気も地階系統の 10IP以上のファンを，宿直員だけのた

めに運転するのはもったいないといって止めるからであ

る。乙の場合宿直室の床面は30

0

C位になっている。若干

のダク トを改造し， Ｑ Ｏ Ｒ ｈＧ ｾＱ Ｑ ｐ の換気ファンを宿直室専

用に取り付ける乙とにした。

2  ) 建築愚連隊

見tt 築の工事現場でよく聞く話であるが，工事中の電気

給排水等の配管の中に，砂利，コンク リー ト等が入っ て

い て後で ［ ｗＧｬｾ［ ｉｃ 困る乙と が ある。配竹工事。 ｻ ｉｉ の養生の不

完全による場合もあるが，いかに入念にやっ ていても，

それをはずして故意κ 入れるものがあれば，乙れは何と

も致し方がない。建築が関係者全員による総合作品であ

るという深い認識を持ち，また，施工の良識が末端にま

で普及徹底しているためか，さすがに一流といわれる建

設業者には，乙ういう乙とは少いようである。建築が近

代企業として成長するためには，乙のような建築感連隊

をな くする乙と が先決ではなかろう か。

3  ) 記憶よりも記録

見外線工事の話であるが，北陸親不知1の 現 ALj で 経間

1000米の; t，;jJT架線の 1* が断線し乞i いで・取り替える乙と

になった。 保線倉庫』ζ 建設当時の予備品Tili 銅線1000* も

のがあったので ζ れを使うことにした。準備全くなり現

在送 Ｇ［ｾｌ � の他の電線を Ｓ Ｑ 時間の停Ｇ屯をして位銅線の巻 き

取りにかかった。約 1 時間の作業後に ，鉄搭まで とどいて

10米程余 るはずの電線がどうしても 50米程不足であると

いう乙と が判った。電線は指定のものに相違はなく長さ

にも間逃いはなさそうである。停篭時間がせまってきた

ので一応電線を接続して仮 lζ 間に合せた。翌日旧図面を

調査 してみると ，鉛筆書で地盤傾斜のため鉄塔を30米後

退さすと記入しである。電線の長さの不足は判っ たが判

らないのは建設11相ζ 電線をどうして架設したかいまだに

不明である。

以上の乙とから，すで ILでき上 った工事については設

計変更等は正確詳細に記入保存して， 後日の保安術修に

万全を期する必要を痛感 5 せられたのである。( 以上〕

is築設備裏話掲載号

第 1 図 : 衛 生 設 備 筋 悶 和34年 9 月号

館 2 問 : 空 調 設 備 総 昭 和35年 1 月号

茸j 3 回 ー低 気 設 備 筋 本 号



エ レ ベ ー タ の ス ケ ジ ュ ー ル コ ン ト ロ ー ル
カを発揮し， 待時間を短縮 し かっ

均等にし， すべての階l乙対 l て無駄

のない平等なサービスを提供するの

で， 交通変動のはげしい混雑する大

規模なビ J レlζ 最も適した方式であ

る。

〈輸送計画自 動選択群管理全自動エレベータ )

並設されたエレベータ君? を縦走|聞

に巡転したのでは，いわゆるダンゴ

運転になり輸送力が低下し，ビ〉レの

経済効率を低下させる。したがって

輔験する交通を適切に，能率的に処

理しヒ勺レの経済効率を向 上 す る に

は，エレベータを数台どとに 1 組に

して，総合的に，かつ時々 刻々に変

動する交通需要κ 即応して適切機敏

IC管理迎用する必要がある。三菱オ

ー ト・セレク トパタン ・オー ト方式

は最も優れた群管理機能をもっ全! ' I

動群管理運転手な しエレベータであ

って， 電子計算機を利用して，乗場

の呼の方向，数，分布，継続時間，

カゴ内の乗客数，カ コ' の運行方向.

位置守停止の数と通過の数など絶え

ず変動する交通状況から総合的 lζ 判

断を下し，常にそのときの交通需要

』ζ i誌:ii&な輸送} 彰式，すなわちパタ ン

をl可動的に iN撃する。

ノf タンは" UP  peak， Of f  peak， Do wn  

peak， O ff hω rsの4つの基本的なパ タ

ンと 1ntense up peak， Haavy up， Heavy  

up down， Heavy down の4つの補助的

なパタンκ 分類される。補助的パタ

ンはビ J レのt丸模，性質，エレベータ

の台数によって若干変化する。パタ

ンは各々，交通需要lζ 最適な迩転ス

ケジューノレを有し，エレベータ群は

各パタン特有のスケジュー J レICよっ

て管理運転される。さらにパタン内

での交通需要の変動にも即応して迩

転スケジュ ーJ レが最適に自動的に調

務 戸れる。したがってオート ・セレ

ク トパタン ・オー ト方式は運転手も

監督者も必要とせずに，いかなる交

通需要においても，常lζ 最大の輸送

群管理機能を有 ド9[C発揮させ るに

は乗客の混乱を防ぎ，乗りやす くま

た使いやすい乙とが必要であって，

ζ のためには，単: 三エレベータの台

数を増加するだけでな く，その配置

，パンク構成，停止個所などについ

てピルの初期計画の段階で，十分な

検討が行なわれるととが必要であ

る。また先発灯は乗羽の どζ から も

やl るように大きくし，各種の表示灯

類は必要最少限に とど めるべ きで，

乙の点メ ーカーの経験を基礎にした

意見も十分に吟味していただき，必

要最少限の設備で最高の輸送力と最

高のサービスを発揮するよう ど協力

をお願いする。

( 三菱電器量K K名古屋製作所 板垣晃平)

エ ア ー リ ポ ー タ ( 気 送 管 )
る現場状況に も美観を拐なう 乙と な

く，設備されます，気送官( ダクト)

の極類としては，下記の極類があり

搬送物に応じたサイズの型を設備で

き，重量，大きさ，距般によ りブロ

ワーの出力も変化します。

現在の企業経営における事務組織

の合理化とその能率向上Iζ よって生

産性を高めるために，各企業が一様

に頭を似ましておるのであり ます

が，企業合理化の極度』ζ 発達してい

る欧米諸国では， 乙れ らの問題を解

消するために気送包装置を全面的に

係mし，時間の浪1 ' 1 と人的労力の 7

イナスを必小般にお さえる乙とに成

功しており ます。

エアーリポーターは各極伝票，軽

品物などを一部門から他部門へ直結

流通させる搬送装置で，すべての企

業の管理部門( 伝来類，テレタイプ

わが国において も一部の企業( 製

造部門， rrt:翌日1I 門) 1こて採用しH成

績を得ており ますが，従来乙の極の

機械に見られる多 くの欠点を，専門

メーカーの U 製作所が10数年の研究

用紙などの搬送) ， 

生産部門( 金属片，

粉末，液体テストピ

ースの倣送) に広 く

使用 され，乙の装置

の機構は搬送物を特

殊なケース( 気送子)

lζ 入れ，配置 された

パイ プの中を送風式

( 空気l噴射) ，ある

いは真空式( 吸引)

と経験を生かし，技術的な面，コス をも って迅iili に( 秒

トの而などを改良し現在各方面でも 辿8 - 1 3 m) 送迷され

その必要性が認識され，またその性 るもので，新築，既

能も高 く評価されております。 設を問わず，あらゆ

〔丸型〕

型 式 内径 1111半 径 材 質 気 送 子 釦 送 プ ロ ワ 一

弘 弘 内 径 弘 T h1itg A C I 00V  

ア ル ミ ニ

A R- 35rt 35 4∞ ウム 1ii 銅 24 x 90 50 3 0 0 W 

A R- 57rt 57  600 

"  
35X l 80 400 300  

AR - 75小 75 800  

"  
52 x  260 800 300 

AR - 75'T  75 1. 200 

"  
52x 300  800 400  

AR- I 06小 106 1，200 

"  
68x 380 1. ∞o  400 

A R・130'" 130  1. 500 

"  
93X 450  1. 200 400 

〔角型〕

型 式
内%fE  

ＱＱＱＱ り 、 ， ｾ径 Mi"I  
弘内(tJ:筏L 弘F  ill栂11送g  

'%. 

A R・80 80x 24 400 600 政鍋 100X  70x  12  30  

A R' 130  130x 33 600 800 "  180x 1l 8x 13 50 

A R・150 150X 40  650  1. 000 "  215x 138x 18 250 

A R-210 210x 56 1. 000 1. 20n "  260x 186x 28 500 

A R-280  280x 70  1. 200 1. 300 "  3∞x 250X 35 ｌＲｾＰ＠
. ... .‘・ ーー.-. .. .・ ーーーー，

( K K 上 野 製 作 所 総 村 勲)
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ク リ ン

かつては，冷却水というと反射的

に手近かな計画として盤井を考え，

冷却水と井水とは切っても切れない

深い関係にあったが，最近では経済

規模の拡大と，技術革新の進展 lζ 伴

ない，その使用品は急激に増大し，

工業地帯でも都会でも井水の絶対量

の不足と，その過度のくみあげによ

る地盤枕下の現象なと・の難問題が生

じて きて，数年前のように簡単に井

水κ頼る安易な考えはできにくくな

ってきた。もちろん冷却水には井水

以外IC，工業用水道，河川，海水，

貯水池など( 特iζ 乙れらは工業用冷

却水 tc 利用されている) あり ， それ

ぞれの適した方法で使用されている

が，やはり使用量の急角度の上昇! こ

需要供給のバランスがとれず，各関

係者が，口夜その解決策』ζ 専心して

いるのが現状である。

グ タ ワ

ど承知のi辺りクー リンク タワ ーは

乙の問題の解決策として冷却水を何

回も繰返して循IIi使用するもので，

その設備内容の簡単で，かつ価格も

割安な点を高 く評価されて各所に設

備され，過度の冷却水不) J ! . を有Ii なっ

ている。

特 性 : クーリングタワーには概略

図のような特性がある。

すなわち外気湿球沼t度 25

0

C， 冷

却水の冷却bbi 度総凶 10

0

C ， アプロ

ーチ (;J<のタワー出口温度と外気湿

球温度との差) 5

0

C の湯舎のタワー

の大いさを法準κ して乙れを 1 とし

乙れらの三つの函数のうち二つを一

定 lζ し，他の一つを変化さ せたとき

のタワーの大いさの変化の割合を示

したものである。

とくにアプローチのl ! Zfl:; ll : 対する 9 ワーの

変化には? 干しいものがある。 たとえば外気温

園田
冨 ' Y 週園

電 子 冷 房 時 代 く る か

最近電子冷凍が急 IC時代の脚光を 種の不純物を極少量添加して，乙の

浴びてきたが，Eb子冷凍とはどんな

働きをするのか，また経済的に在来

の圧縮式冷w機 IC太万打できるのか

という問題は，われわれ技術者が持

っている予備知識で理解できるほど

簡単なものではない。近代物理学の

説明によると ，励起されて高いエネ

ルギ一帯へ移った電子は自由な迩勤

が可能で， ζ れが電流に寄与する。

電子が飛び出した空隙( ホー l レ) は

また正電荷を持った電子のような働

きをして，やはり電流lζ 寄与する乙

とができる。このような性質の異な

る2 個の半導体を対 IC用いて効果を

倍加した電気回路が二本足を持った

電子冷凍の秘密である。要ーするに半

導体とは電子を飛び移らせるための

エネルギーが極めて小さいような物

質で，現在ではテ J レJ レ化1 f 鉛にある
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活生化エネルギーを小さくした，い

わゆる不純物半導体が用いられてい

る。不純物の配合により性質の逃っ

た屯子半導体 ( n型半導体〉とホー

J レ半導体 ( p型半導体) ができる。

乙れら 2 個の半導体を直子IJIC用いた

回路IC電流を通ずると，電子とホー

J レ( 正子L) は前と逆に熱の巡搬をし

てペリチェー効果が現われるわけで

ある。

現在製品として出ている一対の熱

電素子 ( サーモエレメン ト〕の冷能

力は 0 .8KCol ( h前後で，消費電力を

決定する成総係数 0 .4 - 0 .5 ぐ ら い

で，圧縮式よりよほど低いが，圧縮

式のように機械的損失がないのでほ

とんど一定の値をとり，ただ半導体

性質にのみ依存している。電子冷凍

の C. O .P もやはり極限値はカル ノー

，& 
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外ｾ温ＢＢ査風ＨｉｯＧ ｳ ＺｸｺＲｴ 23"t 24' t 25'1:: l色、， "司， ＱＸｾ＠
削 岨 叫 担 問8 ' c 9' t '0叱 I rc 12・(; r3"C 

i 7 フ・ 0 ・チ 2・( ，司，.宅 ，.， ，・ζ T 気 8・6

球温度25' C，冷却温度範凶 lO' C を一定とし

た場合，アプローテを 5' C より 2' C 11:t.:える

と，タワー の大いきは1. 761音となる。

ー般にピルの伶l HJ l J 冷却水は， 他の附同僚

告書の総合的経済性を合わせ考えて， 冷却温度

範囲 5' C，アブローチ ゲC ぐらい11: 大体決ま

っている。 したがってクーリングタワーの占

有面前は必然的に決まってしまう。大体その

商積は向流型でピル面的の ｏ ＮＲＵｾ ｏ Ｎ Ｓ Ｅ ， iO交

流型で ｏ ＮＳ Ｓ ｾ ｏ ， Ｔ Ｅ ｾ出ｉｬｴである。

( 社団法人 日本管工事工業協会)

効献に向う。 T̂

ε回 目 = T --T
o  

= εc  

乙の場合 To は冷接点の絶対瓶度

ｔ は熱接点の絶対 ｾ､ 変である。実際

の C. O .P は T

o

ε
e =マ・ε e= 甲T - T

o

乙の守が圧縮式では冷凍機の大き

さにより非常に異なる値をとり .

609ぢ ( 2 0 0 KW) ぐらいから 20% ( 20 

O W)  ぐらいまで低下する。電子冷

凍ではあまり変らないから，数ワッ

ト程度の場合κ は，電子冷凍の他の

利点( 迩動部がなく ， 目方が極めて

小 さい〕を除いても圧縮式は 守がさ

らに低下するため到抵太万打で きな

い乙とが予:[l できる。

結局現在の段階では小型家庭用電

気冷蔵庫でも，電子冷凍は圧縮式の

2- 3f15の電力を翌し，空調では 1 冷

凍トンぐらいの小鋭校でも 5- 6倍の

消'l'1力となる。屯子冷涼の将来は一

つ に半導体の材質いかにかかってい

る 。 ( 須 賀 工 業K K 南1保孝一郎〕
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設計点; 野 1-1係Tli ・口高 J1'1' 

施工-r. . 久保1' 0小三ー郎
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この平而図はJ i [i の々，1，'.i . よりみて，少くとも明治44年以降のも のと忠われる( 口述設計 :r務 K K所政)
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階

35年 lζ 1 カ"1 問，{ i  み;家より海外W!

学さ せ られている 。おそらく ζ の建

築K 関係があ った乙とと忠われる 。

当初の建物は凶 1mの大玄関を持つ

本 館 の み で あ ったが，その後大正

5 年，府によ って3従来 Iζ 別名i! Ｒ 号 ｾＡ ｩ

!車( 主体煉瓦造) が伴i築さ れ， さら

に昭和 2 "1". 1ι はi'i' i1Jl IHζ 3 号事1'1" (鉄

筋コンクリ ー ト造) がj判築 された。

( 以上 までて‘ 蔵沓407JI IIf ) 。なお別』ζ

本館左右の日 IJ 綴阿波新1 t i 'i が，大11-.11

年 ｬｏ ｊｊ 住友 家 の 干 ｾ附， EI高JJl 氏の設

言1'，ζ より追加されているが，その芯;

匠は1' 1'央本f ! riのモチ ーフに従 った。

規般のブミT?tSは以上のごとくだが，

その後利用者 とi熊吉 の増加により ，

i以後さらに拡張工事がj f J j め られてい

る。拡張の必要はもちろん当初から

予怨されてお った。すなわち最初本

館は ，両翼新fli ' j 分の而積を予定して，

49間 x 21問の般地の '1'央K 建てられ

たのであるが，機能的には書fl¥' を災

地lζ 求める プJ が有利なので，新たに

:l) xl血を束力 lζ 約 て，{i'i f' i'.l';t :JJII したので

ある 。 しかもなお述からぬ将来1j き

ｾｩ ， ｬｩ まりのく るととが予定Ａされる ｮ

設 計 概 要

西正耐 ，-1字形の平市。 '1' 央36尺

ムl:i ) j の空間] には21尺の円形ホ ーノレを

持ち ， 11¥持よりド ームまで l次抜いて

いる。 乙の '1' 央部から 左布 l ζrl 136尺

の翼を :Hし，北側は ，1 . 2師寺とも

45t'l' の大閲覧宅を ;1"{ き， 南tt はJ I! 日下

を持つ 3 小室 l己分けている 。

当初号|直!Iされた関覧室のjふさは下

主主の とと えであ っfこ。

閲覧宅名 I Jl ; d<尺) I 定員 | 備 考

辿 I 34y. 42 I  84 I  ｾｾｓＡ ｴ｜ｩ納所 ・I  34  y. 42 I  84 I  
I  J 't / . ..{.， I  0 ' 1 I  11録検索所共

特 別 i 18x  34 I  40 

女 子 I 20 x  32  I  16  I  

新 開 催 誌 I 34  x  42 I  I  1I1納所共

階

階

しかし事実は ，利)I J者が予似以 1.

k 増加したため明治43
i
l斗乙は児i I ! . I ?Z1

書閲覧室を新設，翠44年にはさらに

関覧室を柏加するに至 った。ただ し

このため ，他の京，ザIJ えば記念吉宗の

どときが| 徐かれるなど '-![I初の計同と

はかなり 変 った配内とな った。
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"11 ｉ Ｑ日 ｉ Ｇｾｉ .+: fiir 3 桝， ｉ ｉ ｾ＠ J.l z  5 桝で， 川 JOF 内 部は炉、 .;; t jむ (  ＱＱｾ ， ￬Ｇｻ ，Ｚｉ Ｂ ｮｾ ｋ ｋ ｩＹ ｩ Ｂ，ｾＩ＠

閲覧宅の lU納所から ，'i' TI(ii の古川t

へは ，斜めに通 るようにな り，WJl lI  

は 5 J百， リフトを 2 カ所，当然は岡

大の主:物を一架 fe並べるよう同定訟

により ， 8万主主を収旅さ れるように

設;: 1 されている 。

権造 ・仕上の問題

本館は ， 基礎別ｾｔｩ ，コ γ クリ ー

ト地形。床梁はすべて鉄材 ， ドーム

も欽'¥' 1で組んである 。外壁は大島M

花1刈計，Jr 積は煉瓦。ただし害時の

みは ，内部 lζ 鉄骨を組み ，中央』ζ 鉄

製の断段を置く 。床は ・独の1V5火床

で I 型鋼上 le ナマ コ欽似を Jrl: い

て，コンクリ ー トJ*としている 。(乙

のプ'J 1:1;は，明治j切に一般に用いられ

た〉なお鋼材 は “ Dor man L ong  &  

C O.L. - m i dd L esbr ouch  E ngland"  

のFれによ って英国 ドノレマ; / . ロγ グ

別であ った乙とが知られる 。

ζ のよう l ζ ，T i 造煉瓦iii の主材、 fe ，

鉄日5を川い，とく IC 引 ドの内部を全

71 



'1' * ド ー ム 凡 上 げ

当初の閲覧不 現在は天井はすべて改造されている ＨＱＱｾ ， ｬｾ ｊ ｉ Ｇ ｬ Ｚ 務 ｋ ｉ＼ 所厳Ｉ

δ ，11 鉄1' ( ;11. 初、別何時f') で，11 < が防火11，になっている ，'FfJ は:;¥1定式である

72 

ff防止{'1 でT tJfii l乙組んでいる .1.1.i、は，わ

<i 1>  

がｼ刈欽什ｊｴｒｴ築ｾ上 ￬ i:l 11ζ (t l'i する 。

〈 注 下 付松 ii 次郎氏の r11 4: 姐築技術史」

中の担、1'1" tl! ｾ高のリス ト ｉ ｃ よれば ， II)J  ｩｦｩ ＲＸ Ｑｦ ［ｲｾ＠ y:と

合印 刷J OIJ ， 3511' の三}I 銀行 ，37:ドの陥 iJ o，銀行

が，J J Wのlは，'， の例にな っている 。本町( ，'1"" は

これらと性」、ものである 。

!i H伎は ， もと可jijr，¥板ふa であ ったが

大:iI .l l イ1'1ζ 剣 似 仰ζ 張りかえ，同時

lζ ， 判官ｬＺＺ ｉｉｕ の［ｶ ｫｬ Ｇｮ ｅｽｮｾ 反 Ｔ 長を， ［ｩｾｲＺ ｬ ・

欽小舞保( メタノレラスの一種) 人足j

:r i
l
引 1:上 lζ 十ili 修した乙とが， 717い記

録で知られる 。

設 計 者

野 1-1孫市氏は，明 治 2 年姫路TITI ζ

生まれ三ー; 丸* 大造家学科を終て大

学院でjfUfぷ構造を専攻， 29チ「逓信技

r: 1!i ， 35{1 {i ' .友' ぶ より ，rilj 外側学を命

ぜられ， Ｚｨ ｬ ＺＧ 机後住友本 Ｑ［Ｑｾ 臨時建築 ｩｾｪｬ

技r: IU長 とな った。39i ドサンラ γν ス

コEi 災調査に派遣された。大 正 4 i l  

乍伎をJ受勺されたが， その秋40才で

亡くな った。fl 仏の多くは十i:. 友関係

の銀1i ，工場笥;t，こが，異色ものとし

て，イ i: ;Ii 訂iI普月IJ 邸 ，大阪倶架部，大

ｼ 奴 Ｑ Ｕ ＵＴＱσＡＺＡ Ａｪｬｾｪｬ ， 大ｼ奴 心 ｴＮ守備 ＲＵ があっ

た。 11 ，*jJ j' I' 氏との介作も多く ，住 友

銀行 点以文Ihも，1何人の設計であ っ

たが， 完成を兄ずして他界された。

附記 木 調 査lζ|刻し ，)/1: 11: 凶書館

の官i';J反! 治めの多くの方々のど協力を

ねた。記録は すべて， 1).( ¥占 館 政'.l!! 覧

によ った。 調査に当 っては大阪市大

のう! :a: ，池 沢t:. 夫刀の協力もまた少

なくなか った。 ここに夏めて感謝の

芯を表したい

なお ＢＯｴ ｦＺ ・ ドど ｜ｉ Ｈｬ ｩ の多くは 「 野 ｮｲｾ リ

ー ｊＺｾ 築 ｼヌｼリ ミ ・ 六 百一 Ｙ イド「リ ｊ Ｈｉ ｉ ｾ 設

，ij コこ{:!i K K ji)r! i : わによ った。

(林野 全孝氾)

参考 ＧＱ Ｇ 火の水 ｩｴｬＺ は ， その両ｾＧｾＮの

:tJ r航 と，波 Jfui 下をも って i主総されて

いるが，両新I 1I ' . ; がいづれも 本 itf: の ) j

lζ 傾斜し はじめ， l皮肉ートlζ 圧力を)JII

えたため，水f! i ' :の1:; I" 11tH乙iむ裂 を生じ

たので ，II{ 州 129{f 9 )  J より大修 l1l!を

1  j な った。 そのためぷ古白木造lよの

i'¥jl を鉄筋コンクリ ー トスラブに改造

し， 'a!S所l乙可li -tJ J I: ，tをえi り， また1/t米

の 2 Jr'j の波Jl itn，'を 3 J刊にするなど ，

変災がなされた。

なお35{1一j支'Ji 業として内部を改装

するための ｊｾ ｲＮ ｱ 片山がとられてい

る ( 竹内成夫)



会 報 ( 7 月 分 〉

戸一三 会|

13日 4 11寺- 5 1時 半 於会館集会室

出席者 尾崎会長外 4 理 事 栗 林 ， 栂 野

和歌山正直11支部長

議 事 ( 1  ) 中国支部昭和3 4年度事業報告及決t ; t報告

立主に昭和35年度収支予算: 承認の件

( 2 ) 異形鉄筋講習会後援の件

( 3  ) 工高生デザインコンク ール実施の件

( 4 ) 夏期実習生指導' z t 項の配付に周する件

( 5  ) その他

( イ) 監事補選lζ 関する件

( ロ) 新しい都市 と建築展共催の件

( ハ) 高野山納涼懇親会支部と共同! の件

( ニ) 顧問会同に 関す る件

(  6  ) 入退会者不訟の件

( 7  ) 報告事項

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門 ) I  

28日 5 1時- 6 1時 於会館会議室

出席者 寺 島 評 議 員 会副議長外 4 評議員

監事補選につきその候補者推目立について協議

小委員会 (若い会員の集い)

4 日 6 1時- 8 1時 於 会 館会議室

出席者 松村主査外 4 委員

会員アンケートの回答検討と今後の事業企画審議

宇部スレート工業株式会社

小委員会 (新建材資料作成)

6 日 6 時一 日時 於会航談話室

出席者 矢野主査外 4 委員

「建築用加工板資料」作成の工程検討と調査分担者

の決定

14日 5 時半ー 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 坂 内 ， 岩本各委員

調査対象先の検討

15日 5 時半- 8 1侍 於 会 館 会 議 室

出席者 鈴木， 宮本各委員

調査表原案の検討

20日 5 時半- 8 1時 於会館会議室

出席者 矢野主査外 4 委員

調査表の形式，調査表配付先そ の他を決定

小委員会 (懇親会)

7 日 4 時- 5 時 於 ワーノレド

出席 者 森田，橋長，滝本各委員

懇親会の会場設備につき現場に於て協議

小委員会 (各種説明会)

7 日 5 時- 6 時 於会館会議室

出 席 者 井上主査外 2 委員

本年度の企画検討，説明会予定種目を決定

J ミ築用米国弐

r 輔元み

本 社 ・ 宇 都 大阪営業所・大阪市岡医大宮町一丁目103

出m所・名古屡・新居浜・岡山・広島・下限 ・小倉・福岡
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委 員 会

11 日 5 時半一 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩崎委員長外 13委員

議 事 ( 1 )  8 月 9 月の事業企画について

( 2  ) 各小委員会の事業企画についての報告

( 3 ) 報告事項

|旦 竺|

鉄骨コンクリート実例集小委員会

26日 5 1時半ー 7 時 於会館会議室

出 席 者 石崎主査外 6 委員

提出原稿について検討

幹 事 会

7 日 2 時一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

11¥席者 上林副委員長、泉委員外 11氏

11月「公共住宅特集号」企画審議

室会集

員

館

委

会

川

氏

於

外

両

長

井

時

員

包

6

委

一

上

沢

時

海

滝

一

会

一

者

一

員

一

泊

晴

一

委

一

1

1

一

宅

一

一

住

一

委 員 会

16 日 4 時一 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 森，上林正副委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 8 月「施工特集」号

( ロ) 9 月 「設備特集」号

( 2 )  10月「近代建築論特集J 号企画審議

( 3 )  11月「公共住宅特集」号企画審議

( 4 ) その他

滝沢良弓先生から「鬼門」についてのお話を聞 く

議 事 ( 1  ) テレビ放送の原稿に関する件

(  2  ) 住い方文献資料整備の件

( 3 ) 委員追加委嘱の件

29日 3 1侍- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 海上委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) テレビ放送原稿検討の件

( 2  ) その他

衛生設備図書編集準備会

14日 3 時- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 田 中 教 授 外 7 氏

集録する項目について検討審議

百 五 員 会 I

22日 3 時一 4 1時半於会館会議室

出席者 置塩，竹内正副委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長選任の件

( 2  ) ダイケン ・インシ ュレーション吸音板並

ぴにグイ ケン ・インシュレーション ・プ

ランク審査の件

空調設備改訂編集幹事会

18日 2 時- 5 時 於会ftr;会議室

各詳の内容調整 と統一 lζ ついて検討審議
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同 示 会 |

26日 Ｒ Ｑ 時一 Ｕ ＾＾ 寺於大 ｩ 広正 ｾ設 会館

出 席 者 越 田委員長外 15奈良

特別出席者 Ｑｾｾ 尾， 小 姻両氏

議 事 1. 建築物の転倒に対する安全性について

テ レ ビ放 送 実 行 委 員 会 |

5 日 5 時- 9 1時 於 会 館 *会室

出席者尾崎会長，足立委員長外 9 委員

今回プロ デユー サー 電通中村氏

議 事 ( 1  ) 会長とスポンサ - 3 社長座談会の件

( 2 ) 最近放送分原稿の最終検討

( 3 )  8 月放送原稿の検討

( 4 ) 演出方法の打合せ

21 臼 5 1時一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 足 立 委 員 長 外10委員

今回プロ デューサー 電通中村氏

議 事 ( 1  ) 最近放送分原稿の再検討

( 2 )  8 月以降分原稿の督促方の件

( 3 ) 演出方法の打合せ

瓦 代 建 築 調 査 委 員 会 |

幹 事 会

11 日 4 時- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝 沢委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 調査資料台帳の様式決定

( 2 ) 正月特集 号内容案の決定

( 3 ) 神戸市へ調査賀補助金申請に関する件

委 員 会

20日 3 時半- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 滝沢委員長外 11委員

特 訴 防災シヤ・νター全般

- HI 品:・

議 事 ( 1 )  9 月号発表建物の件

( 2 ) 神戸居留地建物見学会の件

( 3  ) 神戸居留地建物調査補助金申諮に明する

件

(  4  ) 調査資料台帳の件

( 5 ) 正月 特集号に関する件

(  6  ) 神戸居留地調査建物のスライド映写

海 外 視 察 団 編 成 準 備 会 |

12日 3 時- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 申込者青木理事外 9 氏

日本交通公社小) 11所長，吉田係長

渡航手続 について各人毎について打合せ

ハリス博士講演会

日 時 16日 2 時半 - 5 時

1  会 場 開 電 ピ ル 2 階

1  演 題 「建築と音響」

大阪市大三戸左内教授通訳解説

1  共 催 日本建築学会近畿支部

日本音轡学会関西支部

日本建築協会

1  後 援 大 阪 ア メ リカ文化センター

1  聴講者 70名

| 座 談 会 |

「建物管理者からみた設備上の諸問題」座談会

13日 2 時一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席 者 司会 大 阪市大 田 中 教 授

ビル 管 理 者 大 阪 建物 福 山氏外 5 氏

編 集 上林副委員長外 2 氏

9 月 「設備特集」号企画として開催

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ 一

手 動 式 ~ 自 動 ・鎖 ・オート マ チ ッ ク

ステ ン レス・アルミニウム・ シャ y ター

ＺｾＱｊ ＧＱ 実製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 電 話 (34) 9 0 0 4 ・9 0 16 ・4825

本 社 及工 場 ・ 鴻 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区回端町
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「公共建設住宅の当直する諸問題」座談会

30日 2 時半- 6 時半於以和賞荘

出席者 司会 京 大 住 田 氏

大 阪 府 前 田 氏 外 14氏 泉 編 集委員

11月「公共住宅特集」号企画として開催

|懇 親 会 |

「見学と懇親の会」

9 日 2 時半- 4 時 半 於 ワ ー ルド

佐藤工業 KK 大阪支庖の御斡旋で同社施工のア J レサ

ロワー ル ドの見学を兼ねて会員夏の懇親会を同所で開

催。参加者尾崎会長を始め 102 名。 r観光日本」の映

画を観1 ' 1 ・した後交歓。佐藤工業 KK の御後援を感謝申

し上げます。

也 土会 |

第15図工場見学会

「合成樹脂防水剤の工場と紡績工場見学会J

23 日 1  J時; - 4 時 参 加 者 31名

日本ゴーレック ス工業KK提供のパスによっ て同社の

工場と鐙淵紡紡の淀川工場( 織布) を見学。

修学院離宮見学会

14日 11時 12名

経費量宮見学会

27日 11時 6名

27 日 3時 7名

28 日 11時 6名

28日 31時 7名

| 後 援 し た 会 |

P. C 建築構造の設計及施工講習会

1  主 催 日本建築学会近畿支部

1. と き 7 月22 日 29 日 9 時一 5 時

卜 と乙ろ大阪建設会館

1. 談 師

京 大 名 誉 教 授 工 博 坂 静 雄 氏

京大講師

大林組研究室

六車 熊氏

鈴木計夫氏

1111111 1111・11111 11 11111111111 11111 1111111111111111 1111 1111111 1111111111111111111111 111 1111 11111 11 11111 11111111111

編 集 後 記

本 8'は，ひとつは， ピル管理l者の立助から般的上 の諸! 日l闘を迫求しよ

うというとと ，ひとつは，総合ヒソレの設備計岡というものをとりあげて

みよう ， という ζ とから企画さ れたも の。

と承知のように， ピルの管溜! という E とは， 最近とくにやかましく L、

われるようになってきた。 モ ｅ で ， ピル管理の主は関係者 ｉｾ l l ! まってい

たにじて，座談会を組んでみた。ピルの設計者， 施工者， あるいはテナ

ナ ント 伝ど ｉｾ 対して随分と苦言を呈されているようでもあるが ， ζ れも

管理者の熱窓のあらわれであり ， 十分耳を傾けるに足る践談会であっ

た。

総合ヒりレの設備計画は，閲mピルとm通 ピル ( 大阪支社) のふたつ を

とりあけ'tニ。 乙ほか，オートメー シヨン民側迎して， 新しいm結局を例

にとりながら窓側の問題を論 じて いた Tごいた。

「建築設備裏話」は今回 でiJfl 3閉目である 。 iJfl l ffi lは， 楠ii!: 主役附il 司( 昭

和弘年9月号 ) ，第2聞は空調節( 本年正月白) で， 今回は低気設備筒で

ある。低気 の 裏話のとりあげ方 ｉ ｾ は ， それが特 ｅ まは専門的 ｉｊ 部鎖 ｉｾ 入る

ととが多く ， わか りやすく説明をする のに苦労した。多くのr: 日係者の方

々に原縞資料なり ， 談話のかずかずを尉賦したが， なか ICはそれが十分

とりあげられないも のがあって ， と の 点たいへん恐縮 ｉｾ 存じているが，

その労には深く感謝する色 のである。今闘で ζ の m築設備裏話」はー

応終りと す るが，c : i II; 見など あればお寄せ顕いたい。

トピツヲスとして， 電子冷房， クーリングタワー，エアシユーク，エ

レベーター のコントロ ールスケ ヨユー ノレをと りあげた。 ι のほかオート

ラインもいただく予定であったが， つい IC笑混できなかった。

以上，執怨者， そのほかと 協力いただいた方々 に深くお礼111 しあげま

す。来月号は「近代建築諭」特集の予定である。

建築材料品錠一一- f 〈G'(]Al)

剖ｉＮｾＭ回ツク
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一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施号1-設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

支

エ

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 ' 1 i 地( 朝日ピノレ 8 階)

ffi 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

ム

一之
一
品

株 式

会社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸場南通一丁目三七番地

包 括 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 '(存

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

広

所

支

出張

曜冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ビ ノν 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大阪市西区土佐婦通大間ヒソレ714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁目千代

田ビル522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  
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1.5 本

名 古 屋 庖

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設TiiI

般 言 十 施 工

暖冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐沼通 1 丁目 14帯地i

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 務

東京都港区芝田村町 6 丁 目 屯 話(431) 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区，烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町J m諮⑧代表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 底

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

支 庖

大阪市東区高麗橋三丁番壱番地 ・電話代表26局{ お51

l 3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 務 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電気・曜冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

阪業 大工機
一
一
一

空気調和装置・塗装乾燥装置

設 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置 エ

式

社

株

会
ネ土

支 庖

大阪市北区中ノ島 二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電 話 大 阪 @印41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二T 自ー

阪

材

大

建西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451)5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ピノレ

株式

会社

本社及東京支后

営 業 所

ε  



暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区宮間j I 汀一六 @7031@6793

東京都中火区宝町二 ・六間半 ヒリレ2隣 )(561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ①1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東本 町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 0 1158

一一特命又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど利 用 の 科 お 願 い 致 し ま す 一 一

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

fU ④ 1  7 7 8 ・ 4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電話 ｾ ＰＹＶＶ
東 京 都 北 区 上 十 条 1の10 電 (911) お46

広 島 市 ー西 魚 屋 町 31 電 ② 1 3 7 5

株式会社

本 社

出張所

営業所

所張

H

H

出

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2- 7  m (431)  7  3  4  1  - 5  

北海道出張所 札幌市 北四条 西15丁目電②2203・③5374・5969

仙台出張所 仙台市元寺小路t五城ヒリレ) m②8 D  6 1・③9 2' 61

名古島出強所 名古屋市中区東附図J 6 - 5 1l! @ 1270 ・1484

広島出張所 広島市大手町 8 - 155 m ③ 7  9  4  9  

福岡出強所 楠 岡 市 察 研 町 3 電@0788・⑤0296

生

置

暖

温

社
株式会社

..o. 

ｾ＠
株式会社

庖

本

支

神戸出強所

京都出! I 所

三沢出張所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装置、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 町 30 電話大阪@!iSEmL。
本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中 京区 両替町通リ姉小路上ノレ

電話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 )5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8 8 2 9  

四日市市浜田西末広町包話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 包 話 3 6 1 0

ネ土本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 庖

四日市営業所

濠 営 業 所

名古屋出張所

社

蝿 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ビノレ六階

電 話 大 阪 @直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851- 9 ・9951 - 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  .0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

和

気

調

工

気

ι
電

施

気

生

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

l慶 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 ー祷地

m 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 著書

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 ・話 {351) 2  1  7  7  - 8  番

神戸市生問区下山手通八丁目三三 m稀元町@3035番

京都 市中 京区高倉通三条下ル 1[ i 据 上③お6911'1

青森県 三沢市上久保 三一 也縮大三沢36按

エ
大 嘉 熱

大

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

宿 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866)7683 ・7716 ・2594

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ピノレ 23号室

包 諾 ② 7 3  0  6  

日

本

京東

東 京 支 庖

西部営業所

出強所

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピノレ)

電 大 阪 代 ( 44) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 (大岡ピノレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 審

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷房・暖房・温湿度調整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

第 一 金 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

本社・工場

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁目 46若手 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 器 地

位 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

3  

所事韓営



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 |町 l

沼 話 ( 481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

A

令

官株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

社本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

m話 ・大 阪 @2  8 日 1- 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目 十 二

電 話 ( 551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

..0.. 

:z::s; 式株

. c:  

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業活-

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
..0.. 

:z::s; 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業工原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

勝

本 社 大 阪 市北区梅ケ校slj 子五茶i也

屯 謡 大 阪 @8131代表 - 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム-，取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 1害地( 日産 生 命 館 )

包 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜総 IIIJ( 大門ピノレ〉

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一一=

ロ

原菜取締役社長

..0.. 

:z::s; 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 凶 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館 607 号室電話東京( 541) 7464

北海道・名古屋 ・四日市 ・福 山 ・福 岡

ｾ＠

ヌLト 電マヤ株式会社

龍本111 取締役社長

ネJ:

東京営業所

本

電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分m盤 ・受 電 盤

自動遠方操作盤 ・電動機単逆相運転防止装置

混 湿 度 自 動 装 置 監 視 態 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各 種 フ ロγ トスイ ッチ ・ス ペースヒ ータ ー 及 び

ク ォータヒーター ・其 の 他 特 殊f U気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 間 綱 町 一 番 地

f日 話 東 京 (450 9  6  1  1  - 5 番

工 場 東京都港区麻布新広)6町一丁目一三四番地

屯 話 東 京 (451) 0  5  3  5 番

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪 (44)9516- 8番 夜110専用 (44) 502番

名古庭出張所 名古民市中村区長戸井町三丁白四十一番地

m 話 笹 品 (54) 6  8  6  5 ・9 4 9  5 番

福 岡 出 強 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 番 地

氾 結 (4) 7  8  1  3 帯 (5) 3  5  1  6 番

所張出

. c:  ' "ふ1- _  ...6... 

ヌ:¥. . 1不 エ 、 言 云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 [ 1三 朝 日 ピ ル 7 附

m 阪 大 阪 府 ③ 9 5  3  1  ( 大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 似 通 リ 四 丁 口 十 一 括 的

'; r ; 話大 阪 防 @ 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出張所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

m訴 京 都 局 ⑧ 3 4  8  1  設

社

事

エ

工

施

ｾ＠

ヌL

計 ・

電

設

電陽朝

社

取 締 役 社 長

電 気 工 事 設 計 施 工

機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ピノレ 3 階)

む ー 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9  

大 阪 市 大 淀 区 計 } 江 北 2 丁 目 51

電 話 @ 5  1 4 8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 4 丁目 10番地

( 後関ピル 3 階) 電話 ( 551; 5590- 2 

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ 1

包 話 ⑧ 7 1  4  6  

電宝

庫

庖

本

企

支

営業所

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一
品式株

止 -

ヌL電本中
社

必』

コヨE式株

. c:  

ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 II Ij 三 一r r! - Ji 

tG 話 @5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・2 1  3  4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 IIIJ・三 T 日 一 一 三

包 括 ③ 2 1  9  3  

E  本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 j勝 山 辺 9 丁目 72

包 括 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 縞 0 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

後器工場

資 材倉 庫

出張所

4  



鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア 1

ゆ

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商
. .6.  

ｾ＠

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 6531  ( 代) - 5  

支 唐 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山 ・門 司

. .  ｾＮＮ，ＮＮＮ＠ 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 枇

大阪市浪速区西円子園I J - O一七替地湊町駅貨物入警門前

電話 ( 53)  4  8  9 0  ( 54)  ＰＸＰＸｾＹ＠

標準セメン ト防水材・特許ニッポン

特許ニ ッポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメント 防水材特許権実

施工場

i大 剛 獅 ) 北 区芝田町六 八 電 話 大 阪@7制

本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸③2723

PAI NTI NG CONTRACTOR I  

株式

会社

塗 装 工 事 請 負 |  

林 塗 装 庖

TEL . 大 阪 @1756- 7 ・東京@! 1335 

包 括 @ 0098 ・5837 ・8729

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

S  

取締役社長 吉 田 信 武

本 社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

工 犠 神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ⑥ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9 6 8  向 島 西 1 9  

リ グ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南郷江上通一丁 目三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

01番 地 電 話天王寺(74)4692 &  

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 社 大阪市東住吉区間辺東之可 3- 109  m大阪 @ 9  0  8  6  

営業所 大 阪 市 東 住 吉 区駒川; 町 3 - 54 m大阪 @ 4370 ・7筋。

出張所 広 品 市 比 治 山 本 町 1 18 0 m広島 o 4 .9  6  7  

出 張 所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 氾東京(351) 5298 ・5264

5  



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

包 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大 阪 市 北 区 絹 笠 間J 1 8 番 地 ( 衆 略 ピ ノレ 3 階)

電 話 @ 9  1  5  4 _ - 7  

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ピノレ) @3048 ・4593

福岡市橋口町15番地の1 ( サシピノレ 3 階) ④8825 

本社及工場

名古屋支庖

福 岡出張所

大 阪 支 庖

ド ア ー

タツ

、ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

ト

一

ン

ル

テ

ア

ス

ヤル シチス

アーマーコ ート 西日本代理庖

近 畿 建 材 エ 業 株 式 会 社

防水美装塗料・ ・アーマーコート

特殊防水ノミテ ・・・タイガ ー印コーキ ング ・

ハイドロ ν ーノレ

床面美装牛上材料・… フアノレベトン

美 装 吸 音 材 料 - … ・ラテ ックス，ボード

本 社 大阪市 北区茶 屋町 33 T E L大阪の3∞3番

九州出強所 久留米市原古賀町北134の1 T E L久留米7ω5番

北陸出強所 石川瓜紐任町 字布市町50 T E L 松任 672番

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

ブ ロ ッ ク

セ シ トラ ノレ硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋m停曽根崎新地酋入) 1' 11話大阪@1274- 6

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

簡管・緑;p，.t ューム苦

ペンキt-?ー'v.ン布寸し

曾

τ

れ

商

r

u

幸

山川

三

畑日

許

国⑬-

特

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 m話 奈 良 4098

〔近日移転先〉

奈良市登大路二番町( 博物館前〉電話 奈良4098

出 狼 所 奈 良 市 春 日 町 尾 田 組 内 電 話ω11 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

所防予滅殺式平松

F UT ABAY A DE COR AT OR S， LTD.  

モデ‘ ルル ームへど う￥設 計施 工

事

事

式

工

工

一

作

飾

類

造

装

物

等

内

放

舶

室

-

船

具

物

物

建

織

築

具

外

建

家

内

F 歩でも時代癒定! こ綬Lょう E努力 l L  ¥'、ます

認;1iz 壷動風間

工場文阪市イ主舌区西加賀度町4丁目8. 1 ・電話往き ( 67) 5109

⑨ ( …宮創鍛蹴…t憐鰍即業献却大旭正

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 了〕

包括 ・大阪 @ 3321- ト 3630

6  



耐 酸 ツ ポ 各 種

天窓瓦福林産地直売

進委砲数広

続吉田芳雄闘高

大 阪 市 北 区 南 森 町 交 叉 点 符」一一。
エ言語大阪 @2 403 ・3904 -

金号

だ い わ

大 和 洋

雨風に強く緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

組 大仏瓦， 柑和 紙

工 事 情 負 一 式

京都l市東山区今熊野池田町九 ⑥ 3555 

大 阪 市 東 区内淡路町一丁目 @  975 

瓦

発 売 元

仏

ぷ

大

本大

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高鹿縞二丁目九 野村ヒソレー石階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - g 務

衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の I苫

犠l H津 署 菩

張出阪大

扇 71< 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニワ緩勾12買

ナ

ニ

ワ

瓦

繰

式

会

・

拡

大

一

暢

語

ぎ

訂

一

T

自

喜

一

霊

智

口

六

五

決然えない建築資桜

師 ｅ 電車ｾ
仁

'

L

J

F

捌

~

一

艶

需

m

k

'

m

y

A

一

附

ヲ

ガ

割

高

月

f

w

厄

M

R

U生裂亀

凶 ｩ 師翠 ｅ 民ｾ
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 聖子里包停前

製 造 元 東 京 サ ン ヒ ッ ト商 会 電 大 阪@0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本

7  

禍 岡 嘗 鍵 所

支



8  

ｦ ムｾ
綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨・鉄筋 コンク リート 造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイヤモンド トラス・ ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張関鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、ミｾ ｾ物心
地質部 ボーリング ・建築物基礎工 v '  V  

事の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計 々z釘7

来京苅都j 巾央区円本怖かきがら 11町l町汀 3 の 2 屯話話一(“67九1) 臼4必3 . 7均O∞o仰7 . 7河06臼2  

写会

会
"つt??併

し;J gb替

( カタ ログの冶申込みは全国有名主11M底へ) * 純利壁の最高級… ・・

Eヨ刻支皇室

* 日本座敷に優美な… H ・H ・. ..

株式会社新興建材工業所 盆寵. . J : . 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・. . . . .

2 d;臨時叫EJJ 九月間 的 at ｾ｜瞳



日本て初めての 年限仕様

(A) ‘  .  

地区|
組

メ日弘、

員 名

( 株) 久 保 商 庖

( 株 ) 木 下 建 三 商 庖

近 ( 株) IJfj 正 キ土

( 株 ) 井 上 浄 夫 商 f，5

( 妹) 大 和 商 会

( 株 ) 石 田 建 材 庖

内 外 工 業 株 式 会 社

観 旭 化 建 工 業 株 式 会 社

順不

日本漉背工業( 株) 大阪支庖

石 井 健 材 有 限 会 社

思( 抹〉 中 出 商 会

タ テ パ ヤ V 商 庖

田島応用化工( 妹) 大阪出張所

東 岡 田 建 材 抹 式 会 社

( 株) 名 建 商 会

海 高 栂 建 材 庖

北 北 川 工 業 抹 式 会 社

北 川 工 業 ( 株) 富 山 営 業 所

北 川 工 業( 株) 福井営業所

( 綜 ) 小 島 工 務 応

隆
( 株) 小 島 工 務 庖 富山営業所

中 背 盛 建 材 株 式 会 社

青 盛 建 材( 株) 岡 山 営 業 所

国 ( 有 ) 小 野 甚 商 庖

( 株 ) 浜 原 豊 商 庖

四 ( 株) 浜 原 豊 商 庖 防 府支底

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社

園 正 和 商 事 株 式 会 社

九 背 盛 鴻 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所

暁 建 材 工 業 株 式 会 祉

州 高 稲 工 業 株 式 会 社

住 所

大阪市北区真砂町5

大阪市西区江戸姻南通5ノお

大阪市東区高麗繍詰町21

大阪市西区江戸堀下通1ノ7

大阪市南区高津町4落丁73

大阪市東淀川区元今里北通 り1 ノ31

大阪市阿倍野区旭町1ノ51

大阪市北区茶屋町38

大阪市北区富田町40

神戸市兵庫区荒田町1丁 目

神戸市兵隊区上沢通6ノ9

京都市下京区四条大宮南入学校前

大阪市西区京町姻上通1ノ14

名古屋市首区西菊井町2ノ12

名古屋市中区宮出町41ノ2

名古屋市中区材木町1ノ12

金沢市西側町B

富山市奥田新町23

福井市大和中町70

高岡市大坪泊町2丁目32 / 1  

富山市神通町3区1003

広島市鉄砲町108

岡山市東田町3

岡山市内山下30ノ10

尾道市若宮町

防府市大林寺

高松市宮脇町民調。

佐山市1番町21

福岡市万行寺前町14

福岡市灘院町65

長崎市大繍町138

建蔵省阪建 22 号館可

電 話

大阪< 8 0 207- 8. 4&36 - 7

大 阪@5408・5486

大 阪9 8125- 8 ・0761

大 阪 @ お31- 5

大 阪@6221"' ;4

大 阪 @ お40・ぉ05

大 阪@3434- 6

大 阪 @缶55- 7

大 阪@ 1ω4

神 戸 ⑤2140・2697

神 戸 ⑤4臼O

京 都@ 岨68

大 阪@5951- 8

名古屋@2057・0121

名古屋 ｾ Ｑ 沼 Ｙ ・ ＲＸＱＷ ・ ＲＱＰＶ

名古屋@3295

金 沢 ②4552- 3

富 山 ②2218 ③1014

福 井 ②4532

高 岡 24&3

協 山 ②8221

広 島 ②2281- 4

岡 山 ②7911・8169

岡 山 ②4272

尾 道 27ω

防 府 1037

高 松 ③ぬ34

松 山@8161- 5

福 岡 ③1225- 6

縮 問@4326 ・8467

長 崎@ 1726

出資金 600 万円

亘 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区小台町六三三 ( 田島応用内)

北 陵 ・東 海 ・近畿・中 国 ・四 国 ・九州

T E L  @ 代 表 5951

T E  L  (911) 代表1181

9  



( カ タ ロ グ 進 呈 )

特 徴 透水比も UJ k 水率も著しく i丘〈且均質優秀な防水モ

J レタ J レや防水コ ンクリートをつくる為の浪人知l で

あります。

角 形 鋼 管

「鋼 管 を 索 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて 活援した角形鋼管と 比べ ると

均質 で、経量 で、経済的 な( 高級) 継目無角形鋼管

。

住友金属工業株式会社

本 社) . ; 匝，H 11 10 ( 瓦 町 . T  b  3 1 11砧{ 大代様} 大匝 町') 2201

全 性. ¥f'! o r.代1111' . 1' "内 1丁目 8 ' 6  (鏑住左ピル) 11且{大代表}東京( 111)目 11

指 定 問 屋

f1. &: 高 ・E 橡 式 会 社 大 地 ，10 1Il IA ｾｴ 掛 Ｕ T  1I 2  2 ・ 軍 品 大 匝 @ 6 7 8 1  

Ｔ ゲタ 圃菅悼 式会社Ｂ阪市西 ｉ ｾ 飯町通 ｬ ｔ ｉＮｉ ＱＴ 骨地電品大匝ｾ 6 3 3 1  

山 み 鋼 11 銚 式会社大岡市市I i 安宜脅換通 1丁目 叩橋地 11話 大 阪 03 2 8 3 1

合 名 会 社 線 辿 騒 音 本 山 側 岡 市 k 両 町 1  6 ‘ 」 梢閣<i: 2 2 3 5  

御一報次第詳細な 説明印刷物 を御送 り致 します。

位計・施行の御繍桜・御世自置も殺します 。

。。
本社千代l l 1 区丸 ノ内 l の 1

包括 ( 201 )  1311 '  1411 

内線 3  6  5  - 7  

IJ¥野田コ" ロック株式会社

10 



q lJA亨 最 高 の 品

園屋司・・= ・1 ] ，調E5J司・

_ /  

- 新じい建築資材

日 寮 ラ ヌ ボ ー ド

日衆 7fi-- ド用プラスター

リフ" フ。レり Jフヌ

ヨ り 〆 リ フ " ラ ヌ

ャ ハ ヌ " 弓 ス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フェルト・ルーフインク"

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材 < 8 > 田村時間賞98

強 靭 、 耐 薬 品 性 で 老 化 し な い

火 熱 を 要 し な い の で 施 工 容 易

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 融
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大阪市北区神山町26 ( 富国信用 ビル 2 階 )

支 部 長 福 田 好
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l 之 完 威 一一一- 后 雷 の

5 5 拘ヲーーヌヲ叉勿ー

ハヒライト ｴｾ 13-

倉本与aない妻、-@L 争い ヤイント. f ¥・節減.

Ｕｓｓ 円・ーヲ ｾｉ ‘用ヲヲ叉勿ー
経量失井 吸音イ宗 jE 断熱 l さ

KANDAN 媛冷房温湿度調整 {  

各 種 送 排 風 機 f  

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその他水練り、金銭仕上げの為特に技術を婆せず 、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります 。 (土手当り材料代￥ 950) 仕上り厚き約2 引3程度

学校、工場、病院、事務所、商庖、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関 、流し、浴室等

に 最 適 で あ り ま す 。 ( 求 代 理 后)

暴 詰 工 業 株 式 会 社 大阪FJi 花 Er u ri; - 3
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陵I ｴＺ ￆ 沼目 ｾｩｬ
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9  

屯 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

• 

アルミニウムの総合メーカ一

昭和アルミの押出型材

昭和 アル ミニウム 株 式 会 社 本 社 ・堺市梅山田T 6 の 2 2  4  

40年の伝統と経験を誇る

内 外 式

パーチカル( 電動式) ベンチレータ ー

自然換気の 15倍 ・従来のものより 5 割も効率大

工場・発電所・病院・ボイラ一 室・倉庫・料理屈等

特iζ 熱及び臭気の発生する所 lζ 最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベ ンチレーターコンチニアス並ニ筒型

タ ー ピ ヤ 舗 装 工 事 ・設 計 施 工

22 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピノレ) T E 1: (44)  3983 ・4396

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ソ ゲ

施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッν ュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

4夢幻 寄 木 商
4222除E  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

電 話 @3 7 3 1・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 助 助 町 1

15  



dl Ｇｇｾ＠ tf，; 1;;. 1多tJi 斜

ｖ スヲ ＱＷｊｾ ト
防水工事. 耐酸工事

7
1

リヂヌトン(j )

:1: 1  W' - ' 1  7  I ‘  

五査も進んだゴムのク ッション

志、 t互の

大阪市東区高麗橋詰町21

T  E  L  (94)  8125 - 8・0761(夜間周)

四月互E 宗主

I I . G. C武

.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五ー電話 ｾ ＳＴＳＴ Ｍ Ｖ

大阪市阿倍野区旭町ニノ六六

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

コ‘ b . タ イ j レ

プ ラ ス チ ック ラ ブ

大 阪 ヨ レ 父 又 建 材 示 主

'
'
x
 

m

A

A

 

M

開

W

G

F

 

大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 電 話 豊 崎 ⑪ 6 7 6 0 ・7 0 6 3

.f".、

つ

近代建築の玄関に美しい

デ ザ イ ン の マ ッ ト

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信 用と品質 を 誇どる j苫

OSA K A ミ ツ' u p k mT O  

ユ ー ピ 金 属 7 ッ ト・ユ ー ピ ゴ ム マ ッ ト

ユ ー ピ 鉄 マ ッ ト ・ラ イ ン ゴ ム マ ッ ト

カラーラインマ ッ ト・ニュー ラインマ ッ ト

ホーム・ソフト ｾ モップ

1型 2型 発 売 元

株式会社

水 島 商 庖

大 阪 広 大 阪 市 西 区北郷江上過一丁目 ・T E L @ 3514 ・8246

京 都 庖 京都市中京区嫡孫(:，p烏丸凶入 ・T E L ② 5363 ・0214

工 作 所 京 都 市 右 京 区 西 院 松11・附J 八 ・T ｆＮ Ｎ ｌ ｾ＠ 1697 
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大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風日

田 中 風 呂 難 儀 京

大阪市浪速区元町1丁目 742 但 ν 賑 橘 電 停 前 電 話@ 5313 ・8128

窓掛、椴帳、日 除、壁紙 室 内 装 飾 紙 車、 舗 床 材 一 般

東 洋 レ ー ヨ ン の 千 イ ロ シ 鍛 通 と 繊 聾 発 売 元

亀 井 株 式 禽 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋〉

電 話 大 阪 (25) 1  353 ，...， 5番

ＭＲ 霊 ｈＭ］］ｾ ・

大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 ( 64) 5750 ・8444

東京工相 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 電( 741) 0160 ・1733

J I，ヨレ
熱 海 言 葉 の 宮 ホ テ ル 全 室 装 備

製 造 元

大 阪 市 東 区 今 橋 ー ノ ー 0

株式会社 メ ル コ ン ( 朝 日生命 ピル) T E L 大阪 @5110 
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ｾ田タイル
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